
通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本①沖縄解答  

琉球と朝鮮半島 

①休みを取って思い出の場所沖縄を訪れた。 

②世界でも指折りのさんご礁が美しく、様々な生き物たちが生息する沖縄  

③歴史が息づく首里城 

④垂直にたてられた石垣  

⑤王（君主）の象徴の龍 

⑥中国の東方にある礼儀を重んずる国（朝鮮の別称） 

⑦大国のもとで隣国と交わることを基本とし、中国から冊封を受けて 

⑧世界に目を向けた琉球王国は日中間の重要な架け橋としての大きな役割を担った。 

⑨人々はおおらか（あけっぴろけ、ざっくばらん）な性格で、闘牛や綱引きなどの伝統

的な遊び、頼母子講（モアイ）や助け合い（ユイ）などの相互扶助の習慣 

⑩韓国の「春のお彼岸」にあたる墓参りの風習 

⑪四月初めには墓参りをする。 

⑫「内地（本土）の人」たちにとっては、まるで「カラフルなチョゴリ」のように原色

に染めた紅型の色彩感覚は「カルチャーショック」かもしれないが  

 

リゾートホテル 

①はやる心で（わくわくしながら） 

②浅瀬（遠浅の海）に広がるさんご礁)  

③ 天井まで吹き抜けの開放的な設計のホテルの中には日の光が降りそそぎ、そよそよ

吹く潮風がとても心地よかった。 

④このホテルは東シナ海側に突き出すような岬に位置する最高級リゾートホテルで、

2000年に開催されたサミットの舞台となった。 

⑤ インコやオウムがさえずり、屋内の噴水が放物線（アーチ）を描くテラスでグレー

プフルーツジュースを飲みながらチェックインを終えた。 

⑥足（気）の向くままビーチに出ると、 歓声を上げて浮輪やいかだを楽しむ人、肌を

こんがり（小麦色に）焼こうと日焼けオイルを塗ってのんびりとビーチにうつぶせにな

って寝そべる人、ペアルック（お揃い）のアロハシャツを着ていちゃつく若者など 

⑦泳ぎたい気持ちもやまやまだが  

⑧かなづち  

⑨ストレス解消するため、漢方医がツボを押してくれるマッサージサービスを受けた。 

⑩岬の先にひっそりとたたずむコテージ 

⑪室内で潮騒を聞き、風に当たりながら水平線に沈んでいく夕日と赤ワインのような夕

焼けを満喫してみよう。 



⑫飽きることなく外を見ながら過ごせることだろう。 

竹富島 

①この離島は金網に囲まれた米軍基地だらけの沖縄本島と異なり、徐々に消えつつある

古きよき沖縄の雰囲気が満喫でき、訪れる人たちの期待を決して裏切らない。 

②ここには直方体や立方体のコンドミニアムもなく、黒い水牛がサトウキビ畑のそばを

のっそり歩きまわり、サンゴ石の塀に囲まれた赤瓦の家が美しい景観を織り成している。  

③戸締りも 

④うだるような暑さにもかかわらず競争社会をひと時でも忘れたがる都会人たちが文

明の利器から解放されゆったり楽しんでいる。 

⑤ハイシーズン（繁忙期）/ オフシーズン（閑散期）を問わず 

⑥筆者が泊まった民宿はおばさんが切り盛りしていて 

⑦お食事になさいますか？ 

⑧ヨモギの炊き込みご飯やへちまの炒め物（ナーベラーチャンプルー）など、新鮮な素

材を惜しみなく使った沖縄の郷土料理を作ってくださった。 

⑨おばさんの手料理がとてもおいしく、パクパクすっかり平らげてしまった。  

⑩バケツをひっくり返したように突然降り出した夕立ち（スコール）がじきにやんだ。

⑪夜空いっぱいの星は大都市とは雲泥の差だ。           

⑫民宿のおじさんが興に乗ってお国自慢の島唄（沖縄民謡）を歌いだすと、奥さんもア

ドリブで三線をひいた。    

⑬ウォッカのように強い地元の泡盛の水割りやクーラーボックスいっぱいのオリオン

ビールを飲めばうっとりするような南国の夜はふけていく。 

 

米軍基地問題 

①四面楚歌となり 

② 立ち退かせた人々の土地を奪って米軍基地にした。 

③米兵たちが我が物顔で（不遠慮に）闊歩し、軍事演習場では弾が的を外れて（流れ弾

が）飛び、民間人が犠牲となるのも一度や二度ではない。 

④外車を乗り回す兵隊に眉をひそめる沖縄の人たち 

⑤政府間の関係は「ギブアンドテーク」かもしれないが、人々の意志に反し、沖縄は戦

後日本の発展から置き去りに（とりのこ）されたのも事実だ。 

⑥時が解決してくれる 

⑦復帰を勝ち取った 1972年 

⑧一難去ってまた一難 

⑨目の上のたんこぶ 

⑩日本政府の国防政策のしりぬぐい/ 後始末ばかりしなければならなかったのだ。 

⑪通り一辺の/ 駆け足旅行をしても目に入らないかもしれないが、三十分ほど車を運転



してみると、いやがおうでもその厳然たる事実を目の当たりにし、せっかくの楽しい気

分が台無しになる。 

⑫「左向け左！全体休め！」という号令から、空母を利用した空爆訓練まで, 厳しい訓

練を受ける一等兵や上等兵たちは、給料日になると基地外の盛り場に繰り出し、思い切

り気晴らしする。） 

⑬広い広い米軍基地周辺の猫の額ほどの土地      

⑭糊口をしのぐため、食べていくため 

⑮横文字の看板が目立ち、ホットドッグやフライドポテト、ポテトチップス、ピクルス 

⑯「Ｓ」を頼めば日本の「Ｍ」，「Ｌ」を頼めば日本にないほど大きなサイズが出てくる。 

⑰金があれば使ってしまうものだ。  

⑱飲み屋に入れば騒がしいロックが響き、入隊して間もない初年兵やスポーツ刈りの鷲

鼻がばくちをしていたり、だみ声（ガラガラ声）でわめく縮れ毛たちが力こぶや刺青を

見せびらかして腕相撲をしたりする。    

⑲最前線から戻ってきた、カーキ色の軍服を着た金髪の女性兵士がダーツをしたり、泣

いたと思ったら笑い、笑ったと思ったら泣いたりしている人たちもいる。       

⑳酔っぱらいが車を運転してひき逃げをし、ごうごうたる非難を受けたりするが、日本

のパトカーも白バイも米軍基地内に入って容疑者を勾留することはできない。    

㉑110番通報を受ける前に、おまわりさん（地元の警官）がパトロールする姿 

㉒親に恵まれず父親の顔を知らないかわいそうな混血児/ ハーフの子たちが色眼鏡で見

られたりする問題 

㉓このように傍若無人な米軍（米兵）に、多くの住民たちは冷ややかなまなざしを送っ

ている。     

 

沖縄の唄 

①かんかん照りの夏の日、あぶら汗をだらだら流しながら沖縄の蒸し風呂のような暑さ

に耐えられる猛者  

②あらゆる年齢層によって行われる太鼓や「三線」という弦楽器のリズムに合わせて踊

る祭り  

③会場に観衆たちがどっと押しよせてきて 

④門前の小僧習わぬ経を読む  

⑤聞きなれた民謡を耳にすると、肩をゆさゆさゆらしながら踊る沖縄の子どもたちも、

大きくなると定時でサッと帰宅し、 

⑥「やれやれ！/ いいぞ！」 

⑦病み付きになる何かがあるようだ。 

⑧頭を抱えて悩んでいた。 

⑨世界平和を訴えるプロテストソング  



⑩歌手としての才能は親譲りで、天賦の才能があった。 

⑪その事件の真相が明らかになり、 

⑫物的損害    

⑬心の中からわいてきたメッセージ  

⑭抵抗（不屈）の精神よりも喜納の体の中に染みついている沖縄のリズムと、抑えきれ

ずあふれんばかりの才能に注目し、オンエアされるやブームを巻き起こした。 

⑮独創的（一味違う）歌手、喜納の名が広まり、彼のコンサートは熱狂的なファンたち

で会場は身動き取れないほどになった。 

⑯単に親譲りの唄の歌い方ではなく  

⑰中国語でカバーされたりもして 

⑱持って生まれた声で、感情をこめて歌う独特な唱法で  

⑲心を込めて甘い歌声で  

⑳抜きんでた才能とメッセージを持った歌手たちが大活躍するようになった。 

㉑思わず感情がこみあげ 

㉒高い音程が狂ったり（を外したり）しながらも  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本①沖縄 単語表現帳 氏名       

① 休みを取る/ ②世界でも指折りの/ 生息  

③歴史が息づく/ ④石垣/ ⑤君主/ ⑥朝鮮の別称  

⑦大国のもとで隣国と交わる/ ⑧世界に目を向ける  

⑧架け橋としての役割を担う/ ⑨おおらかな/ 闘牛  

⑨綱引き/ 頼母子講/ 助け合い（二種類）  

⑩韓国版春のお彼岸/ ⑫カルチャーショック  

① はやる心で/ ②浅瀬/  

③そよそよ吹く潮風が気持ち良い 

 

④東シナ海に突き出すような岬/ 最高級リゾートホテル  

④サミット/ ⑤インコ/ オウム/ 放物線/ グレープフルー

ツ 

 

⑥足の向くまま/ 歓声を上げる/ 浮き輪/ いかだ  

⑥肌をこんがり焼く/ 日焼けオイル/ うつぶせになる  

⑥寝そべる/ ペアルック/ アロハシャツ/ いちゃいちゃす

る 

 

⑦泳ぎたい気持ちもやまやまだが/ ⑧かなづち（泳げな

い） 

 

⑨ストレス解消する/ 漢方医/ ツボ（経絡）/ ⑩ひっそり  

⑪潮騒/ 沈む夕日/ 赤ワイン/ 夕焼け/ ⑫飽きることなく  

① 離島/ 基地だらけ/ 消えつつある古き良き沖縄の雰

囲気 

 

① 期待を決して裏切らない/ ②直方体/ 立方体  

② コンドミニアム/ 水牛/ サトウキビ/ ③戸締り  



④ うだるような暑さ/ 文明の利器から解放される  

⑤ 繁忙期/ 閑散期/ ⑥切り盛りする  

⑥ 食事になさいますか？/ ⑧ヨモギ/ 炊き込みご飯  

⑦ へちま/ 惜しみなく使う/ ⑨手料理  

⑨ パクパクみなたいらげる/   

⑩ バケツをひっくり返したように降り出した夕立  

⑪ 雲泥の差/ ⑫興に乗る/ お国自慢/ アドリブで  

⑫ ウォッカのように強い/ クーラーボックス  

⑬ うっとりするような南国の夜はふけていく  

① 四面楚歌となる/ ②立ち退かせた人々  

② 我が物顔で闊歩する/ 流れ弾が飛ぶ  

③ 一度や二度でない（成語）/ ④外車を乗り回す  

④ 眉をひそめる/ ⑤発展から取り残される  

⑥ 時が解決してくれる/ ⑦勝ち取る/   

⑧ 一難去ってまた一難/ ⑨目の上のたんこぶ  

⑩ 尻拭いする/ ⑪駆け足旅行/ いやがおうでも/   

⑪ 楽しい気分が台無しになる/ ⑫左向け左！全体休

め！ 

 

⑫ 号令/ 空母/ 空爆/ 一等兵/ 上等兵/ 盛り場  

⑫ 気晴らしする/ ⑬広い広い基地/ 猫の額ほどの土地  



⑬ 食べていくため/ ⑮横文字の看板が目立つ  

⑮ホットドッグ/ フライドポテト/ ポテトチップス  

⑮ピクルス/ ⑯ S/M/Lサイズ/   

⑰金があれば使ってしまうものだ/ ⑱騒がしいロック  

⑲入隊/ 初年兵/ スポーツ刈り/ 鷲鼻/ ばくちをする  

⑲だみ声/ 縮れ毛/ 力こぶ/ 刺青を見せびらかす/ 腕相撲  

⑳最前線/ カーキ色/ 金髪/ 女性兵士/ ダーツ  

⑳泣いたと思ったら笑う/ ㉑酔っ払い/ ひき逃げ  

㉑パトカー/ 白バイ/ ㉒110番通報/ おまわりさん  

㉒パトロール/ ㉓親に恵まれぬ混血児/ 色眼鏡で見る  

㉔傍若無人/ 冷ややかなまなざし/   

①かんかん照りの夏の日/ あぶら汗をだらだら流す  

①蒸し風呂のような暑さをものともしない猛者  

②あらゆる年齢層/ ③会場に観衆がどっと押し寄せる  

④門前の小僧習わぬ経を読む/ ⑤聞きなれた民謡  

⑤肩をゆさゆさ揺らしながら踊る/ 定時でサッと帰る  

⑦病み付きになる何かがある/ ⑧頭を抱えて悩む  

⑨プロテストソング/ ⑩歌手としての才能は親譲りだ  

⑩天賦の才能/ ⑪真相が明らかになる/ ⑫物的損害  

⑬心の中からわきだす/ ⑭体の中に染みついたリズム  

⑭抑えきれずあふれんばかりの才能  



⑭オンエアされるやいなやブームを巻き起こした  

⑮一味違う歌手/ 彼の名が広まる/ 熱狂的なファン  

⑮身動き取れないほどだ/ ⑯親譲りの唄の唄い方  

⑰中国語でカバーする/ ⑱持って生まれた声  

⑲甘い歌声/ ⑳抜きんでた才能/ 大御所や新人歌手  

⑳大活躍/ ㉑思わず感情がこみ上げる/ ㉒音程が狂う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本②九州解答 

有田 

①対馬海峡を隔てて（挟んで） 

②古代からたくさんのハニワが作られたため数多くの陶磁器の生産地も点在している。 

③往来が活発化するにつれ、表面がすべすべした明の磁器が    

④「文禄慶長の役」が起こり、このとき日本に連れてこられた朝鮮の陶工たちによって 

⑤数奇な生涯を送った李参平 

⑥故郷を離れて暮らさざるを得なくなったことを恨めしく思い、嘆き悲しむより 

⑦紆余曲折（込み入った事情）があっても 

⑧彼を偲ぶ意味で  

⑨神社前には神の世界と人間世界を分けるための鳥居があるが、     

⑩お守り（お札）に灯ろう、さらには狛犬に至るまで 

⑪険しい山々が三方をふさぎ、その谷間を磁器の原料を載せたダンプが行き来してい

た。       

⑫さびれた雰囲気漂う   

⑬漆喰を塗った蔵や工房などからしてもずっと前から往来でにぎわったことがうかが

える。 

⑭傘立て、表札、郵便受けに至るまで磁器で作った物だらけだ 

⑮坂道を利用した登り窯で見習工がまきをくべていた  

⑯帰り道に木の枝に何かがとまっていると思ったら、カササギだった。 

 

長崎 

①これを屏風のように取り巻く山 

②釜山と似ている。   

③観光客の足が絶えることはない。 

④鉄砲やカトリックが次々と日本に伝えられたのをきっかけに当時の大名は 長崎を

時代に先行する（先駆ける）寄港地とて作った。 

⑤領主もキリシタン大名だったため、民に自ら犯した罪を悔い改めさせ、この土地をロ

ーマ教皇にささげたりもした。     

⑥キリシタンたちは、恐ろしい/ むごい拷問を受けたりして、李朝の「辛酉迫害」のよ

うな苦難を強いられたため、改宗（棄教）したり身の安全を図ってマカオやフィリピン

に逃がれ/ 身を隠したりした。  

⑦観音様を拝むのを隠れ蓑として隠れキリシタンとなった。  

⑧殉教者たちの鎮魂/ 慰霊/ 魂を慰めるのため 

⑨荷を上げ下ろしした唯一の港 



⑩輸入した解剖図を和訳し、  

⑪隔離して造成されたこの人工島に、その昔オランダの貿易商たちが住んだ足跡はすで

に消え去って久しい。 

⑫開国後        

⑬洋館と遊歩道が整備された長崎はまるで西洋によくある町のような雰囲気だ。 

⑭丘の天主堂から、修道女/ シスターたちの賛美歌が聞こえてきて、中をのぞいてみた

らざんげ室から信者が出てきた。 

⑮素早く（一気に）からりとあげた料理   

⑯口がひりひりするほどピリ辛なイメージ 

⑰断然/ 迷わずお勧めなのは  

⑱出前を取るとき   

⑲おかもち  

⑳バラエティに富む中華料理よりちゃんぽんをずるずるすするのが好きな人 

㉑日本らしさの全くない中華街 

㉒食欲をそそるその匂いの正体が気になっていたが、これこそ本場のちゃんぽんだった。 

㉓コックと華僑の客がお互いに日本語と中国語を「チャンポン/ まぜこぜで」話してい

るのも面白かった。      

 

別府温泉 

①硫黄の匂いが立ち込める温泉街 

②泥湯、蒸し風呂    

③親孝行のための旅行 

④かけ湯をして 

⑤ああ、生き返る（極楽極楽）！ 

⑥私は五十肩を患いまして、ここにきて十日になります。 

⑦騙されたと思ってここで一日四、五回も湯につかってみろと言われたのですが、すっ

かり良くなりましたよ。 

⑧肌に張りも出て、それこそ一石二鳥（一挙両得）です。 

⑨いっそここに引っ越そうかと思うほどなんです。 

⑩背中を流してもらいながら、またともに打たせ湯に打たれながら  

⑪毎日/ 来る日も来る日も足の裏から首までお湯につかっているため、かさかさな肌も

すべすべするので女性たちもお肌のお手入れをしなくてもよく、切り傷ができてもばん

そうこうもいらないそうだ。 

⑫湯治以外にも「地獄めぐり」という名所も人気がある。 

⑬ぐらぐら沸く湯と、硫酸、泥水、間欠泉など様々な温泉の不思議/ 奇妙な様子を地獄

にたとえたものだ  



⑭湯気がもくもく上がるなか、熱い泥水がぶくぶく泡を吹きだすところ  

⑮地球エネルギーのダイナミックさ     

⑯洗面器をもって歩く人をしばしば見かける          

⑰銭湯代わりの温泉がいくらでもあり、手ごろな料金で楽しめるからだ    

⑱足湯を楽しめる場所  

⑲湯の花           

⑳このカレイは身が厚くしこしこした歯ごたえが最高だ   

㉑海の幸、山の幸/ 山海の珍味だけではなく、ここには地酒を楽しめる酒蔵（造り酒屋）

もあり、左党にはうってつけの町だ。 

 

太宰府 

①藤原氏が権力をふるっていた時代に、学問に長け（博識で）先見の明があった道真は、

学力により官職につき、高級官僚として頭角を現した。  

②権力者として権勢の座にしがみつきたがっていた藤原氏には（道真が）邪魔者だった

ため、ついに藤原氏は道真が謀反を企て権力を握ろうとしているとあらぬ/ 根も葉もな

い噂を言いふらした。 

③天皇が噂を真に受け（うのみにし）た結果、道真は濡れ衣を着せられ失脚した。 

④公職から退くことになった彼は京の都を離れる前、庭の梅の花を見ながら「詩調」の

ような短い詩、短歌を詠んだ。 

⑤大宰府に左遷されてからは虚しく（いたずらに）日々をすごし、望みを果たすことも

なく不遇の一生を終えたが、死んでから彼に罪をなすりつけた関係者たちが疫病で次々

に亡くなった。 

⑥それは恨みつつ亡くなった道真の恐ろしいまでのたたり（呪い）だといい、またこの

話は人々の同情を買った。  

⑦このことに後ろめたくもあり不気味に/ 薄気味悪く思った天皇が道真を「天神」とし

て祭った。 

⑧「溺れる者はわらをもつかむ」というが、境内には合格祈願の受験生たちが志望校名

と自分の名を書いた五角形の絵馬が無数にかかっている。       

⑨恋人同士が南京錠に永遠の愛を誓うメッセージを彫って金網につけたり、 

⑩「芸術高合格」「センター試験突破！」、「何々大学合格」 

⑪「司法試験合格」、「理科 90点、社会 95点以上」」 

⑫まさに追い込みの勉強に余念のない学生 

⑬参道の両側にずらりと並ぶ店から漂ってくるほかほかの梅が枝もちの香ばしい匂い    

⑭「受験シーズンの書入れ時」 

⑮神社から目と鼻の先の九州国立博物館 

⑯国際交流の交差点としての役割を担ってきた九州の歴史と文化交流史を展示すると



いうコンセプトに基づいた博物館で、好奇心をかきたてて/ そそってくれる。  

⑰大軍を動員した  

 

国東半島 

①中央に高くそびえる両子山から分かれる数多くの尾根と谷間が放射状になっていて、

幾重にも広がっている。 

②谷間には棚田や昔ながらの農家が見える。      

③空き缶やペットボトルがひとつも見られないきれいな道端には、フキやセリ、ゼン

マイなどが自生している。 

④現在は過疎地だが全盛期の 12世紀ごろに二千人余りの僧侶が修行を積んでいた。    

⑤九州最古の木造建築物で総ヒノキ造りの            

⑥急な岩肌にほられた大日如来たちは喜怒哀楽がはっきりせず、洗練されているとは言

えないが、どこか大陸的な姿をしているのは朝鮮半島の文化の影響かもしれない。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本②九州 単語表現帳 氏名       
① 対馬海峡を隔てて/ ②埴輪/ 点在する  

③ すべすべした明の磁器/ ⑤数奇な生涯  

⑥故郷を離れて暮すこと/ 嘆き悲しむ/    

⑦こみ入った事情/ ⑧彼を偲ぶ  

⑨鳥居（20字前後の韓国語で説明せよ） 

 

 

⑩お守り/ 狛犬/ ⑪険しい山々が三方をふさぐ  

⑪原料を乗せたダンプが行き来する  

⑫寂れた雰囲気ただよう村/ ⑬漆喰を塗った蔵  

⑭傘立て/ 表札/ 郵便受け/ ⑮見習い工がまきをくべる  

⑯帰り道/ 何かがとまっていると思ったらカササギだ。  

① 屏風/ ②釜山と似ている/ ③観光客の客足が絶えない  

④ 鉄砲/ カトリック/ 大名/ 時代に先駆ける  

⑤ 罪を悔い改める/ ローマ法王/ ⑥キリシタン  

⑥ ひどい拷問/ 身の安全を図ってマカオに逃れる  

⑦ 観音を拝むのを隠れ蓑に、隠れキリシタンとなった  

⑧ 殉教者/ 鎮魂する/ ⑨荷を上げ下ろしする唯一の港  

⑩ 解剖図を和訳する/ ⑪人工島  

⑪ 足跡がすでに消え去って久しい/ ⑫開国後  

⑫ 洋館/ 遊歩道/ 西洋によくある町/ ⑭天主堂  

⑭ シスター/ 讃美歌/ ざんげ/ ⑮一気にからりとあげる  

⑯ 口がひりひりするほどピリ辛のイメージ  



⑰ 断然おすすめなのは/ ⑱出前を取る/ ⑲おかもち  

⑳ちゃんぽんをずるずるすする/ ㉑日本らしさがない  

㉒食欲をそそる匂いが気になる  

①硫黄の匂いがたちこめる/ ③親孝行のための旅行  

④かけ湯をする/ ⑤ああ、極楽極楽！/ ⑥五十肩を患う  

⑥十日間/ ⑦騙されたと思って/ 四、五回  

⑧肌に張りが出る/ 一挙両得  

⑨いっそここに引っ越そうかと考える  

⑩背中を流す/ 打たせ湯に打たれる/ ⑪足の裏  

⑪カサカサな肌/ お肌のお手入れ/ 切り傷/   

⑫湯治/ ⑬ぐらぐら沸くお湯/ 間欠泉/   

⑭湯気がもくもく上がる/ ⑯洗面器/ ⑰銭湯代わりの温泉  

⑰手ごろな料金/ ⑱足湯/ ⑲湯の花  

⑳ここのカレイは身が厚い/ しこしこした歯ごたえ  

㉑海の幸、山の幸/ 地酒/ 酒蔵/ 左党にはうってつけの町  

①権力をふるう/ 学問に長けた/ 先見の明/ 頭角を表す  

②権勢の座にしがみつく/ 邪魔者/ 謀反を企てる  

②根も葉もない噂を言いふらす/ ③噂を真に受ける  

③濡れ衣を着せられる/ ④公職から退く  

⑤虚しく日々を過ごす/ 望みを果たす  

⑤彼に罪をなすりつける/ 疫病/ ⑥恨む/ たたり  

⑥同情を買う/ ⑦うしろめたい/ 薄気味悪い  

⑧溺れる者は藁をもつかむ/   



⑨南京錠/ 金網/ ⑩センター試験突破！/ 何々大学合格！  

⑪司法試験/ （入試科目の）理科、社会  

⑫追込み勉強/ ⑬参道/ 店から漂ってくる香ばしい匂い  

⑭受験シーズンの書入れ時/ ⑮目と鼻の先/ ⑯交差点  

⑯好奇心をそそる/ ⑰大軍/   

①尾根/ 放射状/ 幾重にも広がる/ ②ノロノロ運転/ 棚田  

②昔ながらの農家/ ③空き缶/ ペットボトル/ フキ  

③セリ/ ゼンマイ/ ㉑過疎地/ ㉒九州最古の木造建築  

㉒総ヒノキ造り/ ㉓急な岩肌/ 喜怒哀楽がはっきりしない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場韓国語で学ぶ日本③中四国解答 

松山 

①短い句の行間の意味をよみとる俳句  

②難病（不治の病）で他界した彼  

③滑稽に描いた、自伝的色合いの濃い小説「坊ちゃん」 

④肩の凝らない（固くない）内容 

⑤世の中のことに疎く（世間知らずで）、せっかち（短気）でどこかそそっかしいとこ

ろがある教師 

⑥あまのじゃくな坊ちゃんをとにかく溺愛する住込みのお手伝いさん 

⑦坊ちゃんの肩を持つのは度胸がすわっていて、どうなろうが当たってくだけろという

数学教師だ。 

⑧うわべ（外見）ばかり気にするくせに、気（肝）は小さく、世間体を気にする校長 

⑨汚い手（卑怯な手/ あの手この手）を使ってまで 

⑩教頭とともに芸者遊びをしたのが表ざたとなり、はじめはしらばくれていたが結局バ

レてしまった/ 尻尾をつかまれた美術教師など、 

⑪辞表を出して 

⑫八十八ヶ所霊場を時計回りに一周してお参りする世界でも類（例）のない巡礼の道だ。   

⑬白装束（はくえ）をきて笠をかぶり、杖を手にしたお遍路さんがお参りをしてから各

札所/ 霊場におかれている朱肉で朱印を押す光景  

⑭安らぎを与えてくれる町 

⑮情緒漂う古き良きものが姿を消し（影をひそめ）つつある昨今において、まれにみる

ことだ  

 

出雲 

①この世の始まりよりずっと前から 

②足をすすめるほどに、まるでギリシャに匹敵するほど（ギリシャ並み）の神々の国を

見つけることだろう。 

③ある穏やか/ のどかな日  

④女性たちであふれんばかりに混雑していた 

⑤縁結びの（運命の相手と赤い糸で結んでくれる）神 

⑥そのご利益にあやかろうと（おかげを被ろうと）して、生まれてこのかた男運が悪い

と思っている女性から、面白半分で来る女性まで 



⑦調べてみると 

⑧なんと 48メートル！ 

⑨天照大神に押されてばかりの大国主命は王としてあまりにも主体性が/ ふがいない 

⑩途方もなく荒唐無稽だ  

⑪自画自賛している  

⑫あえていうならば作り話である  

⑬ありえない/ なかったわけではない。 

⑭一時は忘れられていた高層神殿  

⑮野原で牛を追って絞った牛乳は、ここで生まれた筆者も子供のころよく飲んだものだ。 

⑯無人（小さな）駅の駅舎は神社の形で、縄をなって作ったしめ縄まで張ってある。 

⑰屋根の上についている木を×型に組んだ装飾    

⑱全線にかけて駅のニックネーム（別名）として神々の名がつけられていたりもする 

⑲ウグイスの鳴き声がよく聞こえ、  

⑳一両編成の下り列車にのり、駅員もいない無人駅をいくつも過ぎていったのだが、

所々でデジカメや一眼レフ、ビデオカメラなどを手にした男性をみた。  

㉑老人の割合が高いからか、列車は優先席が多く、車いすや松葉づえを使えるようにバ

リアフリーになっている。 

㉒すし詰め状態の大都市の電車と異なり、朴訥で口数の少ない老人と学生をのせてガタ

ゴトいいながら     

㉓桜の花が吹雪のように散ってしまった初夏には、田んぼが緑色で覆われ、アヤメ（菖

蒲）の花の下でアマガエル（青ガエル）たちが歌を歌っていた。 

㉔列車はすぐにでも停まるかのような徐行運転を始めた    

㉕螺旋状の橋  

㉖オタマジャクシやヤマメ、アユなどすいすい泳ぎ、川の下流の両岸にはアブラナ( 菜

の花) の黄色いじゅうたんが敷かれている。 

㉗谷川は深い緑色に染まり、夢かうつつかと思うほど神秘的でさえあった。 

㉘貴重な両生類、オオサンショウウオ 

㉙コラムニスト兼ジャーナリスト 

㉚心温まる/ 懐かしい気持ち 

 

萩 

①黒船が来航してから、激しい開港（開国）の圧力のなかで、 

②隙あらば襲おうと獲物を待っているのも知らず、 



③危うく危機を逃れた彼らは近代戦では日本に勝目がないことを遅ればせながら悟る

（知る）こととなった。 

④生真面目で「一にも二にも勉強」と、清貧な生活に甘んじていた。 

⑤ただの青白いインテリ（知識人）ではなく、太く短い生涯を送ることとなった。 

⑥「山林儒生」のように官位もない浪人（在野の）吉田松陰は、「郷校」に相当する官

立学校「藩校」とは異なる、時代を担う人材を輩出するためこの塾で教鞭をとった。 

⑦わずか 50平米ほどしかならない木造平屋建ての小さな塾だったが  

⑧「身を捨てても正しいことをする」壮絶な精神を受け継ぐための神社が静かに鎮座し

ている。 

⑨窯を開いた人物 

⑩陶磁器分野に携わる人 

⑪小さなひびが入っているのが特徴だ      

⑫水分と茶しぶが割れ目にしみこんで色が変わるのだ。 

⑬使いこむほど味が出るのが萩焼の特徴だ。 

⑭20万円はゆうにする高価な陶磁器 

⑮ただ緩衝材（プチプチ）で包むのではなく、大事に木箱にまで入れてくれた。 

⑯屋外博物館のような萩では何の変哲もない古民家の軒先にも血気盛んな往時の若者

たちの活躍する場面が見えるような気がする。      

⑰萩を訪れる醍醐味 

 

広島 

①原爆が落ち、焦土と化した広島で生き残った小学生ゲンと周りの人たちの生き方をま

ざまざと（リアルに）描いた漫画として 

②自叙伝 

③核兵器を廃絶しなけれならないという切なる願いとともに 

④次第に色あせないように 

⑤とうてい直視できないむごい惨状には、ぞっと身震いし/ 鳥肌が立ち、しばらく仕事

が手につかないほどだ。 

⑥あう人ごと血痕の付いたシャツを着、道端のレールはぐにゃぐにゃに曲がるほど熱く

なり、町中焦臭いにおいがした。 

⑦火が燃え移り 

⑧辛うじて（何とか）生き残った人たちも包帯をぐるぐる巻かれたままで、正気を失っ



てうつろな表情をしたり、悲しみ、苦しみに打ちひしがれたりした。 

⑨いばらの道 

⑩年端もいかぬ男の子がもっと小さな妹の世話をする場面もいじらしいが、飢えにさい

なまれ栄養失調で状態が悪化したその妹もなくなったということに胸が締め付けられ

（張り裂け）るようだ。 

⑪あまりに可哀そうで大粒の涙をこぼす読者も少なくない。 

⑫原爆症は後々まで尾を引き/ 長期化し、被ばくによる腫瘍のため母親に死なれても慰

謝料も出ず、また生活が苦しく高校進学も諦め、食べるため働きに出ねばならなかった。 

⑬嫌がらせを受け、縁談がまとまらず、お先真っ暗な生活のなかで泣き暮らす人もいて、

いたたまれないほどだ。 

⑭徴用の令状を受け 

⑮朝鮮人であることが知られると治療も受けられぬまま死んでしまう姿が描かれてい

て、これに良心の呵責を覚える日本人も多かった。 

⑯群衆につかまって虐殺される米軍の捕虜もでてきて、その陰惨な（むごい）光景に思

わず目をそむけてしまう。 

⑰反核、反戦感情が先に立つのだ。 

⑱臆病者とあざけられたゲンの父親 

⑲芽を出して何度も踏まれてたくましく生き残るのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語③中四国  氏名       
①行間の意味を読み取る/ ②難病で他界する  

③滑稽な/ ④肩の凝らない内容/ ⑤世間知らず  

⑤せっかち/ そそっかしい/ ⑥あまのじゃく  

⑥溺愛する/ 住み込みのお手伝いさん  

⑦肩を持つ/ 度胸の据わった/ 当たって砕けろ/   

⑧上辺を気にする/ 肝が小さい/ 世間体を気にする  

⑨汚い手を使う/ ⑩教頭/ しらをきる/ ばれる  

⑪辞表/ ⑫霊場/ 時計回り/ 例のない  

⑬笠をかぶり、杖を手にしたお遍路さん/ 朱肉/ 朱印  

⑭安らぎを与える/ 情緒漂う古き良きもの  

⑭影をひそめる昨今においてはまれに見ることだ  

①この世の始まり/ ②ギリシャに匹敵する/   

③穏やかな日/ ④女性で溢れんばかりに混雑する  

⑤縁結びの神/  

⑥ご利益にあやかる/ 生まれてこのかた 

 

⑥面白半分に/ ⑦調べてみると/ ⑧なんと 48ｍ！  

⑨主体性がない/ ⑩途方もなく荒唐無稽だ/   

⑪自画自賛する/ ⑫あえていうなら作り話だ  

⑮野原で牛を追う/ ⑯無人駅  

⑯縄をなう/ しめ縄をしめる/ ⑱全線  

⑲ウグイス/ ⑳下り列車/ 駅員/ デジカメ/ 一眼レフ/   



⑳ビデオカメラ/ ㉑優先席/ 車いす/ 松葉づえ/   

㉑バリアフリー/ ㉒すし詰め列車/ 朴訥で口数少ない  

㉒ガタゴト㉓吹雪/ あやめ/   

㉔すぐにでも停まるかのような徐行運転  

㉕螺旋状の橋/ ㉖オタマジャクシ/ ヤマメ/ アユ  

㉗両生類/ オオサンショウウオ/ ㉘夢かうつつか  

㉙コラムニスト/ ジャーナリスト/ ㉚温かい心  

①黒船が来航する/ 激しい開国の圧力/ ②隙あらば  

②獲物/ ③危うく危機を逃れる/ 勝ち目がない  

③遅ればせながら/ ④生真面目だ/ 一にも二にも勉強  

④清貧な生活に甘んじる/ ⑤青白いインテリ  

⑤太く短い生涯を送る/ ⑥官位のない浪人  

⑥藩校（十字前後の韓国語で説明）  

⑦平屋建て/ ⑧身を捨てても正しいことをする  

⑩陶磁器分野に携わる人/ ⑪ひびが入る  

⑫茶渋が割れ目にしみこむ/  

⑬使い込むほど味が出る 

 

⑭二十万円はゆうにする高価な陶磁器/ ⑮緩衝材  

⑯何の変哲もない古民家の軒先/ 血気盛んな  

⑰萩を訪れる醍醐味  

①原爆が落ち、焦土と化した広島/  

③核兵器を廃絶する 

 

④次第に色あせる/ ⑤到底直視できない/ むごい  



⑤ぞっとする/ 仕事が手につかぬ/   

⑥血痕のついたシャツ/ ぐにゃぐにゃに曲がる  

⑥町中焦げ臭いにおいがする/ ⑦火が燃え移る  

⑧かろうじて生き残った人々/ 包帯をぐるぐる巻く  

⑧正気を失いうつろな顔をする/ ⑨いばらの道  

⑩妹の世話をする場面がいじらしい/   

⑩飢えにさいなまれる/ 胸が締め付けられる  

⑪大粒の涙を流す/ ⑫腫瘍/ 慰謝料/ 生活が苦しい  

⑫食べるために働きに出る/ ⑬嫌がらせを受ける  

⑬縁談がまとまらぬ/ お先真っ暗な生活/ 泣き暮らす  

⑬いたたまれない/ ⑮朝鮮人であることが知られる  

⑮良心の呵責を覚える/ ⑯群衆に捕まる/ 捕虜  

⑯思わず目を背ける/ ⑱臆病者とあざけられる  

⑲芽を出して何度も踏まれる/ たくましく生き残る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓 国 語 で 学 ぶ 日 本 ④ 関 西 解 答 例 

日本初の都、飛鳥 

①聖徳太子がおば（父の妹）の推古天皇の代わりに政権を握り、太子が住んでいた法隆

寺から飛鳥まで道路を作ったが、  

②人徳のあった太子が世を去り、世継ぎの山背皇子は 

③このとんでもない/ ありえない事件 

④権力がないも同然の/ 内に等しい天皇の「復権」という大義名分を掲げ、飛鳥の宮廷

でわずか数名の手下を率いて蘇我氏を暗殺した。 

⑤支石墓のような形をした 

⑥巻き返しを果たした中大兄皇子 

⑦天皇を中心に内閣改造を断行した大化の改新 

 

奈良 

①名所旧跡が多く、京都と肩を並べる観光地   

②碁盤の目状に 

③巨大な台形屋根 （寄棟造）の本堂（大仏殿） 

④大仏はもともと金箔を施されていたが、後で重ね塗りしなかったため、今ではどっし

りした趣が感じられる。 

⑤唐草模様やラクダが描かれている螺鈿細工の琵琶  

⑥明かり/ ライトがいっせいに消え、ざわめいていた境内に梵鐘が響くや、燃えあがる

松明が夜空を燃やしてしまったかと思うと、続いて火の粉が滝のように降り注ぐこの法

会 

⑦小正月のネズミ追い行事 

⑧この日に野焼きをする訳は、雑草を焼くことで害虫の卵やネズミを駆除し、豊作にす

るという意味が込められているのだ。 

⑨ 米ぬかと小麦粉を練って焼き上げた鹿せんべい 

⑩待ってましたとばかりに十数匹のシカが押し寄せ、シカせんべいは瞬く（あっという）

間にたいらげられた。 

⑪写経する（経典を筆写本として書き写す）のに必要な墨を作る職人など, 寺を中心に

形成された門前町 

⑫瓦屋根と引き戸が目立つが、間口が狭く奥ゆきが深い/ 奥まっている（ウナギの寝床

になっている） 



⑬減税措置を受けることができるからだ。 

⑭降りかかる災難から救ってくれるというお守りだ   

⑮渋柿の葉でつつみ、発酵させた名物、柿の葉寿司を食べた。 

⑯女帝から寵愛を受け、天皇になるように裏で糸をひこう/ 陰謀を企てようとした。 

 

熊野 

①豊かな自然の中で培われた/ はぐくまれた信仰の地 

②ある残暑の厳しい日 

③不老長寿の薬 

④捕鯨法を教えたという逸話  

⑤ヒキガエルの形をした岩 

⑥険しい登り道で、道が急であればあるほどご利益があると思わなければやってられな

いほどだ。 

⑦気合いを入れ/ 引締め 

⑧シダ類が生い茂り、真昼間でも薄暗く、マムシやムカデが出没しそうだった。               

⑨のどが渇き水を飲んでいたところ、手の甲がしわくちゃの地元のお年寄りが登ってき

て「わしのようにお迎えが来そうな（棺桶に片足入れた）年寄でもこうしてピョンピョ

ン登るのに。」と言いながら駆けあがり、達者なお年寄りたちに驚きを隠せなかった。 

⑩人様はともかく、私は太ももからふくらはぎまでいたくなり、かかとやつま先にはま

め（たこ）ができた。 

⑪筆者はよくおいしいものにありつけるようで、山のようなごちそうが出て、尾頭付き

の焼き魚をがつがつ平らげた。 

⑫記憶が飛んでしまうほど 

⑬気分が悪かったが 

⑭救いようのない者 

⑮天皇を退いた上皇たちがしばしば参拝した。 

⑯三叉路を右折し 

⑰年輪を重ねた杉の切り株 

⑱ホトトギスとアブラゼミの鳴き声を聞きながら、 杉の木がこんもりと生えた原生林

の中で苔むした石段を歩く。 

⑲少し拍子抜けした。 

⑳けがれをはらって（清めて）くれるようなこの滝の最もきれいな見方は塔越しにみる



ことだ。 

㉑今年は男性の一生のうち、災いを受けやすいという「厄年」の 42 歳なので、筆者も

しきたりに従い厄除けをしてもらった。 

㉒信仰深い巡礼者ではないのだが長年の願いも果たせてすっきりした。 

 

神戸 

①あちこちに交通の便が良い要所 

②他の町では滅多に見られないユダヤ教会や厳かなイスラム（回教）寺院、極彩色の関

帝廟と、宗教施設ならなんでもそろう。 

③「神よ、我々を許したまえ。」など、教会で祈っている人たち 

④豆を焙煎していれてくれる店でアメリカンを飲む  

⑤菓子の形もさることながら、味も最高（おどろくほど）で、味にうるさい（舌の肥え

た）人たちにも大評判だ（好評をはくしている、受けが良い）。 

⑥酢豚、八宝菜、春雨といった大衆料理、肉まん、春巻のような軽食/ 点心まで、 

 

大阪人 

①グラウンドを駆け回る東京の強豪ジャイアンツ 

②阪神の挽回を期して、阪神グッズで飾り 

③役人がなんぼのもんじゃ？とあてこするように言い、 

④大阪弁をはばかりなく使う人たち 

⑤調子に乗りすぎに見えるかもしれないが 

⑥顧客第一の創意工夫 

⑦食事をきつねうどんだけで済ます場合 

⑧お客様は神様 

⑨定食（600 円）を頼んで支払おうとする客に、おばさんは「600 万円です！」とニコ

ニコしながら言った。 

⑩「最近は円高やし、500万にしてんか、ってなんでやねん！」と冗談で返した。 

⑪とりあえずはぼけてから突っ込むコミュニケーションスタイル 

⑫オチをはずしたり（ギャグがすべったり）すると、相手もどう突っ込んでよいかわか

らない。 

⑬臨機応変に気の利いた冗談をいい、面白可笑しく受け答え/ やりとりしつつ 

 

 



鶴橋 

①「もうかりまっか？」「ぼちぼちでんなあ。」 

②豹柄の服で飾り立てた、悪趣味な服装で押しつけがましい独特な大阪弁で話す、あく

の強い人たち 

③鶴橋は在日韓国人たちにとって「首都」的存在だ/ 首都のようなものだ。 

④キムチの匂いがプーンとただよってき、煙が目に染みる。 

⑤全長 2 キロになるこの商店街もひところはスラム化していたが、ぬくもりがあり、時

間がとまったような懐かしい/ ノスタルジックな感じがし、安いホルモン焼屋や大衆食

堂などが立ち並ぶ。 

⑥小さな食料品店や、服の修繕や仕立ての店、食堂などがたちならんで、なぜか心温ま

り（心が和み）、 

⑦解放（終戦）直後何もない焼野原になったこの一帯に闇市が立ち、色々なものがここ

に集まり始めたのがこの市場の始まりだ。 

⑧憂さ晴らしにいっぱいやっているうちに酔いつぶれてしまった/ 泥酔したおじさんた

ちのあつまる酒場 

⑨飾り気の（気取ら）ないレトロな雰囲気 

⑩浅漬けをつけていたおばさん 

⑪朝鮮総連が運営する学校で習った朝鮮語や日本の標準語はいかにも慣れておらず/ た

どたどしく/ ぎこちなく 

⑫「鄭潤吉」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本④関西  氏名       
1 ①道路を作る/ ②世継ぎ/ ③とんでもない  

④ないも同然だ/ ⑤支石墓/ ⑥巻き返し/ ⑦内閣改造  

①名所旧跡/ 京都と肩を並べる/ ②碁盤の目状  

③台形/ 本堂/ ④金箔を施す/ 重ね塗りする  

④どっしりとした趣/ ⑤唐草模様/ 螺鈿細工の琵琶  

⑥ライトが一斉に消える/ ざわめく/ 梵鐘が響く  

⑥松明/ 火の粉/ 法会/ ⑦小正月のねずみ追い行事  

⑧ネズミを駆除する/ ⑨米ぬか/ 練って焼き上げる  

⑩待ってましたとばかりに/ 押し寄せる/    

⑪門前町（10字前後の韓国語で）  

⑫ウナギの寝床（20字前後の韓国語で）  

⑬減税措置を受け/ ⑭降りかかる災い/ ⑮渋柿⑯寵愛  

②残暑の厳しいある日/ ③不老長寿の薬/ ④捕鯨  

⑤ヒキガエル/ ⑥厳しい登り道/ ご利益がある  

⑦気を引き締める/ ⑧シダ植物/ 真昼間でも薄暗い  

⑧マムシ/ ムカデ/ ⑨のどが渇く/ 手の甲/   

⑨しわくちゃ/ お迎えが近い/ ぴょんぴょん  

⑨達者なお年寄りたちに驚きを隠せない  

⑩人様はともかく/ 太もも/ ふくらはぎ/ かかと  

⑩つま先にまめができ/ ⑪うまいものにありつける  



⑪山のようなごちそう/ 尾頭付きの焼き魚  

⑪がつがつ平らげる/ ⑫記憶が飛ぶほど（飲む）  

⑬（飲み過ぎで）気分が悪い/ ⑭救いようのない者  

⑮天皇を退く/ ⑯三叉路を右折する  

⑰年輪を重ねた杉の切株/ ⑱ホトトギス/ アブラゼミ  

⑱杉がこんもりと生えた原生林/ 苔むした石段  

⑲拍子抜けする/ ⑳穢れを祓う/ 塔越しに見る  

㉑厄年（20字前後の韓国語で説明） 

 

 

㉑しきたりにしたがい厄除けしてもらう。  

㉒信仰深い/ 長年の願いも果たせすっきりした  

①あちこちに交通の便が良い（成語）/ 要所/   

②めったに見られないユダヤ教会/ 厳かな寺院  

②宗教施設なら何でもそろう/ ③我々を許したまえ  

⑤形もさることながら味も驚くほどだ。  

⑤味にうるさい人たちにも大評判だ/ ⑥酢豚/ 春雨  

⑥肉まん、春巻きのような軽食  

①グラウンドを駆け回る/ 強豪/ ②挽回を期する  

②阪神グッズ/ ③役人がなんぼのもんじゃ/   

③当てこすりに言う/ ④お高く留まる人/ 憚りなく  

⑥顧客第一/ 創意工夫/ ⑦きつねうどんだけで済ます  

⑧お客様は神様/ ⑨にこにこ/ ⑩冗談で返す  



⑪とりあえずボケてからつっこむ  

⑫ギャグがすべる/ ⑬臨機応変/ 気の利いた冗談  

①もうかりまっか/ ぼちぼちでんなあ/ ②豹柄の服  

②飾り立てる/ 悪趣味な服装/ 押しつけがましい/   

②あくの強い人/ ②首都的存在/ ③ぷーんと漂う  

③煙が目に染みる/ ④全長 2 キロ/ スラム化/   

④ぬくもりがある/ 時間が止まったような懐かしさ  

④ホルモン焼き/ ⑤食料品店/ 服の修繕/ 服の仕立て  

⑤心温まる/ ⑥闇市/ ⑦憂さ晴らしに一杯やる  

⑦酔いつぶれる/ ⑧飾り気のないレトロな雰囲気  

⑨浅漬け/ ⑩標準語が不自然だ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓 国 語 で 学 ぶ 日 本 ⑤ 京 都 解 答 例 

京都―天皇と貴族と舞妓の町 

①官女たちの気をひく（誘う、アプローチする）ときも、まずはこの上なくせつない男

女間の想いを表す短歌を贈った。 

②恋愛の遍歴など想像すらできぬほど困窮した生活からのがれ、田舎にこもって浮世か

ら離れ（逃れ）たいという厭世的な作品 

③カゲロウのようなはかない人生や「驕れる者も久しからず」的な貴族や武士の栄枯盛

衰をテーマとした退廃的な作品など、そのテーマは深く尽きない。 

④侘びしい趣が涼しい秋の入口に差し掛かった季節にふさわしいかもしれない。 

⑤正月には一人が歌の上の句を詠み、その他の人たちは下の句が書かれた札をとるカー

ドゲーム 

⑥当たらずといえども遠からずだ。 

⑦風水地理的に最高の場所である御所は歴代の天皇が宮殿として使ったところではあ

るが、代々骨肉相争う舞台にもなった。  

⑧即位の礼や将軍たちが天皇に謁見するとき 

⑨慶福宮のシンボルカラーの丹青模様 

⑩ 控え目（地味）な簡素さという特徴 

⑪電柱などは一切ない石畳の道を、着物姿の舞妓が歩く姿は実にあでやかだ。 

⑫ふっくら、またはほっそりした顔にはもちろん、襟足（うなじ）にまでおしろいをぬ

った、清楚でしとやかな彼女らは撫子の花にもたとえられる。 

⑬大盤振る舞いで（大枚をはたいて）一席設けるときに彼女らを呼んで豪遊し、 

⑭変身願望を満たすため 

⑮古みを帯びた美しさ 

⑯「ピリオド」ではなく「コンマ」 

 

京都流コミュニケーション 

①言いたいことがあればいわないと分かってもらえないというコミュニケーションの

仕方は通用せず、相手の気持ちを察しようとする心が必要なのだ。 

②借りてきた猫のように本音を言わないことがキーポイントだ。 

③異なる意見に対してきっぱりと主張すると相手もメンツを失うこともあるから、 

④ご飯の上に海苔や佃煮、焼き鮭などを載せ、緑茶をかけた家庭料理で、韓国のスンニ

ュンのようなものだ。 



⑤一席設ける際、「高嶺の花」と思っていた芸妓が愛嬌をふりまいているからといって 

⑥空気を読んで 

⑦それとなく顔をしかめて「変な人もいたものね」 

⑧ 5 W 1 H
ゴダブリュイチエイチ

はタブーなのだ。 

⑨訳が分からないとか、皮肉に聞こえるとかいう人たち 

⑩戦乱に敗れた天皇を島流しにしたり、権力を握った将軍が天皇の首をすげかえたり、

下級貴族が藤原氏に足を引っ張られ、痛くもない腹を探られて地方に左遷されたりする

など、 

⑪口は災いのもと/ 下手なことを口にするな 

⑫故事成語でいえば「和して同ぜず」 

 

京都お寺巡り 

①四捨五入すると約二千の神社仏閣があるということになる。 

②観光客たちがカシャカシャ写真を撮る寺が、黄金色に輝く姿をほこる三階建の迎賓館

の金閣だ。 

③賛辞を惜しまなかったといい、国威発揚の意味もあった。 

④自由に出入りできる。 

⑤思い切って決断すること 

⑥清水をのもうと列に並ぶ観光客 

⑦安産を願う人たち 

⑧切っても切れない縁 

⑨湯水のように金を使い贅沢三昧だった将軍たちも困窮し 

⑩黒い岩と白い砂だけを組み合わせて立体的に山水を表した簡素な庭園様式 

⑪「土足禁止」 

⑫袈裟を身に着け、手に数珠をかけた住職が、靴を一足ずつ下駄箱にそろえていれてお

くようにおっしゃった。 

⑬自分に厳しい禅の精神 

⑭川の水がくねくね流れる様子を模した砂地に人手が加わらない自然そのままの岩が、

まるで飛び石のように横切っている。 

⑮ひっそりと流れる川のようで、見ているだけで悟りそうな雰囲気 

⑯チャンバラ（果たし合いや大立ち回り）など、時代劇のロケによく使われる撮影スタ

ジオ 



⑰進んだ養蚕技術 

⑱からむしで機織りをする技術 

⑲信ぴょう性に乏しいという人もいるが、京都は多かれ少なかれ彼らの影響を受けて 

⑳カイコを祭る神社 

㉑まるで瓜二つの姿かたち 

㉒ややうつむいた顔で、右手をほほに軽く（そっと）あて、物思いにふける姿が神々し

いオーラを放っている  

㉓伝統文化が凝縮されている京都なので観光用アプリを使って名所旧跡巡りをしても   

 

応仁の乱 

①権力を握ろうと企む大名 

②羽振りよく大儲けしていた金持ちたちが独り占めしていた金銀財宝 

③些細なことが大問題になるように 

④こうした局面に 

⑤上洛し、新しい将軍の地位にのしあがろうとした。 

⑥飛ぶ鳥を落とす勢い 

 

京の伝統工芸 

①宮内庁御用達 

②よろいかぶとに馬の鞍 

③金糸や銀糸を入れて織った高級な絹織物ができ、それをぜいたくに使った着物やその

上にまく帯などもある。 

④暑さをしのぐ夏用の扇子 

⑤あの平べったい団扇を畳んで小さくしようと思いついたものはだれもいなかった。 

⑥職人技を駆使した工芸品を数えあげればきりがない 。 

⑦境内の空き地で開かれる骨董市場 

⑧出店（露店）や占いの館まであり、それこそ「門前市をなして」/ 客であふれている。 

⑨かごにざる、キセルなどの竹細工、アシで作ったすだれにヒョウタンなど、天然素材

を使った伝統工芸がところ狭しと並んでいる。 

⑩やや高価なのが玉にきずだが、「安物買いの銭失い（安かろう悪かろう）」という言

葉もあるので悩みの種である。 

⑪過剰包装もなく、他の国の市場のような押し売りもない。 

⑫つげの木で作った櫛とかんざし、そして耳かきを買ったところ、店のお姉さんが「お



おきに、またおこしやす」と京言葉で答えてくれた。 

 

尹東柱と京都 

①敬虔なクリスチャン詩人であった尹東柱がその余りに短い生を終える前に青春を謳

歌し、作品を書いたところが京都だったのだ。 

②要注意人物として烙印を押され独立運動の疑いで逮捕された 

③享年 27歳で獄死した。 

④目頭を熱くする理由 

⑤法の網をくぐってわざわざ危険を冒して詩を書いた尹東柱 

⑥醜く暗い現実の中にあっても、それから目をそらさず（見てみぬふりせず）、清らか

で明るい心で立ち向かおうという意気込み（気概）が生徒の心に響くのである。 

⑦ありのままの自分自身を表現したいという気持ちが共感したと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑤京都 単語表現帳 氏名       
①官女たちの気をひく/ 切ない/ ②想像すらできぬ  

②困窮した生活から逃れる/ 田舎にこもる/ 厭世的  

③カゲロウ/ はかない人生/ 驕れる者も久しからず  

③栄枯盛衰/ 退廃的/ テーマが深く尽きない  

⑤百人一首（40字前後の韓国語で説明せよ） 

 

 

⑥当たらずといえど遠からず/ ⑦風水上最高の場所  

⑦骨肉の争い/ ⑧天皇に謁見する/ ⑨シンボルカラー  

⑩地味/ ⑪電柱/ 石畳/ あでやかだ/ ⑫ふっくらした顔  

⑫ほっそりした顔/ 襟足にまでおしろいを塗る  

⑫清楚でしとやかだ/ 撫子/ ⑬大枚はたき一席設ける  

⑭変身願望を満たす/ ⑮古みを帯びた美しさ  

⑯ピリオド/ コンマ/ ⑰言わねば分かってもらえない  

⑱察し/ ⑲異なる意見/ 相手のメンツをつぶす  

⑳お茶漬け（40字前後の韓国語で説明せよ） 

 

 

 

㉑一席設ける/ 高嶺の花/ 愛嬌をふりまく  

㉒空気を読む/ ㉓それとなく顔をしかめる  

㉓変った人もいたものだ/ ㉔5W1H/タブー/   

㉕訳がわからぬ/ 皮肉に聞こえる/ ㉖戦乱に敗れる  

㉖天皇を島流しにする/ 天皇の首をすげかえる  



㉖痛くもない腹を探られる/ ㉗口は災いのもと  

㉘故事成語/ 和して同ぜず/   

①四捨五入/ ②カシャカシャ写真を撮る/ 金色に輝く  

③賛辞を惜しまぬ/ 国威発揚/ ④出入りする  

⑤思い切って決断する/ ⑥清水を飲もうと列に並ぶ  

⑦安産/ ⑧切っても切れぬ縁/    

⑨金を湯水のように使う/ 贅沢三昧だ  

⑩枯山水庭園（30字前後の韓国語で説明せよ） 

 

 

 

⑪土足禁止/ ⑫袈裟/ 数珠/ 住職/ （靴）一足  

⑫下駄箱にそろえて入れる/ ⑬自分に厳しい  

⑭人手が加わる/ 飛び石のように横切る/ ⑮ひっそり  

⑮悟る/ ⑯チャンバラ/ 時代劇/ ロケ/ スタジオ  

⑰養蚕/ ⑱機を織る/ ⑲信ぴょう性に乏しい  

⑲多かれ少なかれ/ ⑳カイコ/ ㉑瓜二つの姿形  

㉒ややうつむいた顔/ ほほに軽くあてる/   

㉒物思いにふける/ 神々
こうごう

しいオーラを放つ 
 

㉓凝縮/ アプリ/ 名所旧跡めぐり/   

①権力を握ろうとたくらむ大名/  

②羽振りよく大儲けする 

 

④局面/ ⑤上洛する/ 将軍の地位にのし上がる  

⑥飛ぶ鳥を落とす勢い  



①宮内庁御用達/ ②よろい/ かぶと/ 馬の鞍  

③金糸/ 絹織物をぜいたくに使う/ 帯をまく  

④暑さをしのぐ/ ⑤平たい団扇を畳み小さくする  

⑦空き地/ 骨董市場/ ⑧露店/ 占いの館/ 門前市を成す  

⑨かご/ ざる/ きせる/ 竹細工/ アシ  

⑨すだれ/ ひょうたん/ 所狭しと並ぶ/ ⑩玉にきず  

⑩安かろう悪かろう/ ⑪過剰包装/ 押し売り/   

⑫つげの木/ 櫛/ かんざし/ 耳かき/ 京言葉でこたえる  

①敬虔な/ 謳歌する/ ②要注意人物/ 烙印を押される  

②独立運動の疑い/ ③享年/ 獄死/ ④目頭を熱くする  

⑤法の網をくぐる/ 危険を冒す/ ⑥醜く暗い現実  

⑥見て見ぬ振りする/ 立ち向かおうとする気概  

⑦ありのままの自分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ地理⑥中部解答 
軽井沢 

①そよ風がふき春の息吹が感じられる季節 

②有機農法で作った/ オーガニックの野菜を食べ、スポーツやヨガをするなどロハス的/

健康志向の生活を送る避暑客 

③ピーピーさえずる鳥など、手つかずの自然の中でキャンプする客もいる。 

④寝付けない（寝苦しい）日々 

⑤すやすや眠れることだろう。 

⑥雑木林や草むら 

⑦霜が降りたり樹氷になる季節なら、アイススケートをしたりスキーをしたりする人も

多い。 

⑧旅館が集まる宿場町として栄えた。 

⑨桑畑 

⑩日本政府が招へいしたお雇い外国人たち 

⑪ロマンティックな軽井沢に憧れて 

⑫庶民たちには「高貴なお方（お偉いさん）」だけが行くという、以前は敷居の高かっ

た別荘地 

⑬ポプラとモミノキ、シラカバ等 

⑭朝もやの中、どこからか郭公の鳴き声やキツツキの音が聞こえてきた。 

⑮ツタの絡まるブナの木にとまっているアゲハ蝶。それを襲おうとねらっているカマキ

リ。巣から顔を出すミツバチやスズメバチ。くもの巣にかかったテントウムシ。あちこ

ちではねまわるリス。そして空を飛ぶ鷹など。             

⑯日帰りで帰る女性たち 

 

金沢 

①豪雪地帯にもかかわらずコメの生産量/ 石高百万石 

②染物に織物など、本場京都も顔負けな（しのぐ/ ひけをとらぬ）ほどの水準 

③初雪がちらつくある日、牡丹雪で雪化粧した（白く覆われた）金沢を訪れた 

④生け垣を刈り込み（手入れし）、くねくね曲がった水路と築山を配置した兼六園 

⑤風炉に置かれた釜から吹き出る湯の沸く音が室内にしんしんと響いた。 

⑥落ち着いた話しぶり/ 口調でいう。 

⑦床/ 座敷より若干高くした客間の床の間にかける掛け軸 

⑧行き届いた（きめ細やかな）サービス/ おもてなしで知られる料亭 

⑨私に恭しく（丁重に）深々とお辞儀し挨拶する。 

⑩女将はただおしとやかでかいがいしいだけでなく 



⑪障子にはガラスがはめられており、 

⑫雰囲気に合わせて作られた部屋で、まず温かいおしぼりで手をふいた。 

⑬コリコリした歯触りの（噛みごたえある）ナマコや赤貝、コハダの酢漬け、揚げ出し

豆腐、クズの根、春菊など、旬の食材をあしらった料理はなかなか食べごたえがある。 

⑭真心を込めた味と細やかなもりつけ 

⑮米どころだけに、白いご飯とこくのある酒がうまいのは言うまでもない。 

⑯塗り物と鮮やかな色の焼き物などが一つになってごちそうを一層引き立てる。   

⑰ロクロで形作り、素焼きと絵付けにいたるまで、すべて手作業で、 

⑱赤、朱、黄、緑、青、紺、紫の虹色を大胆に使うのが特徴 

⑲もうじき枝に綿雪がつもり、軒先にたくさんのつららがずらりと（鈴なりに）ぶら下

がる本格的な冬を迎える。 

⑳寒くて指（手）がかじかむが 

 

佐渡 

①トキ 

②大物をつろう（仕留めよう）と釣りざおに浮き、餌、網など入ったカバンを担ぐ釣り

人たち 

③アジやキスなど、グイッあたり（引き）がしょっちゅうくるだけでなく 

④磯ではサザエ、アワビなどの貝類 

⑤大漁/ 入れ食い 

⑥引潮になるとアサリやハマグリなどの潮干狩りもできる。 

⑦ハマナス、ユリ 

⑧手のひらで直接打ちならす鼓や笛などに合わせて演ずる仮面劇 

⑨お金もかかり、富裕層だけが鑑賞する舞台芸術の集大成 

⑩シネコン 

⑪権力闘争に敗れて都落ちした貴族たちが、ここに島流しにあったので、 

⑫ 第一土曜日 

⑬役者たちも所詮（どうせ）亜流（まねごと）の域を出ないなどと侮ってはならない 

⑭プロから太鼓判を押される（お墨付きな）ほどうまいのだ。 

⑮まつげや親指まで、生き生きとあやつり人形を動かす彼らはプロにも引けを取らない

（プロ顔負けだ）。   

⑯名もなき罪人（囚人）たち 

⑰坑内から湧き出た水をくみ出すなど、過酷な作業 

⑱1989年に閉山したが、 

⑲金の露天掘りの跡 

 



富士登山準備編 

①「牛にひかれて善光寺参り( 旅は道連れ) 」 

②リュックにはコンパス（方位磁石）、ステンレス製マグカップ、懐中電灯に下痢止、

のど飴など準備万端だ。 

③曇り時々雨 

④しあさってまで待てば 

⑤荷物を背負い照り付ける（灼熱の）太陽のもと、猛暑の東京を抜け出し 

⑥四十名ほどの参加者のなかには富士山を制覇しようとバイク便でバイト代をためて

来日した南アの大学生や、八十歳のお年寄りまでいて、 

⑦絶好の登山日和で 駐車場に停める場所もないほど登山客が多く、私はこの人混みを

ぬけだし、まず手荷物預かり所で荷物を預けた。 

⑧丸首の T シャツのうえにダウンジャケットをきて、 

⑨つま先から足首、くるぶしまで覆う登山靴 

⑩タフ/ 屈強な/ たくましい感じの 20代男性ガイド 

⑪エイエイオー！と叫んでから 

⑫通信が途切れ/ 圏外になった 

⑬小道で懸命に/ けなげに咲く花を横目に、 

⑭「ポイ捨て禁止」 

⑮「かくれんぼ」 

⑯雨雲一つない快晴で、うっすらと山小屋が見えるほどだ。 

⑰その程度なら朝飯前だと思ったが、結果的にそれも早合点（思い込み/ 取らぬ狸の皮

算用/ あまく見ていた）にすぎなかった。 

⑱私は裂きイカを食べながら 

⑲横（脇）腹が多少痛くなってきたが、まだ足取りは軽快そのものだった。 

⑳濃霧注意報はなかったが急に山のふもとを霧が覆い始め、息を切らして（あえぎあ

えぎ）道を急いだ。 

㉑ぎゅうぎゅうづめの部屋にごろ寝（雑魚寝）せねばならず、私は発泡スチロールの

マットの上で毛布をかけて、腕時計も外さないまま寝た。 

㉒熟睡できぬまま寝ぼけ眼で 

㉓みんな目にクマができていた。 

㉔寒くて歯ががちがちふるえ、吐く息が白く見えるほどだった。 

㉕忘れ物（落し物）がないように再確認してから、気合を入れて（気を引き締めて） 

 

富士登山高山病編 

①晴れのち曇り 

②花も草も消え、また「急いては事をし損ずる」というが、もともと鳥目だった私は足



元がよく見えず、溶岩と砂利に足を取られた。 

③足もむくんでいた。 

④弱り目に祟り目（泣き面に蜂）で、一リットルもあった水も底をつき、ついには後れ

を取りはじめた。 

⑤意地になり歯を食いしばって登ろうとしたが、目がかすみ、まぶたもぷっくりはれ

ていたので目薬をさしてウェットティシュで顔を拭いた。 

⑥すたすた（大股に）歩く同行者の足手まとい（お荷物）になりたくなかったので 

⑦ふらふらめまいがしながら 

⑧消印を押した絵ハガキ 

⑨風がビュービュー吹いてきて汗がひきはじめると同時に寒気がしだし、「ハックショ

ン！」と立て続けにくしゃみをした。 

⑩いやはや、カップラーメン一つ 900円とは吹っかけられ（ぼったくられ）ているよう

で腹が立ったが、送料も含まれていると自分を納得させた。 

⑪まぶしい日の光が暗闇を突き破って、日が登り始めた 

⑫はっとする/ 目が覚めるようなそのご来光にジーンときた。 

⑬ハイタッチしたりしていた。 

⑭ひとかた（なみなみ）ならぬ感激を受け  

⑮朝露が消える前に我々は気を取り直し 

⑯太陽がかんかん（ジリジリ）と照り付け、空気の薄い山頂にいたため、数分後、後頭

部もずきずきと痛くなり、疲労が極限（極度）に達し、吐き気までしてきた。 

⑰しかも船酔いのように気分が悪くなり、息切れがし、汗がとめどなく流れだした。 

⑱ あれこれ考える暇もなく、下山したほうが良いと思って、猛スピードで転がるよう

に山頂をあとにして下りてきた。 

⑲山の天気は変わりやすいとはいうが、新宿に戻るバスにのるやいなや空が荒れ模様

になり、雨がざあざあ降り始めた。 

⑳写真写りがいい（写真映えする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑥中部 単語表現帳  氏名       
①そよ風/ 春の息吹/ ②ロハス的生活/ ③手つかずの自然  

③キャンプ客/ ④寝付けない日々/ ⑤すやすや眠る/   

⑥草むら/ ⑦霜が降りる/ 樹氷/ スキーをする  

⑧宿場町として栄えた  

⑨桑畑/ ⑩招聘/ お雇い外国人  

⑫お偉いさん/ 敷居が高い/ ⑬ポプラ/ モミの木/ 白樺  

⑭朝もや/ カッコウ/ キツツキ/ ⑮ツタの絡まるブナの木  

⑮アゲハチョウ/ カマキリ/ 蜂の巣/ ミツバチ/ スズメバ

チ 

 

⑮クモの巣/ テントウムシ/ リス/ タカ⑯日帰り  

①豪雪地帯/ 百万石/ ②織物/ 京都も顔負けの水準  

③初雪がちらつく/ 牡丹雪で薄化粧した金沢  

④生垣を刈り込む/ 築山/ ⑤風炉/ ⑥落ち着いた話しぶり  

⑦床の間（20字前後の韓国語で説明） 

 

 

 

⑧行き届いたサービス/ ⑨私に恭しく深々とお辞儀した  

⑩女将/ おしとやか/ かいがいしい/ ⑫おしぼり  

⑬こりこりした歯触りのナマコ/ 赤貝/ コハダの酢漬け  

⑭真心込めた味/ ⑮米所/ コクのある酒/ 言うまでもなく  

⑯塗り物/ 焼き物/ ごちそうを一層引き立てる  

⑰ろくろ/ 素焼き/ 絵付け/ 手作業/ ⑲もうじき  



⑲軒先につららがずらりとぶら下がる/ ⑳手がかじかむ  

①トキ/ ②大物をつる/ 釣竿/ 浮き/ （釣り用の）餌  

③アジ/ キス（魚）/ 引きがある/ ④磯/ サザエ  

④アワビ/ ⑤入れ食い/ ⑥引き潮/ アサリ/ ハマグリ  

⑦ハマナス/ ユリ/ ⑧つづみ  

⑨金がかかる/ 舞台芸術の集大成/ ⑩シネコン  

⑪権力闘争に敗れる/ 都落ちした貴族/ 島流し  

⑫第一土曜日/ ⑬役者/ どうせ真似事の域を出ない/ 侮る  

⑭プロから太鼓判を押される/ 素人離れした/ ⑮まつげ  

⑮生き生きと操り人形を動かす/ プロ顔負けだ  

⑯罪人/ 過酷な/ ⑱閉山/ ⑲金の露天掘りの跡  

①旅は道連れ/ ②方位磁石/ ステンレス/ マグカップ  

②懐中電灯/ 下痢止め/ のど飴/ ③曇り時々雨  

④しあさって/ ⑤灼熱の/ 猛暑/ ⑥制覇/ バイク便  

⑥バイト代/ 南ア/ 八十歳/ ⑦絶好の登山日和/ 人ごみ  

⑦手荷物預かり所/ ⑧ダウンジャケット/ ⑨つま先  

⑨足首/ くるぶし/ ⑪エイエイオー！/ ⑫圏外になる  

⑬小道/ ⑭ポイ捨て禁止/ ⑮かくれんぼ/ ⑯うっすらと  

⑯山小屋/ ⑰朝飯前/ とらぬ狸の皮算用/ ⑱裂きイカ  

⑲横腹/ 足取りは軽快そのものだ/ ⑳濃霧注意報/   

⑳あえぎあえぎ/ ㉑蛇口/ ㉒ぎゅうぎゅう詰め/ 雑魚寝  



㉒発泡スチロール/ 腕時計をはずす/ ㉓熟睡/ 寝ぼけ眼で  

㉔クマができる/ ㉕歯ががちがちふるえる/ ㉖落し物  

㉖気を引き締めて  

①晴れのち曇り/ ②急いては事をし損ずる/ 鳥目/   

②砂利に足を取られる/ ③足がむくむ/ ④泣き面に蜂  

④底をつく/ 後れを取る/ ⑤意地になる/ 歯を食いしばる  

⑤目がかすむ/ まぶたがぷっくり腫れる/ 目薬をさす  

⑤ウェットティッシュ/ ⑥すたすた歩く/ 足手まとい  

⑦ふらふらする状態/ ⑧消印/ ⑨風がビュービュー吹く  

⑨汗が引く/ 寒気がする/ はっくしょん！⑩いやはや  

⑩カップラーメン/ 吹っかけられる/ 送料/ ⑪日が登る  

⑫はっとするようなご来光にジーンときた。  

⑬ハイタッチ/ ⑭ひとかたならぬ感激/ ⑮朝露が消える/   

⑮気を取り直す/ ⑯日差しがじりじり照り付ける  

⑯後頭部がずきずきと痛くなる/ 疲労が極限に達する  

⑯吐き気がする/ ⑰船酔いのように気持ち悪くなる  

⑰息切れする/ ⑱あれこれ考える暇もない⑱猛スピード

で 

 

⑲空模様が崩れる/ ⑳写真写りがいい  

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本⑦東京 
永田町・霞が関 

①青瓦台（大統領府）に相当する首相官邸があるため、機動隊の姿もよく見られる。 

②国務大臣からなるが 

③大統領選のような直接選挙制で選ばれた大統領 

④政界を思うままにする（意のままにする/ ほしいままにする・牛耳る）ことはできず、

政局の浮き沈みが激しい。 

⑤総選挙で選ばれた国会議員 

⑥与野党勢力ともに時には裏工作（根回し）をしつつ、はなはだしくは秘密資金即ち裏

金を使ってでも勢力を広げ、またそのポストを守るため 

⑦最高裁と 2300万冊の膨大な書籍を閲覧できる国会図書館 

⑧それぞれ外務省（+経済産業省）、文部科学省、厚生労働省、財務省などにあたる中央

省庁が集まる地区で、 

⑨平均倍率 20倍以上の狭き門を通った優秀なエリートたち 

⑩七三分けにして背広を着、アタッシュ/ ブリーフケースをもち、判で押したような決

まり文句ばかり言う生真面目な人物 

⑪混迷する/ あわただしい政局 

⑫猫の手も借りたい/ 体がいくつあっても足りないほど忙しく仕事をする官僚たち 

⑬既成の座にあぐらをかき（居座り）、各省庁の管轄する業務内のことに関して上司の

指示のみ仰いでおけば親方日の丸でそれ相応の報酬を得られるという、いわゆる「役人

根性/ お役所仕事」 

 

神田神保町 

①古今東西の古本 

②suica/pasmoを購入し、五千円分チャージしてから 

③貪欲に学問を追求し、修士および博士号を取って大学の非常勤講師をしている金先生

（匿名）の案内で、 

④先生は、ただ象牙の塔にこもる（浮世離れした）「インチキ/ えせ文化人」ではなく、

フィールドワーク/ 実地調査を通して社会の実態を研究する社会学者だ。 

⑤本の虫たちが読み終えた本を持ち、 

⑥出版市場は先細り（下り坂）だ 

⑦色街/ 花柳界の女性や芝居の役者、名所の風景などを題材として描いた江戸時代の浮

世絵 

⑧演劇の脚本/ シナリオやパンフレットなどがそろっていて、 

⑨李朝のころ書かれた限定本「東医宝鑑」 



⑩医学書等、アカデミックで硬い文章の専門書は勿論、占い、育児書に至るまで 

⑪ずっと探しまわったが手に入らなかった本 

⑫雨宿りするため 

⑬天井にはシャンデリア、フロアには四人がけの座席があり、冬にはストーブもおかれ、 

⑭本棚に囲まれた書斎のような喫茶店の古びたテーブルの上に置かれた読みかけの文

庫本をおぼろげに照らす照明がとてもレトロだ。 

⑮角砂糖を入れてウィンナーコーヒーを飲み、ガーリックトーストを食べた。 

⑯歴史のある居心地の良いその喫茶店で買ったばかりの古本を読みふけり、しばし感慨

にふける/ ひたるのもまた格別な楽しみだろう。 

⑰ピカピカつやを放つエレキギターがぎっしり並んだ楽器専門店 

⑱試しに木琴やシンバルなどをたたいてみる人 

⑲スキューバダイビングやサーフィン、ロック/ スポーツクライミング、アイススケー

ト 

⑳昔も今も敬虔な信者だけでなく、みんなの心に安らぎをあたえてくれる。 

㉑ぶらぶら（当てもなく）歩いてみると 

㉒甘辛い大学芋を売るお菓子屋がある。 

㉓ゼミを終えた大学生たち 

 

お台場 

①ローマは一日にしてならず。 

②「攘夷」思想をもった江戸幕府 

③映画館が一緒に/ テナントで入っている大型商業施設 

④見本市が開かれるビッグサイトなど、高層/ タワーマンションとオフィルビルなど開

発の著しいこの人工島では目覚ましい発展を重ねてきた姿がリアルタイムで見られる。 

⑤赤い四角すいの東京タワーと、白い円錐の富士山 

⑥世界シェアの 7 割を占める。 

⑦腕力も強く、しりもちをついても自分で起き上がることができる二足歩行ロボット

ASIMOの安定した足取りに息を呑む。 

⑧人間の言う（指図）通りに動く奴隷のような存在でなければ、フランケンシュタイン

のように人間に反逆する（刃向かう）裏切り者 

⑨優しい/ 温かい/ 血の通った/ 感情を持った存在 

⑩子供が寝付けないときには子守唄を歌ってくれたり、年をとって体が不自由になれば

介護してくれたりする家族のような存在になるだろう。 

⑪家族と同じように親しみがわいて（馴染んで）きて、 

 

 



秋葉原 

①棚卸し（クリアランス、売尽し）セールをするこの電気街は、各種セール品の送料、

取付工事無料サービスとアフターサービスなどの顧客サービスも備わっている販売店

が多い。 

②定休日はなく 

③ ATM 

④炊飯器、エアコンなどの白物家電 （大型耐久消費家電） はもちろん、電気カーペ

ットなど四季の家電用品、カメラの三脚やプラグなどの関連部品を売る専門店など、実

に多彩だ。 

⑤同じ値段ならばよいもの（機能が色々ついていたほう）がよい 

⑥金に糸目をつけない中国人観光客たちが衝動買いを抑えられずに買い占める/ 爆買い

するので、売り場が品切れになるときもあるという。 

⑦セロテープ、絵の具、彫刻刀 

⑧青白い顔をしてアニメやゲームなど、特定分野や趣味に没頭するマニアたちが大手を

振って（思う存分・気兼ねなく）闊歩できる地区 

⑨アニメキャラになりきって、女装までしたり、 

⑩ブリキのおもちゃ 

⑪自分たちだけの世界に没頭し（ひたり）、互いに通じあう仲間同士付き合いたがり、 

⑫このような刺激的な町 

⑬通り魔（無差別殺人）事件 

⑭うつ病に悩まされ精神を病んだ/ 精神疾患の二十代の男 

⑮歩行者天国においてトラックで人をはね、さらにそばにいた人たちをナイフで刺し殺

したのだ。 

⑯周りから相手にされず（社会から疎外され/ 認められず）、自分の存在感をアピールす

るために犯行に及んだ。 

⑰路上ライブ/ ストリートパフォーマンス 

 

山手と下町 

①みなの羨望の的 

②政府が特権を与えて設立した財閥 

③生き馬の目を抜くようなこの世の中、一代で莫大な財産を築き上げた成金 

④日経株価指数等の株価指数を発表する証券取引所がある兜町 

⑤きらめくブレスレットや首飾りなどを陳列するブランドショップだけでなく、油絵、

水彩画、水墨画など美術品の個展が開かれるギャラリー 

⑥美女と今風のイケメンのラブラブのカップル 

⑦休日出勤もするサラリーマンやキャリアウーマンたち 



⑧東京の第一印象 

⑨伝統的な気質 

⑩あらたまった（かしこまった）言葉 

⑪縁の下の力持ち 

⑫駄菓子屋や銭湯兼コインランドリー 

⑬クリーニング店や床屋、身につけた技術を生かして仕事をする職人（大工や手工芸者）

など 

⑭手先が器用で手早く細かい仕事をこなす職人たち 

⑮見る者に尽きない興味をかきたてさせる。 

⑯いわば「肩書き」が重要視される世界 

⑰「生粋（ちゃきちゃき）の江戸っ子」のイメージは、義理を欠いては男がすたると思

い、損得勘定抜きに行動する人たちだ。 

⑱義理と人情の板挟みにあい、ジレンマに陥ることも多い 

⑲太っ腹なところを見せたがる、あるいは根性があるところを見せたがり、 

⑳目先の利益のみにこだわるのは粋じゃない（野暮だ）というのだ。 

㉑ありきたり（ありふれた、月並み）の表現かもしれないが前者と後者の調和/ バラン

スこそ東京観光の醍醐味（ハイライト）なのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑦東京 単語表現帳 氏名       
①首相官邸/ 機動隊/ ②国務大臣/ ③大統領選挙  

③直接選挙制/ ④政局を牛耳る/ 政局の浮き沈み  

⑤総選挙/ ⑥野党勢力/ 裏工作/ 裏金  

⑥ポストを守る/ ⑦最高裁/ 膨大な/ 閲覧/   

⑧外務省+経産省/ 文科省/ 厚労省/ 財務省  

⑧中央省庁/ ⑨平均倍率 20倍以上の狭き門  

⑩七三分け/ アタッシュケース  

⑩判で押したような決まり文句/ 生真面目な  

⑪混迷する政局/ ⑫猫の手も借りたいほど忙しい  

⑬既成の座にあぐらをかく/ 親方日の丸だ  

⑬役人根性/ ①古今東西/ ②suica をチャージする  

③貪欲に/ 修士号と博士号を取る/ 非常勤講師/ 匿名  

④インチキ文化人/ フィールドワーク/ ⑥先細りだ  

⑦浮世絵（30字前後の韓国語で説明） 

 

 

 

⑧パンフレットがそろっている/ ⑨李朝/ 限定本  

⑩医学書/ 硬い文章の専門書/ 占い/ 育児書  

⑪探し回る/ ⑫雨宿り/ ⑬シャンデリア/ ストーブ  

⑭本棚/ 書斎/ 読みかけの文庫本/ おぼろげに照らす  

⑭レトロだ/ ⑮角砂糖/ ウィンナーコーヒー/   



⑮ガーリックトースト/ ⑯居心地良い喫茶店  

⑯買ったばかりの古本を読みふける/ 感慨にふける  

⑰ぴかぴかつやを放つ/ ⑱ためしに/ 木琴/ シンバル  

⑲サーフィン/ ロッククライミング/ ⑳昔も今も  

⑳敬虔な信者/ 安らぎを与える/ ㉑ぶらぶら歩く  

㉑大学いも/ お菓子屋/ ㉒ゼミ  

①ローマは一日にしてならず/ ②攘夷  

③映画館/ ④見本市/ 高層マンション/ オフィスビル  

④開発の著しい人工島/ 目覚ましい/ リアルタイム  

⑤四角すい/ 円すい/ ⑦腕力/ しりもちをつく  

⑦二足歩行/ 安定した足取りに息をのむ  

⑧いわれるとおりに動く/ 人間に刃向う  

⑩子供が寝つけない/ ⑪子守唄/ 体が不自由になる  

⑪介護する  

①棚卸し/ 電気街/ 送料/ 取付工事/ アフターサービ

ス 

 

 

②定休日/ ③ATM/④炊飯器/ 電気カーペット  

④三脚/ ⑤同じ値段ならいいものがいい/   

⑥金に糸目をつけない/ 衝動買いを抑えられない  

⑥買い占める/ ⑦セロテープ/ 絵の具/ 彫刻刀  

⑧青白い顔/ 気兼ねなく/  

⑨アニメキャラになりきる 

 

⑫刺激的/ ⑬通り魔/ ⑭鬱病に悩まされ精神を病む  



⑮歩行者天国/ 人をはねる/ 刺し殺す/   

⑯社会から疎外される/ 犯行に及ぶ/ ⑰路上ライブ  

①羨望の的/ ③生馬の目を抜く/ 一代で財産を築く  

③成金/ ④証券取引所/ ⑤きらめくブレスレット  

⑤首飾り/ ブランドショップ/ 油絵/ 個展/   

⑥今風のイケメン/ ⑦休日出勤/ キャリアウーマン  

⑧第一印象/ ⑩改まった言葉/ ⑪縁の下の力持ち  

⑫駄菓子/ 銭湯/ コインランドリー/ ⑬クリーニング  

⑬床屋/ 身につけた技術/ ⑭手先が器用だ  

⑭手早く細かい仕事をこなす/ 大工/ 職人  

⑮見る者につきない興味をかきたてさせる/ ⑯肩書  

⑰生粋の江戸っ子/ 義理を欠いては男がすたる  

⑰損得勘定ぬきで/ ⑱義理と人情の板挟みにあう/   

⑱ジレンマ/ ⑲太っ腹だ/ ⑳目先の利益にこだわる  

⑳野暮だ/ ㉑月並みな表現  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑧下町解答 
江戸っ子  

①三枚目俳優 

②父親に勘当された寅さんは、さっぱりした性格だが、やけにはにかむことがあるおじさ

んだ。 

③嫁の来手がないこの男は肌着の上に一張羅の背広を羽織って全国津々浦々を放浪し、ぶ

らぶらしている。 

④猛烈に口説くこと/ 猛烈なアタック/ アプローチなどは出来ないが、女性の前で格好をつ

けたがる寅さん 

⑤切ない片思いに陥るのだが、恋が実らずとも「大の（いい年した）男が泣いてはみっと

もない（泣くのは野暮だ）」とやせ我慢する（空元気を出す・強がる）のだ。 

⑥自分のことしか考えない彼は、いつもカッとなっては悪態をつき（毒づき/ 憎まれ口をた

たき）、家族に相手にされないと寂しがっていじける、扱いにくい人物だ。 

⑦腹違いの妹（異母兄弟）が「明日は明日の風が吹く」とばかり人生の裏街道を歩もうと

する兄に、そんなその日暮らしの生活から足を洗い、堅気の（まっとうな/ 地に足の着いた）

生活をするようお願いする。 

⑧外見を気にせず/ にこだわらずいつも制服の袖を腕まくりし（たくしあげ）、短足にサン

ダル履きで、日焼けした顔に太い眉毛が特徴的で、気が短くそそっかしい巡査 

⑨自分勝手な人 

⑩公僕 

⑪金に目がなく（目ざとく）恐ろしい（異常な）ほどの執念を見せる。 

⑫「鬼のいぬ間に洗濯」と、勤務時間にも賭け事にうつつを抜かしたり、競馬においてま

ぐれで大穴（万馬券）を当て大儲けしたり、本業そっちのけで一攫千金を狙ったりするの

だ。 

⑬「勝負事には運不運がつきもの（よくあること）だ」「金は天下の回りもの」 

⑭このように面の皮が厚い厚顔無恥な（ずうずうしく厚かましい）男として描かれる両さ

んだが、町の商店街の主人たちにとっては顔見知り/ なじみのお客であり、 

⑮御曹司/ おぼっちゃん（温室）育ちで苦労知らずの青年巡査、とても育ちの良い婦警、両

さんの甘い言葉（口車）に乗せられて損ばかりしている中年の巡査、 

⑯そして事あるごとに/ 何かにつけて部下の両さんに小言を言い、がみがみと/ 頭ごなしに

しかりつける部長など、その姿はしがない警察官というイメージとは大きく異なる。 

⑰型破りな/ 突拍子もない人物の一喜一憂を描いた作品群は共感を呼び 

⑱知らねばモグリだ 

⑲自由奔放で気のいい/ 人情あふれる/ 情に熱い/ 優しい寅さん 

 



浅草  

①赤く大きな提灯がかかった「雷門」という山門（三門） 

②座って（しゃがんで）手で客を呼ぶ招き猫など、観光客たちの足を止めさせるものでい

っぱいだ。 

③怒りの表情/ 形相を表し、重量挙げ選手のように筋骨たくましい引き締まった体の一組の

大きな仁王像は仏法を守ってくれる守護神で、 

④衆生をいつくしんでくれる 

⑤財布から小銭/ コインを出し、賽銭箱に入れる人 

⑥運勢を占おうとおみくじを引く人、 

⑦厳かな感じの黒い紋付袴を着た新郎と清らかな白無垢を着て頭の上に角隠しをする（わ

たぼうしをかぶる）新婦 

⑧正式な（きちんとした）和服を着た男性が座って面白おかしい話をする大衆芸能「落語」 

⑨漫才や物まねなど、ここから各種芸能界に進出し、この道一筋にがんばった/ 精進した結

果成功したお笑い芸人も少なくない。 

⑩高級住宅街では味わえない庶民的な雰囲気 

⑪常連客ならばつけがきく飲み屋もあるため、夜には「千鳥足」のおじさんたちも多い。 

⑫UFOキャッチャー、輪投げやメリーゴーランドなどの遊具（乗り物）や綿あめの店などが

建ち並ぶこぢんまりした遊園地で遊ぶ子供たちがとても微笑ましい。 

⑬使い道がなく遊ばせて（放って）おいた貨物駅 

⑭びっくり箱 

⑮地元の人たちはもちろん、遠い外国から背負子のように大きなリュックサック/ バックパ

ックに寝袋を背負ってやって来た旅行者たちも思い思いに楽しんでいるようだった。 

浅草の四季 

①いつもお祭り気分あふれる下町  

②二月の立春の前日は鬼を追い出して福を呼び込むため、寺で豆をまいたあと、豆を食べ

て厄除けする行事がある。 

③一年中おできができないように、小正月に行う木の実などをかじる行事を思い出させる

行事だ。 

④武士に扮した男性が馬に乗って走りながら弓を射って的に当てる武芸    

⑤大願成就と厄除けを意味する赤いほおづきの市が立つ。 

⑥韓国の「福を集めるザルの縁起物」と似たような発想かもしれないが、熊手で福をざく

ざくとかき集めるという意味がこめられた飾り用熊手を売る酉の市がたつ。 

⑦「笑う門には福来る」という意味の、しもぶくれのお多福（おかめ）のお面 

⑧たいそうな盛り上がり（にぎわい）を見せる。 

⑨町内（町会）ごとにご神体をのせたお神輿を担いで町内を練り歩く。 

⑩ハッピをきた地元の若者 30名が肩に担いでようやく持ち上げられるお神輿に、2000人余



りが押し合いへしあいする祭 

上野アメ横 

①わいわいがやめく客寄せの声、争うような値段交渉、あらゆる活きのよい魚介類がうごめ

く市場に立たずむとなぜか楽しくなる。 

②家中のあらゆることをこなし（切り盛りし）たり、おかずの支度をしようとする節約（や

りくり）上手の主婦たち 

③ズワイ（越前）ガニが解禁されました。 お買い得ですよ！ 

④ゆでたての甲羅を外したズワイ( 越前) ガニが電球の下でひときわ誇らしげに光を放ってい

る 

⑤滅多にない機会 

⑥かみしめるたび（ほど）にカニの甘みと磯の香りが口の中に広がる。 

⑦サバ、スケソウダラ、ウニ、そして冬の荒波にもまれ、脂がのったブリなど様々な魚が山

積みになり売られている。 

⑧卸問屋たちは目が回るほど忙しそうに動き回る。 

⑨そのおいしさは一層格別なことであろう。 

山谷 

①勤め人には全然なじみのない地名 

②簡易宿泊所街（ドヤ街）との対比はこの都市の二極化が如実に表れている。 

③自分のこともままならず、三度の食事にも事欠く人 

④極貧生活で女房に逃げられ「家の恥」扱いされた既婚男性たち 

⑤マナーある（民度の高い）東京の人たちの裏の一面 

⑥筆者もこわごわ（恐る恐る）野良猫と遊ぶおじさんの横で 

⑦筆者をじろじろ見て、「あんたにゃ関係ねえだろ」といい、 

⑧ 不渡りでも出た日にゃ一巻の終わりよ、まじで 

⑨人様によけいな口出しする 

⑩普通の人っぽい「新米の若年層失業者」に「ちょっと職務質問よろしいですか？」 

⑪まとまった金が入り借家住まいだった人も多く、新聞配達やリヤカーでごみを集める清掃

員として働いていた人たち 

⑫一文無しになり 

⑬壁には亀裂が入り、照明のスイッチを押す/ 入れると電球が切れ、テレビも映らなかった。 

⑭エクセルもみな入っていたが、フリーズしたので再起動し、 

⑮恵まれない人を助けるため集めた寄付金  

⑯はじめてなもので不安でたまらなかったが 

⑰おやつをむしゃむしゃ食べ 

⑱「体にガタがきて酒どころじゃないよ」と、プライベートな話まで聞かせてくれた 

⑲ホームレスに抵抗（苦手意識）のあった筆者 



韓国語で学ぶ日本単語表現帳⑧下町  氏名      
①三枚目俳優/ ②勘当される/ さっぱりした性格  

②やけにはにかむ/ ③嫁の来手がない男/   

③一張羅の背広/ 津々浦々を放浪しぶらぶらする  

④猛烈に口説くこと/ 格好つける/ ⑤切ない片思い  

⑤大の男が泣くのは野暮だ/ やせ我慢する  

⑥自分のことしか考えぬ/ カッとなって暴言をはく  

⑥家族に相手にされないと寂しがっていじける  

⑦異母兄弟/ 明日は明日の風が吹く/ 人生の裏街道  

⑧外見を気にしない/ 腕まくりする/ 短足  

⑧日焼けした顔/ 気が短くそそっかしい巡査  

⑨公僕/ ⑪金に目ざとい/ 恐ろしいほどの執念  

⑫鬼の居ぬ間に洗濯/ 賭け事にうつつをぬかす  

⑫まぐれで大儲けする/ 本業そっちのけで  

⑬勝負事には運不運がつきものだ/   

⑬金は天下のまわりもの/ ⑭面の皮が厚い  

⑭厚顔無恥/ 顔なじみの客/ ⑮お坊ちゃん育ち  

⑮婦警/ 口車に乗せられる/ ⑯がみがみ叱りつける  

⑯しがない警察官/ ⑰型破りな人物/ 一喜一憂  

⑰共感を呼ぶ/ ⑱知らねばモグリだ/ ⑲人情溢れる  

①山門/ ③怒りの表情をする/ 重量挙げ/ 筋骨逞しい  



③引き締まった体/ 仁王像/ ④衆生をいつくしむ  

⑤小銭入れから金を出す/ 賽銭箱/ ⑥運勢を占う  

⑥おみくじを引く/ ⑦紋付き袴/ 角隠し/   

⑧落語（30字前後の韓国語で説明）  

⑨物まね/ この道一筋に頑張る/ お笑い芸人  

⑩高級住宅街/ ⑪常連客ならばつけがきく/ 千鳥足  

⑫UFOキャッチャー/ 輪投げ/ メリーゴーラウンド  

⑫遊具/ 綿あめ/ 小ぢんまりした遊園地/ 微笑ましい  

⑬使い道がなく遊ばせていた貨物駅/ ⑭びっくり箱  

⑮背負子/ バックパック/ 寝袋/ 思い思いに楽しむ  

①お祭り気分あふれる下町/   

②節分の豆まき（40字前後の韓国語で説明） 

 

 

③おでき/ 小正月/   

④流鏑馬（30字前後の韓国語で説明） 

 

 

⑤大願成就/ ほおづき/ ⑥熊手でざくざくかき集める  

⑦笑う門には福来る/ しもぶくれのお多福  

⑧大そうな盛上りを見せる/ ⑨ご神体を載せた神輿  

⑩ハッピ/ 押し合いへし合いする/   

①ワイワイがやめく客寄せの声/ 値段交渉  

①あらゆるいきのいい魚介類がうごめく市場  

②家じゅうのあらゆることをこなす/ 節約上手  



③ズワイガニが解禁しました/ お買い得ですよ！  

④ゆでたて/ 甲羅を外したカニ/ ⑤滅多にない機会  

 

⑥カニの甘み/ 磯の香/ ⑦サバ/ スケソウダラ/ ウニ  

⑦冬の荒波にもまれ脂がのったブリ/ ⑧卸問屋  

 

⑧目が回るほど忙しげに動き回る/   

①勤め人には全然なじみのない地名/ ②ドヤ街  

 

②二極化/ ③自分のこともままならぬ  

③三度の食事にも事欠く/ ④極貧生活/ 家の恥  

 

④既婚男性/ ⑤民度の高い市民/ ⑥こわごわ  

⑥野良猫/ ⑦じろじろ見る/ あんたにゃ関係ない！  

 

⑧不渡りでも出た日にゃ一巻の終わりだ！  

⑨人様によけいな口出しする/ ⑩普通の人っぽい  

 

⑩若年層失業者/ ちょっと職務質問よろしいですか  

⑪まとまった金/ 借家住まいする/ 新聞配達する  

 

⑪リヤカー/ 清掃員/ ⑫一文無し/ ⑬亀裂が入る  

⑬スイッチを入れると電球が切れた/TV が映らない  

 

⑭エクセルが入っている/ フリーズする/ 再起動  

⑮恵まれない人/ 寄付金/ ⑯不安でたまらぬ  

 

⑰おやつをむしゃむしゃ食べる/   



⑱体にガタがきて酒どころじゃない/   

 

⑲ホームレスに抵抗がある  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本⑨東北 
遠野  

①雪女はもっぱら（一様に）身の毛もよだつほどのぞっとする吹雪の化身としてかかれて

きた。 

②異様な/ ありえないほど真っ白なその肌は吹雪が吹くのが透けて見えるほどだが、 

③「西遊記」の中に登場する「沙悟浄」の姿形をした、川に住む妖怪 

④背中には亀の甲羅があり、口はアヒル（鴨）のようで、頭には水のたまった皿のような

ものがあり 

⑤足をつかんで引っ張り水に引き込む（おぼれさせる）が 

⑥灰の上に小さな足跡をつけたり、真夜中に糸車をまわして音を出したり、台所の隣の部

屋で声を出して遊んだりもする。 

⑦座敷童子は福をもたらしてくれ、家の盛衰をつかさどる守護神としてみたりもするのだ。 

⑧異常気象について関心を持つ人のなかにはどうにかして「地球を救おう」という人も増

えているが 

⑨「科学的なモノサシ（尺度）」だけで自然現象をはかるのでなく目に見えぬものを捉え 

 

三陸海岸と東日本大震災    

①ぎざぎざの（入り組んだ）海岸線 

②このうえなく変化（バラエティ）にとんだ自然の造形美は、壮大という他ない。 

③マグニチュード 9 を記録した大地震に東北地方が見舞われ、地は裂け、 

④専門学校の卒業式会場の天井が落ち、出血多量で死亡した人も数人おり、また東京湾の

埋め立て地では地盤が液状化し、家屋が陥没した。 

⑤足止めを食らったあげく、しかたなく歩いて帰宅したため、足が棒になった人 

⑥乾パンなどを買いだめしようと皆が押し寄せた（殺到した）ため品切れになることも多

かった。 

⑦想定外の大規模な津波が押し寄せて堤防も切れ、川の水も渦巻く濁流であふれた。 

⑧「水ほど恐ろしいものはない」というが、水害が起こり、家屋も流され、反対に船が陸

地に乗り上げた。 

⑨なすすべもなく、着のみ着のまま、大慌てで、それこそ命がけで避難しても、多くの人々

が生き別れにならざるを得なかった。 

⑩その信じがたいほど恐ろしい光景にわが目を疑い、思わず目をそむけてしまった。 

⑪危険を顧みず 

⑫若くして使命を果たし壮絶な死をとげた遠藤さんの気高い（尊い/ 崇高な）行動には胸が

痛む。 

⑬危ういところを（紙一重のところで）命拾いした（命からがら助かった）被災者たち 



⑭泣き叫ぶ子供ら 

⑮悪臭が鼻をつく体育館など 

⑯土砂に埋まった家に生き埋めになった家族を探しに行くのだが、遺体が見つかっても見

つからなくてもがっくりとうなだれてその場にずっと立ち尽くしたり、 

⑰いつまでも虚脱感（脱力感）にさいなまれ、悲しみに打ちひしがれたり、涙に明け暮れ

る日々を送ったりするわけにもいかない。 

⑱いつまた余震が来るかもしれず、みな戦々恐々と（びくびく）しながらも、働き口もな

く、スズメの涙ほどの補償金や不定期の義捐金をもらい、その日暮らしの生活をするしか

なかったのだ。 

⑲家財道具（生活必需品）一式がそろっている宿舎など、被災者の受け入れ先もあるが、

異郷（よその土地）でくらすよりも 

⑳筆者は宮城県の被災地を訪れたが、ブルドーザーで地ならししただけのままで、道の両

側には瓦礫がうず高く積まれた光景が広がっていた。 

㉑生々しい傷跡（爪痕） 

㉒市街地は惨憺たる瓦礫の山と化していて、見るに忍びなかった/ 直視できない/ 目も当て

られぬ。 

㉓殉職した遠藤さんに弔意（追悼の意）を表すための祭壇 

 

宮沢賢治    

①死（不治）の病だった結核のため 37歳という若さで亡くなった。 

②生前の執筆活動 

③ファンタジックな作品ばかり書く無職の男 

④文系、理系 

⑤質屋 

⑥利益を搾取して（しぼりとって）成り立っているという事実にひどく悩まされた。 

⑦一族（家）の栄誉/ 名誉/ ほまれ 

⑧時折我を忘れて没頭しなければ気が済まぬような馬鹿正直（生真面目/ 頑固）な息子 

⑨野良着（作業着）を着てやる気満々で鎌などで草刈りをしたり斧で木を切ったり、大工

仕事をし、家畜小屋や菜園で農民と全く同じ生活をしたのだ。 

⑩農民出身ならばともかく（まだしも、いざしらず） 

⑪並大抵の苦労ではなかった。 

⑫田植え機 

⑬口先だけの机上の空論 

⑭骨身を削る苦労をした。 

⑮田舎に深く根をおろしながらも、井の中の蛙で終わらず、 

⑯日本の帝国主義がのさばり（横暴をふるい）、「満州国」という傀儡国家をつくって国



家領土を膨張させ、 

⑰閉ざされた、「自分で自分の首を絞める」ような日本社会 

⑱生きとし生けるものすべてが兄弟で、異質な（自分と異なる）人物たちと偏見にとらわ

れず付き合う（心を通わす）理想社会 

⑲心の支えだった実の妹 

⑳彼の足跡をたどって 

 

石川啄木と崔承喜 

①類は友をよぶ、といおうか、 

②視野が狭く/ 偏狭で民衆の生活とかけ離れた、観念的な「短歌」 

③庶民の喜びや悲しみのこもった民衆的な傾向 

④借金で首が回らなくなった彼は知人に嫌がられたり/ 疎ましく思われたり相手にされな

くなったりし、疎遠になることも少なくなかった。 

⑤故郷の山や川を懐かしみながらも故郷に錦を飾ることのできない純粋な農村青年の心を

表した作品群は、今でも読者の目頭を熱くする。 

⑥黒々と墨を塗り 

⑦扇の舞、僧舞、巫女の踊りなど、朝鮮民族の魂をこめた踊りを通して、終始一貫そのほ

こりを世界に知らしめた類まれな（まれにみる）踊り子 

⑧綿々と続く/ 伝わる民族の魂を究極の踊りに高めようという使命（ライフワーク）に燃え

た本当の芸術家だったのだが、 

⑨石川啄木の詩を明けても暮れても（寝ても覚めても）覚えるまでこよなく愛読していた

少女時代 

⑩失われた朝鮮の美しい山河に対する胸の張り裂けそうな想いにまで高めた舞踊家 

 

会津 

①陰気で（暗く）保守的な傾向 

②正式に発足した 

③国事を任せられるのは 

④「軍事境界線」が引かれた 

⑤恩をあだで返して 

⑥飼い犬に手をかまれる 

⑦呉越同舟/ とりあえず一緒になる 

⑧醜態（見苦しい/ 無様な姿）をさらすわけにはいかぬ 

⑨のろし 

⑩生まれ変わって（来世）も会津で会おう 

⑪涙を呑んで 



⑫お茶の間に涙を誘っている。 

⑬一方的に/ 偏って構成された政府  

⑭東北出身というのが立身出世の邪魔（妨げ）になり、じっとこらえてその辛さに甘んじ

るしかなかった。 

⑮カリフォルニアにまで移民に行くなど、バラバラに散らばり住むようになった。 

⑯無性にうらめしくその辛かった暮らしや、それを乗り越えてきた逆境の歴史を切々と訴

えていた。 

⑰婿や嫁になる人が山口県民だとしても人に言えないほど 

⑱士族の息のかからぬ（影響を受けぬ）平民宰相 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑨東北 単語表現帳 氏名       

① 専
もっぱ

ら/ 身の毛もよだつ/ ぞっとする/ 吹雪  

②異様なほど真っ白な肌/ ④亀の甲羅  

⑥糸車/ ⑧異常気象/ 地球を救う  

⑨科学的な尺度だけではかる/   

⑨目に見えぬものをとらえる  

①ぎざぎざな/ ②マグニチュード 9/   

②地震に見舞われる/ ④専門学校/ 出血多量  

④埋立地/ 陥没/ ⑤足止めを食らう/ 帰宅  

⑤足が棒になる/ ⑥乾パン/ 買いだめ/ 渦巻く  

⑧水害/ 家屋が流される/ ⑨なすすべがない  

⑨着の身着のまま/ 大慌て/ 命がけで/ 生き別れ  

⑩恐ろしい光景にわが目を疑う/ 目を背ける  

⑪危険を顧みず/ ⑫若くして使命を果たす/   

⑫尊い行動/ ⑬紙一重のところで命拾いする  

⑭泣き叫ぶ/ ⑮悪臭が鼻をつく/ ⑯生き埋め  

⑯死体/ がっくりとうなだれる  

⑰脱力感にさいなまれる/ 涙に明け暮れる日々  

⑱びくびくする/ 働き口/ スズメの涙の補償金  

⑱不定期の義捐金/ ⑲家財道具一式/ 被災者  

⑲よその土地で暮らすこと/ ⑳被災地  



⑳地ならしする/ がれきがうず高く積まれる  

㉑生々しい傷跡/ ㉒見るに忍びない/ ㉓追悼の意  

①死の病/ ②生前の執筆活動/ ③ファンタジックな  

③無職者/ ④文系/ 理系/ ⑤質屋/ ⑥しぼりとる/   

⑥事実にひどく悩まされる/ ⑦一族の栄誉  

⑧気が済まない/ 馬鹿正直/ ⑨やる気満々で  

⑨鎌で草刈りする/ 斧で木を切る/ 大工仕事する  

⑨家畜小屋/ 菜園/ ⑩農民出身ならいざしらず  

⑪田植え機/ ⑬口先だけの机上の空論  

⑭骨身を削る苦労/ ⑮井の中の蛙/   

⑯横暴をふるう/ 傀儡
かいらい

/ 膨張/ ⑰閉ざされた社会  

⑰自分で自分の首を絞める/ ⑱異質な/   

⑲心の支え/ ⑳足跡をたどる  

①類は友を呼ぶ/ ②民衆の生活とかけ離れた  

④借金で首が回らない/ 嫌がられる/ 疎遠になる  

⑤懐かしむ/ 故郷に錦を飾る/ 目頭を熱くする  

⑥黒々と墨を塗る/ ⑦終始一貫/ 類まれな踊り子  

⑧究極の/ 使命に燃える/ ⑨あけても暮れても  

⑨こよなく愛読する/ ⑩朝鮮の美しい山河の比喩  

①陰気な/ ②正式に発足する/ ③国事/   

④軍事境界線が引かれた/ ⑤恩を仇で返す  



⑥飼い犬に手をかまれる/ ⑦呉越同舟/   

⑧醜態をさらす/ ⑩生まれ変わっても/   

 

⑪涙を呑んで/ ⑫お茶の間に涙を誘う  

⑭出世の妨げ/ 苦難に甘んじる/   

⑮バラバラに散らばり住む/ ⑯無性にうらめしい  

⑯つらかった暮らし/ 乗り越えてきた逆境  

 

⑯切々と訴える/ ⑰嫁になる人/ ⑱息のかからぬ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場韓国語で学ぶ日本⑩北海道 
北海道サイクリング 

①ウサギ小屋のようなマンション群（団地）の間の道とは異なりうんざりするほど広い北

海道の道 

②風を背に受け自転車に乗るのはサイクリストたちの憧れだった。 

③秋も深まる八月末 

④天然のスケートリンクになるという川や、鶴が群れを成して飛んでくるという湿地 

⑤農作業をする人たちや騒がしくブンブン音を立てるバイク旅行者 

⑥開墾されてない荒地でテントを張ったり 

⑦くたびれきった/ へとへとの体で 

⑧主な話のネタ 

⑨達成感がある 

⑩訪れたきり住みついた（故郷に帰らない） 

⑪車のレバーを握り 

⑫ありがたさが骨身にしみる 

⑬マウンテンバイクを見たときには懐かしさがこみ上げた。 

 

北海道三大観光地    

①乳製品のＣＭに出てくる北海道は、広い牧場で群れを成して草を食んでいる牛や馬、 

②白銀の/ 真っ白なゲレンデ 

③開拓時代の気性（気質） 

④「千里の道も一歩から」 

⑤耳にたこができるほど聞く言葉 

⑥遠くの親戚より近くの他人 

⑦身にこたえる（しみる）寒さが三カ月ないしは四カ月も続くため、春の訪れを、首を長

くして待ちわびる北海道 

⑧寒さ厳しい長い長い冬が過ぎ、春が訪れるとクローバー（シロツメクサ）がすがすがし

い風に揺れる市民たちの憩いの場となる。 

⑨赤レンガ造りの北海道道庁と大きな時計が設置されている白い時計台  

⑩調教師はいなくとも動物たちの本能を発揮させつつ様々な試みをしている.  

⑪彼らの努力の甲斐もあり（賜物か） 

⑫初めは、そつなくやりこなせるか不安でしたが、それもみな取り越し苦労にすぎません

でした。 

⑬イノシシなどの野生動物が畑を荒らす。 

⑭「最果ての地」で、流氷の南限 



⑮ 乱伐の被害を免れ残った鬱蒼とした森 

⑯マス類が海から川に上がってくる。 

⑰目先のことしか（後先）考えない密猟者たちの乱獲により、オオカミなど貴重な動物が

絶滅した。 

⑱世界最大のふくろうなど、珍しく貴重な猛禽類と多くの海鳥を、 

⑲アザラシやトド、オットセイ 

⑳北海道の本来の姿 

 

アイヌ民族の自然観  

①「人」をさす（意味する）アイヌ語 

②「持ちつ持たれつ（お互い様／共生関係）」というような関係 

③自然に対して畏敬の念を持つような生き方 

④ 神が宿っている神聖な場所だとあがめてきた。   

⑤人間が死ねばその魂はあの世に帰り、永遠に霊( 神) となるのだと信じてきた。 

⑥信仰の対象としてみなされるものの範囲は非常に広く、 

⑦あらゆるものに神（魂）が宿ると考えるアイヌ人たちはいわゆる「もったいない」運動

を当たり前のことと考えてきたといえよう。 

⑧神からもらったものを大事にしない（粗末にする）のは天をも恐れぬ行いで、罰が当た

ると考えられてきたし、 

⑨身の回りの暮らしにおいて万物を神とみてお供えをする。 

⑩それを生け捕りにするが、神として「祀って」から、神の恵として、肉は食料に、毛並

みの良い皮は毛皮に、胆のう（肝）は薬として余すことなく使うのだ。 

⑪塩味の利いた身を食べるのはもちろん、皮まで燻製にして食べきるのだ。 

⑫人々の生活と生業に欠かせないという意識が芽生えるとともに、森林を守りながら様々

な恵みを代々（子々孫々）伝えねばならないという意識が生まれたのだ。 

⑬こうした自然観をずっと大切にする人こそ心の豊かな人。 

 

アイヌ文化 

①独自のアイヌ語を持っているのだが、それを母語として使う人は非常に少なく、民族言

語を保護することが当面の急務である。 

②口承文学の「ユーカラ」が長い間暗唱されてきた。 

③先祖たちの価値観が色あせないように 

④日本では一触即発の危機的状況にならぬようあらかじめ手を打ったり（根回ししたり）、

遠まわしに言ったりすることが多い。 

⑤相手に言い返すより、とりあえず話に相槌をうちながらも、それとなく暗黙の了解をも

とめることで事を荒立て（波たて）ずに丸く収める。 



⑥包みかくさずお互い面と向かって、はっきり決着（白黒）をつけることが多い。 

⑦濡れ手に粟/ ぼろ儲け 

⑧幕府の圧迫に対しアイヌ人たちはみな蜂起（抵抗）したが、 

⑨「いけにえを神に奉るのは野蛮だ」と決めつけ（先入観をもち）、 

⑩ 顔の刺青や彼ら独自の渦巻き模様の上着、男女一組の「ニポポ」という「チャンスン」

のような木彫りなどさえ、文明社会に後れをとると否定的に見るようになった。 

⑪むりやり「文明化」を押し付けられた時代 

⑫先祖たちの文化をさげすんだり（卑下したり）せず、 

⑬単一民族の優秀さを強調し、公然と（大っぴらに）言い張る政界人たちも少なくない。 

⑭ダムと人造湖 

⑮国会議員でもあり、アイヌ文化の生き字引（について知らぬことはない）萱野氏らが東

奔西走した（あちこち歩き回った）結果 

⑯先住民として認めよという論点/ 争点がとりあげられ、 

⑰その失敗を教訓（他山の石）とし 

 

夕張 

①邦画界の巨匠 

②毎日あくせく仕事ばかりする単調な都会生活にあきあきし（嫌気がさし）、北海道を放浪

する（さすらう）中、「押しの一手/ 押して押しまくれ」とばかり旅先であった女を口説こ

うとする男と、迫られて戸惑う女、 

③刑務所を出所し、妻の住む夕張に向かう「（人に言えない/ 後ろめたい/ 暗い）過去のある

／わけありの」男など、様々な愛の形と深まる友情 

④分け前にあずかろう/ 一枚かもう/ ひと儲けしようと野心満々で仕事をしに来た人 

⑤ゆかりの地 

⑥観光都市へと脱皮しよう（生まれ変わろう）としたが、訪問者に似合わぬほど大規模な

各施設は閑古鳥/ ガラガラ状態で 

⑦小さな過失が知らぬ間に深刻な事態を招き/ ちりも積もれば山となる（悪い意味で） 

⑧墓穴を掘ることになり、挙句の果てに 2006年、日本で初めて財政破たんした。 

⑨各自治体が自由に財政を決められなくなる「国内版 IMF」状態 

⑩産みの苦しみを迎えている夕張市 

⑪館内はリフォームもされていなかった。 

⑫破たんの切実さだけでなく不本意ながらの体当たり（開き直った）ジョーク（自虐ネタ）

にかえってユーモラスさを感じた。 

⑬他山の石/ 反面教師 

⑭不釣り合いな施設が多ければ自治体としての自由が崩壊しかねず、対岸の火事としてみ

る/ 高みの見物をすることができない状態  



韓国語で学ぶ日本⑩北海道 単語表現帳 氏名       
①ウサギ小屋のような/ うんざりするほど/   

②サイクリストたちの憧れ/ ③秋も深まる八月末  

④スケートリンク/ 群れを成す/ ⑤農作業をする  

⑤騒がしくブンブン音を立てるバイク旅行者  

⑥開墾されていない荒れ地でテントを張る  

⑦くたくたになった体/ ⑧主な話のネタ  

⑨達成感がある/ ⑩訪れたきり故郷に帰らぬ（成語）  

⑪車のレバーを握る/ ⑫マウンテンバイク/   

⑫懐かしさがこみ上げる  

①草をはむ/ ②ゲレンデ/ ③開拓時代の気質  

④千里の道も一歩から/ ⑤耳にタコができるほど  

⑥遠くの親戚より近くの他人/ ⑦身にこたえる寒さ  

⑦三か月ないしは四か月/ 首を長くして待ちわびる  

⑧寒さ厳しい長い長い冬/ クローバー/ 憩いの場  

⑨レンガ/ 時計台/ ⑩調教師/ 試み/ ⑪努力の賜物か  

⑫そつなくやりこなす/ 取りこし苦労/ ⑬イノシシ  

⑭最果ての地/ 南限/ ⑮乱伐の被害を免れる⑯マス  

⑰目先のことしか考えない密猟者の乱獲のせいで  

⑰オオカミ/ 絶滅/ ⑱フクロウ/ 猛禽類／⑲アザラシ  

⑲トド/ オットセイ/   



①「人」を指すアイヌ語/ ②持ちつ持たれつの関係  

③畏敬の念/ ④神が宿る/ あがめる/ ⑥対象とみなす  

⑦もったいない運動/ ⑧粗末にする/ 天をも恐れぬ  

⑧ばちが当たる/ ⑨身の回りの暮らし/ お供えする  

⑩生け捕る/ 毛並みの良い皮/ 熊の肝/ 余すとこなく  

⑪塩味の利いた身/ 燻製にして食べきる/ ⑫芽生え

る 

 

⑫子子孫孫/ ⑬心の豊かな人  

①当面の急務/ ②口承文学/ 暗唱/ ③色あせる  

④一触即発/ あらかじめ手を打つ/ 遠まわしに言う  

⑤言い返す/ とりあえず話に相槌をうつ  

⑤それとなく暗黙の了解を求める/ 事を荒立てぬ  

⑤丸く収める/ ⑥面と向かいはっきり白黒つける  

⑦濡れ手に粟/ ⑧蜂起する/ ⑨いけにえ/ 先入観  

⑩刺青/ 後れを取る/ ⑪無理やり文明化させられる  

⑫先祖たちの文化を卑下する/ ⑬おおっぴらに  

⑭人造湖/  

⑮国会議員でもあり、アイヌの生き字引でもある 

 

⑯論点がとりあげられる/ 活発な活動/   

⑰失敗を教訓にする  

①邦画界の巨匠/ ②あくせく仕事ばかりする  

②単調な生活に飽き飽きする/ さすらう  

②押しの一手/ 女を口説く/ ③刑務所を出所する  



③わけありの男/ ④一枚かむ/ ⑤ゆかりの地  

⑥観光都市へと脱皮する/ 閑古鳥状態/  

⑧墓穴を掘る 

 

⑨自治体が自由に決める/ ⑩産みの苦しみを迎える  

⑪リフォーム/ ⑫不本意ながらの自虐ネタ  

⑬ユーモラスさ/ ⑭不釣り合いな施設/ 対岸の火事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本⑫温泉 

温泉旅館 

①「一家言（こだわり）」 

②自分への「ご褒美」として「今年の冬はどこの温泉でリフレッシュしようか」と家族

会議をする。 

③旅行会社がこまごました手配をして 

④宿をとる際、大幅割引された価格のクーポンを購入し、それをプリントアウトして直

接旅館に提示する利用者/ ユーザーたち 

⑤そうしたネットユーザーたちは書込み（コメント）を載せることもでき 

⑥フォロワーたちの口コミもうまく利用してアクセス数も売上額も急上昇している旅

館も少なくない。 

⑦韓国の安宿とは異なり、宿泊料に朝夕二食がつく場合がほとんどだ。    

⑧入湯税は税別になっている。 

⑨老舗旅館の暖簾をくぐって中に入ると、品のある婦人がこころよく迎えてくれる。 

⑩細やかな/ 行き届いた気配りで旅館全体を切り盛りする（取り仕切る）女将 

⑪帳場で宿泊手続きを終えて愛想（人当たり）のいい接客担当の仲居さんの案内で部屋

に向かう。 

⑫下にも置かぬおもてなし/VIP 待遇 

⑬和菓子が添えられて出るのだが、漬物や、やや塩味のきいた煮物（佃煮）などが出る

ときもある。 

⑭着替えを小脇に抱え 

⑮温泉の湯でほてった体に、木綿の生地の触れる肌触りが気持ちいいからだ。 

⑯肌寒い季節には、温泉につかった体が湯冷めしないように、浴衣とともに準備され

た着心地のいい羽織（丹前）をはおることもかかせない。 

⑰たいていどこにも行かず、一日に何回も温泉に入る。 

⑱湯が体に合わない場合は別にして、日に四、五回でも入りたいものだが、過ぎたる

は及ばざるがごとし( ものには限度がある／ほどほどにしたい) 、動悸がしたり、めま

いがしたりする前にあがったほうがいい。 

⑲どんなに気にいっても体をこわしては意味が（元も子も）ない。 

⑳座布団の上であぐらをかき、お膳におかれた郷土料理を食べるのも面白い体験だ。 

㉑客が外出中であることを確認して夕食のお膳を片付け、布団がしかれた寝床の支度

をしてくれるので、部屋に戻るやいびきをぐうぐうかいて眠りにつける。 

㉒「百聞は一見にしかず」だ。 

草津温泉 

①ゴーストタウンさながらほとんど店じまいをしてしまった温泉街 



②今後の見通しのたたない温泉が多い中、 

③草津ほど温泉番付で首位を維持し続け、負けるのを良しとしない/ 二番手になるのを

潔しとしないほど他の追従を許さぬ（他を寄せ付けぬ）温泉はないだろう。 

④町中にこだまのように響く。 

⑤水で埋めずに大きな樋から滝のように湯を落とし、 

⑥湯をかきまぜて冷ます。 

⑦のどかな雰囲気溢れる町には、宿泊客たちが何人かずつ/ 三々五々連れだって、さわ

やかな石鹸の匂いをさせそぞろ歩いている。 

⑧ねんざや突き指をしたとき、または脱臼をしたとき、湿布やギプスもなかったそのこ

ろから多くの人が訪れた。 

⑨ものもらい、ニキビ、吹き出物（腫れもの）、霜焼などの皮膚の病から擦り傷、切り

傷などの外傷、ぜんそく、胃潰瘍、リューマチなどの痛みの症状にまで効き目（効能）

がある。 

⑩脚に青あざができ、 

⑪不自由だった足もすっかり良くなった 

⑫言い伝えによると、 

⑬漢方にも精通したお坊さんと「不老長寿」のもとである温泉を結び付ける説話が生ま

れたのも納得がいく。 

⑭かやぶき屋根の旅館は雨戸が建てつけてある室内で火がたけるようにしたいろりに

当たって暖まることもできた。 

⑮鼓動（心臓の鳴る音）が全身で聞こえるぐらい血の巡り（血行）がよくなる。 

⑯マイナスイオンたっぷりの山奥で栗林を抜ける（かすめる）風の音を聞きつつ露天風

呂に入れば、時のたつのが遅くなるような気がしてくる。 

⑰日がすりガラスからさしこみ、興に乗って鼻歌を口ずさむ人もいる。 

⑱湯船から出ても体中汗だらけになっているが、妙に体が軽やかになっているように

感じられる。 

⑲化粧をすれば肌にしみこむ（なじむ）ように化粧ののりが良い 

⑳よく言われるんですよ。 

㉑顔色が良くなかった人も、一度温泉に入って寝て起きると肌につや（うるおい）が出

てくるという。 

㉒長患いの( 持病のある) 病人やリハビリ目的にきて、長い場合三か月ぐらい気長に養生

することさえ少なくない。 

㉓相部屋で自炊すれば 

㉔だれでも気軽に利用できる無料温泉施設 

㉕順位づけると 

 



温泉と文学 

①農作業や金儲けにあくせくしていた庶民たちも、もっともらしい口実を作り上げては

猫も杓子も（我も我もと）温泉旅行に出かけた。 

②生きるか死ぬかの瀬戸際にたち（生死の境をさまよい） 

③面白半分でイモリに石を投げて殺したことに対する悩み 

④漱石や直哉も有名ではあるが「温泉文学」というとノーベル文学賞作家川端康成もよ

い。 

⑤自分のことをだめだと/ どうせ俺なんかと思い込む内気な男子学生 

⑥各地の温泉で演奏する旅芸人一座のなかのきゃしゃな女の子 

⑦めげそうなほどのみじめな境遇におかれても、その少女は暗くもなく、くじけたりも

しない。 

⑧いい年をして（年甲斐もなく）親のすねをかじっている男子学生 

⑨別れの挨拶をして船に乗ったあと、ナイーブな学生は涙を流す。 

⑩ひねくれてばかりいた男子学生 

⑪南には美男子が多く、北には美女が多い 

⑫肌がきめ細かい美人の多いことで有名だ。 

⑬すらりとした体つき/ スタイルの踊子、すなわちヒロインを自分の部屋に泊めた。 

⑭ややいかがわしい妻帯者と、時には泣き出したりもするが気立てのよい踊り子 

⑮日常の合間にある非日常的な間（ま） 

⑯うたたねをして過ごしたりする人 

⑰無用の用/ 間を生かす（一見役に立ちそうにないが実は役に立つ） 

⑱ありのままの気だるさのなかで 

⑲仕事が一段落ついたら/ 一仕事終えたら、社内の団結をはかる社内レクレーションの

一環として 

⑳肩の凝りがちな 経済発展の担い手（働き手） 

入浴前のアナウンス 

①お部屋に用意されている浴衣、すなわち綿でできたガウンをはおってから、履物をス

リッパに履き替えて浴場に行ってください。 

②ドライヤー等はお持ちにならなくても 

③男湯と女湯が入れ替えで使用されるため 

④赤いのれんが女湯、青いのは男湯 

⑤脱衣所のロッカーは鍵がなく、服を入れるかごをおく棚になっています。 

⑥輪ゴムでとめてから 

⑦湯船には体も顔もきれいに石けんで洗ってからお入りください。 

⑧郷に入りては郷に従え 

⑨韓国とは異なり、あかすりタオルであかすりはお控えいただくようご理解ください。 



韓国語で学ぶ日本⑫温泉 単語表現帳 氏名 

①（良い意味での）こだわり/ ②ご褒美
ほ う び

 
 

②今年の冬はどこの温泉でリフレッシュしよう  

③こまごました手配/ ④宿をとる/   

④プリントアウト/ ⑤ネットユーザー/ 書込み  

⑥フォロワー/ 口コミ/ アクセス数/ 売上額  

⑧「入湯税」は税別になっている/   

⑨老舗旅館ののれんをくぐる  

⑨品のある女性がこころよく迎えてくれる  

⑩細やかな気配り/ 切り盛りする/ ⑪愛想よい  

⑫VIP待遇/ ⑬和菓子/ ⑭着替えを小脇に抱える  

⑮温泉の湯で火照
ほ て

った体/ 木綿
も め ん

の生地
き じ

の肌触
はだざわ

り 
 

⑯肌寒い/ 着心地のいい羽織/ ⑰どこにもいかぬ  

⑱湯が体に合わぬ/ 四、五回/ ほどほどにすべき  

⑱動悸
ど う き

がする/ めまいがする/  
 

⑲体を壊しては元も子もない/ ⑳座布団  

⑳あぐらをかく/ ㉑外出中/ お膳を片づける  

㉑寝床の支度をする/ いびきをぐうぐうかく  

㉒百聞は一見にしかず  

①ゴーストタウン/ ②今後の見通しが立たぬ  

③温泉番付で首位を維持し続ける  



③負けるのを 潔
いさぎよ

しとしない/ 他の追 従
ついじゅう

を許さ

ぬ 

 

④こだま/ ⑤水で埋める/ 樋
とい

/ ⑥湯をかき混ぜる 
  

⑦さわやかな石鹸
せっけん

の匂いをさせる/ そぞろ歩く 
 

⑧ねんざする/ 突き指する/ 脱 臼
だっきゅう

/ 湿布/ ギプス 
 

⑨ものもらい/ ニキビ/ 吹き出物/ 霜焼け  

⑨擦
す

り傷/ 切り傷/ ぜんそく/ 胃潰瘍
い か い よ う

/ リューマチ 
 

⑨痛みの症状に効能がある/ ⑩青あざができる  

⑪不自由だった足もすっかり良くなる  

⑫言い伝えによると/ ⑬漢方に精通する  

⑭かやぶき屋根/ 雨戸が建てつけてある  

⑭囲炉裏
い ろ り

にあたって暖まる/ ⑮血の巡り 
 

⑯マイナスイオン/ 栗林をかすめる風  

⑰すりガラス/ 鼻歌を口ずさむ/ ⑱湯船  

⑱体中あせだらけ/ 妙に体が軽やかになる  

⑲肌にしみこむように化粧ののりがよい  

⑳よく言われるんですよ/ ㉑顔色/ 寝て起きる  

㉑肌につやが出る/ ㉒リハビリ/ 三か月  

㉒気長に養 生
ようじょう

する/ ㉓相部屋/ ㉔気軽に利用す

る 

 



㉕順位づける  

①金儲
もう

けにあくせくする/ もっともらしい口実 
 

①猫も杓子
しゃくし

も/ ②生死の境をさまよう/ ③イモリ 
 

⑤自分のことをだめだと思い込む内気な学生  

⑥旅芸人/ きゃしゃな少女/ ⑦めげる  

⑦みじめな境遇におかれる/ くじける  

⑧いい年して親のすねをかじる/ ⑨別れの挨拶  

⑨ナイーブな学生/ ⑩ひねくれてばかりいた人  

⑪南には美男子が、北には美女が多い/   

⑫肌がきめ細かい美人/ ⑬すらりとした体つき  

⑬ヒロインを部屋に泊めてやる/ ⑭妻帯者  

⑮非日常的な間（ま）/ ⑯腕枕/ うたた寝する  

⑰間を生かす/ ⑱気だるい/ ⑲社内レクレーショ

ン 

 

⑳肩の凝りがちな経済発展の担い手/   

①浴衣/ スリッパに履き替える/ ②ドライヤー  

③入替わりで/ ⑤脱衣所のロッカーは鍵がない  

⑥輪ゴム/ ⑧郷に入り手は郷に従え  

⑨あかすりはお控えいただくようご理解下さい  

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本⑭古典芸能 

歌舞伎 

①ある大名とそのかたきとの間で起こった刃傷沙汰から始まる勧善懲悪の復讐劇 

②顔に隈どりを施し、 

③リニューアル（新装）されたばかりの東京の歌舞伎座 

④楷書ではない独特な手書き文字で「歌舞伎座」と書いた垂れ幕がかかっていた。 

⑤劇場内の構図は、写実的/ リアルな書き割り/ 大道具と小道具が臨場感を感じさせて

くれる舞台 

⑥役者たちが登場するとき歩く、楽屋（控室）と舞台を結ぶ花道 

⑦正義の味方が悪に打ち勝つような心温まる、またはすっきりする話 

⑧「駆け落ち」した挙句、心中せざるをえなくなる話 

⑨大見得を切り、一語一語はっきりと名台詞を言えば観衆たちも興に乗り、役者の屋

号を叫ぶ。 

⑩名役者が役になりきり、力をこめて演じるとき 

⑪衣装を着替えさせたり、大道具を設置したりする人で、役者がセリフを度忘れした

時にはピンチヒッターとして教えたりして裏方に徹するのだ/ 縁の下の力持ちだ。 

歌舞伎役者インタビュー  

① 家ごと代々伝わっている十八番があり、 

②筆者は落ち着いた演技で人気の N さんをインタビューするために、稽古の休み時間

に待合わせしていた楽屋（控室）に向かった。 

③「足元注意」、「頭上注意」などの注意を促す張り紙が張ってある階段の踊り場を歩

いて行き、 

④うなじ/ 襟足とこめかみまでなまめかしく白粉や顔料（ドーラン）を塗った Nさん 

⑤裏声ではなく、地声で 

⑥初対面の挨拶を交わしてから 

⑦大きくなったら何になりたいかというようなことをよく聞かれました。 

⑧うちではあえて押し付けられませんでした。 

⑨「蛙の子は蛙（血は争えない・親譲り）」といいますか、幼稚園児、いや物心ついた

ときからままごと代わりに言われなくても歌舞伎役者の真似事をして 

⑩家族が集まればきまって歌舞伎に関する話が行き交う歌舞伎役者として選ばれた家 

⑪三つ子の魂百まで 

⑫言うなれば１日 24 時間、明けても暮れても（昼も夜も）15年間も歌舞伎を学んでき

たことになります。 

⑬ためらい（迷い）を感じたことはなかったです。 

⑭いたずらっ子（腕白坊主）だったころ友達と一緒に遊べなかったわけではないので



すが、けいこのため友達と遊べないときは悔しかった/ 残念だとはいえ、声がかれるま

で大声を出してけいこするほうが面白かったし、しばられている気はしませんでした。 

⑮地道に（こつこつ）続けていけるのが幸せなかぎりです。 

⑯曽祖父までも偉大な歌舞伎役者だったということを言い出せばきりがありません。 

⑰先祖の顔に泥を塗らないように後を継がねばならぬというプレッシャー 

⑱名門の「虎の威を借る狐（親の七光り）」にならないように気を使わねばならないバ

ランス感覚 

⑲前売り券であっても高いほうで、歌舞伎にでも行こうと気軽に誘えませんね。 

⑳ギャラは少ないけれど、「青二才（新米）」の私たちだけで公演する事により 

㉑収益は頭割りで分配する（分け合う）んです 

㉒人当たり/ 物腰が柔らかく、素直/ 誠実な眼差しと落ち着いた口調が印象的な Nさん 

㉓私に「一丁前の口をきくようになったなあ」と、大人扱いしてくれないんですよ。 

㉔結婚どころか、とりあえず彼女がいないと始まりません！ 

㉕心やさしい女性がいれば会いたいんですが。 

能楽 

①喜怒哀楽を表すマダン劇 

②正方形/ 真四角なひのき舞台 

③松の木が一本だけ描かれており、その簡素な舞台の上で邦楽に合わせ演じるのだ。 

④こぎれいなきちんとした服装で 

⑤最も目を引くのは 

⑥精巧に作った（打った）奥ゆかしい若い女性の面 

⑦あざ笑うような冷たい表情、泣きだしそうな表情、しくしくと涙を浮かべる表情等 

⑧抑え気味（抑制的）ではあるが人間の持つ感情を深く掘り下げて表現したその顔 

⑨磨き上げた表情の表し（抑え）方によって現れるリアリティのため、まるでクロー

ン人間を見ているかのような不気味な/ ぞくぞくする気持ちがするのも事実だ。 

⑩ミステリー/ サスペンスやホラー映画 

⑪わびしい虚しさがにじんだ作品 

⑫想像によってその虚しいながらも奥深い主題を感じさせるのだ。 

⑬あるものは淘汰され、なくなった。 

⑭神がかり的な芸で知られる観阿弥と、一番弟子でもある息子の世阿弥により、能楽

として生まれ変わったという。 

⑮子役の子供が、かわいらしい/ 愛らしい口ぶりで心を込めて話すのを見た。 

⑯伝えられてきた理由 

狂言 

①能楽の幕間に演じる喜劇で、如才（抜け目）ない主役（シテ）と気の利かない（鈍

い）脇役（アド）のトンチンカンなやり取りを皮肉って描いたものが多い。 



②お笑い番組などの出演オファーを足掛かりに 

③新聞の芸能欄に、根も葉もないデマのようなスキャンダルも載せられる役者もでる

ようになった。 

④火を見るより明らかで/ 明白で 

⑤壁に突き当たり/ 行き詰ってしまい、客足も遠のくでしょう。 

⑥舞台は観客があくまでも/ ひたすらコミカルな喜劇として楽しめるように的を絞っ

た/ 狙いを定めた。 

⑦スタッフたちは工夫して（知恵を絞って）ビラ（チラシ）を作成したり、英語で吹

きかえた DVDを作ったりした。 

⑧地方巡業 

文楽 

①あらすじを解説する太夫、伴奏担当の三味線弾き、人形を操る人形師から構成され

た人形劇 

② 三人一組のメンバーが心を一つにして操る。 

③手足の動きがあうように動かせば人形の動きも滑らか（スムーズ）になり、人間よ

り人間らしく見えるときもある。 

④なんと八十を越える分野に分かれているのだ。 

⑤皮を締めているひもを絞めたり緩めたり、皮に息を吹きかけて湿り気を調節するこ

ともある。 

⑥華やかな舞台とは裏腹に、あらすじは胸が締め付けられる/ ジーンとするような悲劇

が多い。 

⑦成就しない（かなわぬ）男女の巡り合い、そして一途（ひたむき）な思い。 

⑧おしどり夫婦だったのに、無実の罪で追い詰められ、心中した人たち 

⑨「勝てば官軍、負ければ賊軍」で、弁明もせず切腹する武士の苦悩など、 

⑩パンソリにも似て、浮かばれない（想いがかなわない）辛い浮世の理不尽さを描い

ている。 

⑪みな涙腺を刺激するあらすじだが、ただのお涙ちょうだい物ではない 

⑫師匠の家で居候して（住み込みで）学ぶ徒弟制度 

⑬初年度納入金（入学金と授業料）も不要だが 

⑭屋根裏部屋のような寮で暮らし、互いに競争心をあおり、師匠に叱咤されねば卒業

証書はもらえない。 

⑮だれかがああしろこうしろと教えてくれるのではなく、師匠の手足の動き（一挙手

一投足）を見て盗むという昔ながらのやり方 

⑯「若いころの苦労は買ってでもしろ」 

⑰初志貫徹しなければ舞台に立てないのだ。 



韓国語で学ぶ日本⑭古典芸能 氏名      

①刃 傷
にんじょう

沙汰
ざ た

/ 勧善懲悪/ 復讐/ ②顔に隈
くま

取
どり

する 
 

③リニューアルされたばかりの歌舞伎座  

④楷書
かいしょ

/ 垂れ幕/ ⑤書き割り/ 小道具/ 臨場感 
 

⑥花道（30字前後の韓国語で説明） 

 

 

 

⑦正義の味方/ 心温まる/ すっきりする話  

⑧駆け落ち/ 心 中
しんじゅう

/ ⑨大見得
お お み え

を切る/  
 

⑨一語一語はっきり名台詞を言う/ 役者の屋号  

⑩役になりきる/ ⑪セリフを度忘れする  

⑪ピンチヒッター/   

①十八番
お は こ

/ ②休み時間に待ち合わせした楽屋 
 

③足元注意/ 頭上注意/ 踊り場/ ④うなじ  

④こめかみ/ 艶
なま

めかしくおしろいをぬる 
 

⑤裏声ではなく地声で/ ⑥初対面の挨拶  

⑦大きくなったら何になりたいかと聞かれる  

⑧あえて押し付けられなかった/ ⑨親譲り  

⑨幼稚園児/ 物心ついた時から/ ままごと  

⑨言われなくても役者の真似事をする  

⑩決まって歌舞伎に関する話が行きかう  



⑪三つ子の魂百まで/ ⑫明けても暮れても  

⑬ためらい/ ⑭いたずらっ子/ 悔しい/ 声が枯れる  

⑮地道に続ける/ ⑯言い出せばきりがない  

⑰顔に泥を塗る/ 後を継ぐ/ プレッシャー  

⑱虎の威を借る狐/ バランス感覚/ ⑲前売り券  

⑳青二才/ ㉑頭割りで分配する/ 物腰柔らかだ  

㉒一丁前の口をきくようになったなあ！  

㉓結婚どころか/ 彼女がいないと始まらないよ  

㉔心優しい女性/   

①喜怒哀楽/ ②正方形の檜舞台/   

④こぎれいできちんとした服装/ ⑤目を引く  

⑥奥ゆかしい女性/ ⑦泣き出しそうな表情  

⑦しくしく涙を浮かべる/ ⑧抑え気味だ  

⑨磨き上げた表情の抑え方/ クローン人間  

⑨不気味な気持ち/ ⑩ミステリー/ ホラー映画  

⑪わびしい虚
むな

しさがにじんだ作品/ ⑭淘汰
と う た

する 
 

⑮神がかり的な芸/ 一番弟子/ 生まれ変わる  

⑯子役/ 心を込めて話す/   

①抜け目ない主役/ 鈍い脇役/ 頓珍漢
とんちんかん

なやり取り 
 

②お笑い番組/ 出演オファーを足掛かりに  

③芸能欄/ 根も葉もないデマ/   



④火を見るより明らか/ ⑤壁に突き当たる  

⑤客足が遠のく/ ⑥あくまでコミカルな喜劇だ  

⑥的を絞る/ ⑦スタッフ/ 知恵を絞る/ ビラ  

⑦英語でふき替えた DVD/⑧地方巡業  

①人形を操る人形師/ 心が一つになる/   

③人間より人間らしく/ ④なんと 80を超える  

⑤ひもを締めたり緩めたりする/ 湿り気  

⑥華やかな舞台とは裏腹に/   

⑦かなわぬ男女の巡り合い/ ひたむきな思い/   

⑧おしどり夫婦/ 無実の罪  

⑨勝てば官軍、負ければ賊軍/ ⑩浮かばれない  

⑩つらい浮世の理不尽さ/ ⑪涙腺
るいせん

を刺激する 
 

⑪お涙ちょうだいもの/ ⑫師匠の家で居 候
いそうろう

する 
 

⑬初年度納入金/ ⑭屋根裏部屋/ 競争心をあおる  

⑭叱咤/ 卒業証書/ ⑮一挙手一投足をみて盗む  

⑯若いころの苦労は買ってでもしろ/ 初志貫徹  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場  韓国語で学ぶ日本⑰信仰 

神社 

① 分類すると①自然神②氏神/  

② 土地の神③神格化された偉人に区分され、それらが合わさって一つになったものが

神道だ。 

②韓国の「ソッテ」のように日本でも鳥とは天と人間世界を結びつける存在としてみな

された。 

③日本神話をテーマにした神楽を演ずる舞台があり、祭のときには笛や太鼓、銅鑼（か

ね）等に合わせて演ずる。 

④玉/ 勾玉や鏡、またはしめ縄に幣/ 白い紙をさげた神木や岩座 

⑤本殿では白い小袖に緋袴（赤い袴）をつけた若い巫女さんが、時には拍子木を打ちな

がら神に奉納するお清め（みそぎ）のための舞の儀式を行ったりもする。 

⑥ここは参拝前に手を洗って口をすすぎ、心身を清めるための場所/ 手水だ。 

⑦夫婦が子宝を授かりたいときは「子宝の神」をまつる子安神社にお参りする。 

⑧その土地を守ってくれる「ソナンダン」に相当する鎮守（氏神）の社に宮参りをし、

その町の新しい氏子として幸せと健康を願う。 

⑨神社のお札を台所のかまどの神様や、屋敷神として室内の高い場所に神棚を備え付け、

納めて/ 祭っておき 

⑩「九尾の狐」など、邪悪な動物 

⑪油揚やいなりずし 

⑫神々の「役目」がはっきりしているので 

 

高尾山と神仏混淆 

①初夏のある晴れ渡った日、だんだん緑が深まる高尾山を訪れた 

②何事も極度に慌ただしく、騒々しい/ わずらわしい感じのする東京 

③図鑑を片手に虫眼鏡で花を観察して「おしべ！めしべ！」と叫んでいた。 

④高さ 4mはありそうな巨大な天狗像 

⑤山神霊のような山を守る守護神 

⑥山岳仏教が栄えた。 

⑦そういうもんなんだってば 

⑧見方によっては（ややもすれば）宗教に対していい加減だと思われるかもしれぬが 

⑨お互いに折り合いをつけて/ 落としどころを探して次善の策を求め、丸く収まり共存

することを好むのだ。 

⑩赤いよだれかけをした「トルハルバン」のような修行者姿の石像 

⑪こだま/ 山彦を漢字で「木霊」と書くが、人々は木に神秘的な魂が宿っていると信じ



てきた。 

⑫日差しも厳しくなってきたので、下山は登山道とは異なり人気もまばらな谷川の道

を下りることにした。 

⑬妖怪に睨まれているようで、ぞっとするほど薄暗い（寂しい）山道  

⑭結婚式場は神前式よりもチャペルが多い。 

⑮願い事をもっともよくかなえてくれる神社 

⑯お迎えが来れば仏教式に焼香するところがあり、またお坊さんが供養してくれるが、

告別式では儒教式に喪主が葬儀を執り行う。 

⑰二股どころか何股（幾股）もかけ、まるで宗教が飽和状態のようだ。 

⑱どちらか一方だけに偏らず、一つの宗教にとらわれ（縛られ）ないこと 

⑲都合よく解釈し/ ご都合主義で 

⑳みながほっとした顔つき( 様子) だった 

  座禅体験 

①「知は力なり」という言葉を信じ、知識ばかりを詰め込んできた人間には「輪廻転

生」を唱える仏教は非科学的で 

②花まつり（潅仏会）に坊さんがお布施を求めて托鉢しているのを見ても、ただの募

金活動だと思っていた。 

③四十九日や命日など、法事/ 法要のときには寺でお経もあげたが、 

④我が家の家系図（過去帳）が保管してある寺に行ってただ先祖をしのび、 

⑤このたび座禅体験のような「柄にもない」ことを自らやってみるために禅寺に行く

というので、家族たちは「西から太陽が昇るようだ（珍しいこともあるもんだ）」と笑

いながら言った。 

⑥耳学問/ 聞きかじりだが 

⑦蜃気楼かカゲロウのようにつかみどころ/ とらえどころのない禅というもの  

⑧思い立ったが吉日/ 善は急げ 

⑨身なりを整えてから呼び鈴をおして 

⑩玄関の小さな板の間で出迎えてくださった。 

⑪少し声のトーンを低め（下げ）て挨拶をしてから、脱いだ靴のさきを入口に向くよ

うにし、きちんとそろえて中に入った。 

⑫内側に一歩足を踏み入れると 

⑬頭をきれいにそった（丸めた）お坊さん 

⑭「馬子にも衣装」というが、筆者もこげ茶色の作務衣をきると修行僧のように見え

て面白かった 

⑮初心者も背筋をピンと伸ばしたまま肩の力を抜き 

⑯咳払いさえできない。 

⑰すぐに雑念にとらわれ、つい居眠りして（うとうとして/ まどろんで）しまい、何分



もたたぬうちに足がしびれだした。 

⑱我慢に我慢をかさねたあげく来るんじゃなかったと後悔し始めた。 

⑲これでたたかれもし、自分からたたいてもらうよう頼んだりもする。 

⑳ついつい( 思わず) お願いしてしまった 

㉑寺で飼っている子猫を抱いたお坊さんが説法してくださった 

㉒蛾そしてナメクジにシラミなど 

㉓夜霧から顔を出す三日月 

㉔カーン、カーン、カーンという鐘の音に目が覚めたが、窓の外は暗く、まだ真夜中

だと思った。 

㉕出されたものは粥やおから、ギンナンの煮物などである。 

㉖使った器をお茶とたくあんできれいにふいて食べるよう教わった。 

㉗米をといだ後のとぎ汁も捨てたりはせず、それで使用後のしゃもじを洗った。 

㉘作法も知らず掃除もままならず、また何をするにもワンテンポ遅い私 

説法  

①身の上（苦労）話 

②生活があれて/ すさんでいて、感心しない人たちが多かった。 

③病気を言い訳に不登校となってひきこもり、だらだらとすごしていたところ、父親

に「だまされて」仕方なく（いやいや）参加したという少年。 

④ハリネズミのような頭とへそピアスをし、誰にでもため口で話し、「反省会」にも反

省の色を見せないぶっきらぼう（無愛想）な高校生。 

⑤もう話しかけるなといってもからんできたり/ ケチ（言いがかり）をつけたり、思う

ままに言いたい放題の大学生。 

⑥病み上がりの団塊の世代の男性。 

⑦子育てにやつれて見える紅一点のシングルマザー 

⑧さまざまな事情を打ち明けた参加者たち 

⑨本当の自分に帰ることの大切さ 

⑩優先席に席があればなりふり構わず人よりも先に座ろうと秩序を乱そうとする人 

⑪自己顕示欲が強く( 目立ちたがりで/ 自慢ばかりで) 大風呂敷で、人の陰口を言う人。 

⑫相手の出身校や家柄によってこびへつらったり（おべっかを使ったり）強がって ( は

ったりをかまして) 態度を変える人。 

⑬心を無/ 空にすれば 

⑭悟りの境地 

⑮上の空だったり狐につままれたりしたような顔つきの参加者もいたが、私には含蓄

深く/ 奥深く、納得がいった。 

⑯筆ペンで写経し、お坊さんが石臼を挽いて作ってくださったそばを食べてから寺を

後にした。 



韓国語で学ぶ日本⑰信仰 氏名      

③神楽
か ぐ ら

（10字前後の韓国語で説明）  

③銅鑼
ど ら

/ ④ご神木/ 磐座
いわくら

/ ⑤白い小袖
こ そ で

に緋
ひ

袴
はかま

  

⑤拍子木
ひ ょ う し ぎ

/ ⑥口をすすぐ/ ⑦子宝を授かりたい  

⑧氏神の社（20字前後の韓国語で説明） 

 

 

⑨神棚（10字前後の韓国語で説明）  

⑩邪悪な/ ⑪油揚げ/ 稲荷
い な り

ずし/   

①初夏のある晴れ渡った日/ 緑が深まる高尾山  

②何事も極度に慌ただしい感じのする東京  

③図鑑を片手に/ 虫眼鏡/ おしべ/ めしべ  

④4ｍはありそうだ/ ⑦そういうもんだってば  

⑧いい加減だ/ ⑨折り合いをつける/ 次善の策  

⑨丸く収まる/ ⑩よだれかけ/ ⑪こだま  

⑫日差しも厳しくなった/ 人気もまばらな谷川  

⑬妖怪ににらまれているようだ/ 寂しい山道  

⑭結婚式場/ ⑮願い事をかなえてくれる  

⑯お迎えが来る（死ぬこと）/ 告別式  

⑯喪主が葬儀を執り行う/ ⑰二股かける/ 飽和/   

⑱一方だけに偏らない/ 宗教にとらわれない/   

⑲都合よく解釈する/ ⑳安心した顔つき  



①知は力なり/ 知識を詰め込む/ 輪廻
り ん ね

転 生
てんしょう

  

②お布施
ふ せ

/ 托鉢
たくはつ

/ ③四十九日/ 命日/ 法事  

④家系図/ 先祖をしのぶ/ ⑤柄
がら

にもないこと  

⑤珍しいこともあるもんだ/ ⑥耳学問  

⑦蜃気楼/ カゲロウ/ つかみどころのない  

⑧善は急げ/ ⑨身なりを整える/ 呼び鈴  

⑩板の間/ ⑪声のトーンを下げる  

⑪靴の先を入口に向けきちんと揃える  

⑫一歩踏み入れる/ ⑬頭を丸めた坊さん  

⑭馬子にも衣装/ こげ茶色/ ⑮背筋を伸ばす  

⑯咳払
せきばら

い/ ⑰雑念にとらわれる/ うとうとする  

⑰足がしびれる/ ⑱来るんじゃなかった  

⑲これでたたかれる/ ⑳ついつい   

㉒蛾
が

/ ナメクジ/ シラミ/ ㉓三日月  

㉕粥/ おから/ ギンナン/ ㉖たくあん/   

㉗米をといだ後のとぎ汁/ しゃもじ/   

㉘掃除もままならぬ/ ワンテンポ遅い  

①身の上話/ ②生活があれた人/ 感心しない人  

③言い訳/ 不登校となり引きこもる/   

③だらだらすごす/ いやいや参加する  

④ハリネズミ/ ピアス/ ぶっきらぼう  



⑤もうこれ以上話しかけるな/ ケチをつける/   

⑤言いたい放題/ ⑥病
や

み上がり/ 団塊の世代  

⑦子育てにやつれて見える/ シングルマザー  

⑧事情を打ち明ける/ ⑨本当の自分/ ⑩優先席  

⑪目立ちたがり/ 大風呂敷/ 人の陰口をいう  

⑫家柄/ こびへつらう/ 強がる/ ⑬心を無にする  

⑭悟りの境地/ うわの空/ 狐につままれたよう  

⑮含蓄
がんちく

深い/ 筆ペン/ 石臼をひく/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通 訳 案 内 士 試 験 道 場  韓 国 語 で 学 ぶ 日 本 ⑲ 道 

① 美しい筆遣い/ 筆の運び方 

②人生の「道」を求める/ 究めるという意味で 

 

柔道 

①柔道には突きや蹴りがなく、 

②背負い投げなどの投げ技や寝技（押さえこみ） 

③前線での接近戦を想定して 

④「柔よく剛を制す」すなわち柔らかさ/ しなやかさが強さを制するという東洋哲学 

⑤勝敗を中心とした/ 勝ち負け本位の/ 勝てばいいという「術」に自己の内面を極めよう

とする「道」という概念をつけたし（付け加え） 

⑥道着の上にぎゅっと帯をしめてから、頭を挙げて気をつけの姿勢で、あるいは正座し

て礼儀を正すことから学ぶのだ。 

⑦受け身の様々な型 

⑧むやみに/ 中途半端に高いレベルの技を学ぶよりも、基本の型をしっかり学び、基礎

をかためたらそれを状況に合わせてアレンジし、黒帯をとることができるのだ。 

⑨「道」という語尾がつく諸武道  

⑩外とは違う世界であるというけじめをつけるため 

⑪また腕立て伏せと腹筋運動をしていたら  

⑫どんなに抵抗しても大会で連覇した相手の攻撃を防げず、しごかれているようだった。 

⑬「道」を究めようとする（追い求める）人が技だけを磨く人に及ばない場合もありま

すが、 

⑭技ばかり身につける人よりも、道を学んだ人のほうが「七転び八起き」すなわち挫折

した/ つまづいたときも立ちあがる方法が身につきますからね。 

⑮車の両輪/ 二つで一つ 

 

茶道 

①手に汗握る/ ハラハラさせるチャンバラシーン/ 大立ち回り 

②剣道の面、竹刀だけを持って 

③英語ネイティブのグレッグさんは右も左もわからない/ 土地勘のない東京に来てすぐ   

④茶色のあごひげを蓄えた（生やした）グレッグさん 

⑤二兎を追おう（二足のわらじをはこう/ 一石二鳥をねらおう）としていました。 

⑥師範代になっていたにもかかわらず、 

⑦むやみに追い求めると「道」が遠のくから、いっそ君がまるで磁石のようになり「道」

を引き付けられるときまで一つのことに精進/ 専念しながらまちなさい。 



⑧それまでの生活に飽き足らず、武道家になる夢を一旦/ とりあえずあきらめ 

⑨茶道に関わる人が多く住む京都に住まいを移したのだ 

⑩生まれつきそうだったのか、人の言うことなど意に介さず、仕事をしないでもっぱら

茶道だけをしたので、 

⑪三畳の狭い部屋で段ボール箱を机兼ちゃぶ台/ お膳代わりにして、パンの耳をかじり

ながら 

⑫ものもいいようで角が立つことをわかっているので、言いづらいことはずけずけ言

わずに語尾を濁し、遠まわしに言う場合が多いんです。 

⑬概して（おしなべて）押しつけがましいことを言うのはあつかましい/ 図々しいと思

われ、 

⑭時にはホームシックにもなりましたが、 

⑮「住めば都」 

⑯お互いを察し、案ずること（気遣い）こそ茶道の哲学  

⑰清貧ながらも満ち足りた生活 

⑱「道」を究めようとする（追い求める）ことにこだわる（執着する）より、素直に受

け入れる心が大切だということです。 

⑲お客様とお別れした後も緊張を解かず、心の中でもお客様を見送るのとよく似てい

ます。 

⑳それこそ神出鬼没で、京都の狭い脇道の隅々までよく知っている。 

㉑年はごまかせず、「メタボ/ 肥満」予防のために毎日ジョギングをしているからだ。 

 

一期一会 

② 仏教では、この世は無常だと説く。 

② 生きとし生けるもの全てがお互いに関わりあい/ なにかの縁で結ばれ、頼りあいなが

ら存在するのだ。 

③亭主と客の人生に一度しかない出会いという意味で、二度とはないこの瞬間の出会い

を大切にし誠心誠意、茶道に臨めという意味だ。 

④自然とお客様自身が節度をわきまえるのだ。 

 

生け花と華道 

①十九世紀終わりごろになってからだ。 

②「良妻賢母」になるための教養/ 花嫁修業として女性たちの間に広まっていくにつて、

居間や客間だけでなく、玄関などにも花を生けるようになった。 

③日常生活に豊かさとゆとりを感じさせ/ もたらしてくれる。 

④剣山を花器において花や枝の下の部分をその針にさして固定させ、その立体的な姿

で「天地人」を表現することで   



 

 武士道 

①高麗時代の崔氏武臣政権と時を同じくするが、 

②神道の誠（清き明き心）を土台にし、「色即是空、空即是色」という禅宗の無常観/

はかなさと「仁義礼智」など儒教の道徳概念をつけたし（つけ加え）たものだ。 

③それは新羅時代の「花郎」すなわち貴族たちが儒教や仏教、道教を合わせて「花郎道」

にしたのと似ている。 

④「四書五経」を学び、科挙を受けた両班と「大蔵経」を学んだ僧侶 

⑤武士たちの「バイブル」と考えられた「葉隠」には「武士道とは死ぬことと見つけた

り」という名言があり、多くの武士たちの座右の銘となった。 

⑥それを何の価値もない「犬死に」だとして生を求めるのは腹（器）の小さいものがす

ることで、恥ずかしく（みっともなく）、世間に顔向けできないという意味だ。 

⑦平常心を忘れずに潔く運命を受け入れなければならない武士たちは韓国人の目には

ともすれば（ややもすれば）残酷に見える「切腹」を選んだのだ。 

⑧おいそれと/ 気軽に本音を言わないで腹の底にしまうことがあるべき姿としてきた。 

⑨いわれのない（あらぬ）疑いをかけ（痛くもない腹を探）られた場合であっても、言

い訳もしないで、自分の真心を見せるのが武士の誇りであり、鑑だったのだ。 

⑩副将軍の地位を隠し、忠実な連れの者たちとともに隠密で/ お忍びで諸国を行脚しつ

つ実情を調べ、汚職だらけの悪代官の不正腐敗などを暴く勧善懲悪の物語  

⑪公衆の面前（公の場）で辱めを受け、刀で敵の額を切りつけた後で切腹させられた主

人のため、四十七人の忠臣たちが力を合わせて仇討ちする復讐劇である。 

⑫「義士」の代名詞はすなわちこれら四十七士（赤穂義士/ 浪士）をさすほどだ。 

⑬欠点を補って余りあるといえ、 

⑭それこそ阿鼻叫喚（大パニックの状況）で 

⑮町民たちに津波が押し寄せてきたことを放送し続けつつ亡くなった南三陸町役場の

女性職員など 

⑯命に代えても正義をなすという精神を発揮する人々の道徳観念 

⑰九死に一生を得た人たちは泣き出したいのをこらえて犠牲者を追悼し/ いたみながら

も、山積みになった家屋のがれきや遺体などの後片付けをしているが、 

⑱哀しみを押さえて黙々と 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑲道 単語表現帳  氏名      

①筆遣
ふでづか

い  

①柔道には突きや蹴
け

りがない/ ②背負い投げ  

②投げ技/ 寝技/ ③前線/ 想定する  

④柔よく剛を制す/ ⑤付け加える/   

⑥ぎゅっと結ぶ/ 頭を挙げる/ 気を付けの姿勢  

⑦受け身の型/ ⑧むやみに/ 基礎を固める  

⑧黒帯を取る/ ⑨語尾/ 諸武道/   

⑩けじめをつける/ ⑪腕立て伏せ/ 腹筋運動  

⑫連覇
れ ん ぱ

/ しごかれる/ ⑬道を究める/   

⑭七転び八起き/ 立ち上がる方法が身につく  

⑮車の両輪  

①ハラハラするチャンバラシーン②面/ 竹刀
し な い

  

③英語ネイティブ/ 右も左もわからぬ東京  

④あごひげを生やす/ ⑤二兎
に と

を追う/ ⑥師範代  

⑦むやみに追い求める/ 一つの事に精 進
しょうじん

する  

⑧そんな生活に飽き足らず/ 夢を一旦諦める  

⑨茶道に関わる人/ ⑩生まれつきそうなのか  

⑩人の言うことも意に介さず/ もっぱら  

⑪三畳の部屋/ 段ボール箱/ パンの耳  

⑫物もいいようで角が立つ/ ずけずけ言う  



⑫語尾を濁す/ 遠まわしに言う/ ⑬概して  

⑬押しつけがましい/ 厚かましい  

⑭ホームシックになる/ ⑮住めば都/ ⑯察する  

⑯気遣う/ ⑰清貧ながらも満ち足りた生活  

⑱素直に受け入れる/ ⑲見送る/ ⑳神出鬼没  

⑳脇道/ ㉑メタボ/ ジョギング  

①この世は無常だと説く/ ②生きとし生ける物  

③一期一会（30字前後の韓国語で説明せよ） 

 

 

 

④節度をわきまえる  

②良 妻
りょうさい

賢母
け ん ぼ

/ 花を生ける/    

③ゆとりを感じさせる/ ④剣山を花器におく  

①時を同じくする/ ②清らかな心/   

④科挙を受ける/ ⑤バイブル/ 座右の銘  

⑥犬死に/ みっともない/ 世間に顔向けできぬ  

⑦ 潔
いさぎよ

く運命を受け入れる/ ともすれば/ 切腹  

⑨痛くもない腹を探られる/   

⑨真心を見せる/ 武士の誇りであり 鑑
かがみ

だ  

⑩お忍
しの

びで諸国を行脚し実情を調べる人/       

汚職だらけの悪代官 

 

⑩不正腐敗を暴く/ ⑪公の場で 辱
はずかし

めを受ける  

⑪仇討
あだうち

/ ⑬欠点を補って余りある/ ⑭阿鼻叫喚
あ び き ょ う か ん

  



⑮町民に津波が押し寄せたことを放送する  

⑮町役場の女性職員/ ⑯命に代えて正義をなす  

⑰九死に一生を得た人/ 泣き出すのをこらえる  

⑰山積みになった家屋のがれき/ 遺体の片づけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本⑳和食 単語表現帳 氏名      

①かためのご飯/ 香ばしいおこげ/   

②角ばって厚みのあるおにぎり/   

③味付けをしないで炊く甘みのある白米  

④臼
うす

に入れ、杵
きね

でつく/ ⑤おこわ/ 赤飯  

⑥冠婚葬祭
かんこんそうさい

/ 酒がつきものだ/ ⑦ 盃
さかずき

を酌み交
く か

わす  

⑧どぶろくを漉
こ

して作ったまろやかな清酒  

⑧酒は百薬の長/ ⑨しらふ/ 大目に見られる  

⑩牛丼/ ⑪肉をたれで和えて下味をつける  

⑫競合他社/ ⑬券売機/ 前払い/ ⑭連れもなく  

⑭さっさと食べる/ ⑮お持ち帰りのサービス  

⑯体を壊す/ 胃もたれする  

②今日はとことん飲みあかそう！  

②飲み放題の居酒屋/ 酒をがぶがぶ飲む/ ③晩酌  

⑤ウロコとはらわたの下処理を丁寧にする  

⑤手を加える/ ⑥イワシなどの青魚は足が速い  

⑥後味がさっぱりしない/ ⑦車エビ/ スズキ/   

⑦ヒラメ/ 貝柱/ ⑧マグロ/ ⑨サバ/ 酢でしめる  

⑨アレルギーを起こす/ ⑩酢飯/ 火を通した魚  

⑪酢酸/ ⑫魚市場/ 仕入れ
し い  

値
ね

/ ⑬刺身をさばく板前  

⑬ひげがそれるほどよくとぐ/ ⑭まな板/ 包丁の柄  

⑭家庭科の時間/ ⑮ひいては/ 肝に銘ずる  



②角もちをきつね色に焼く/ ③カマボコ  

④ヒゲ根/ ⑤里芋の皮をむく/ 輪切りにする  

⑥塩漬けしたブリ/ イクラ/ ⑧野菜のあくが出る  

⑧前もって下ごしらえする/ ⑨タッパー/   

⑩片栗粉を薄くまんべんなくまぶす/   

⑩沸騰
ふっとう

した湯にさっとくぐらせて取り出す  

⑩本来のうまみを逃さない/ ⑪硬くなった餅  

⑪お汁粉
し る こ

  

①生涯をかける/ ②麺棒
めんぼう

で薄く延ばす/    

②しこしこした麺/ ③胚芽
は い が

/ ④太る/ 痩せる  

⑤やせた土壌/ ⑥凶作になる/ ⑦百万都市  

⑦躍進する/ ⑧屋台が次々立ち並んだ/   

⑨湯がいて水にさっとさらす/ せいろ/ 刻みネギ  

⑨そばつゆ/ 手軽な食べ物/ ⑩小腹がすく  

⑪そば湯/ 消化に良い  

①寒さが身に染みる夜/ 懐が温かい/ ②淡いピンク  

③食欲をそそる匂いを嗅ぐ/ 今か今かと待つ  

③溶き卵/ とろける/ ④汁気が少なくなる  

⑥かたいマトン/ 牛肉の薄切/ ぐらぐら沸く出し汁  

⑦肉の赤身/ 牛肉の最もおいしい食べ方/   

⑨定かではない/ ⑩エリンギ/ えのきだけ/   

⑩水で戻したシイタケ/ 木綿豆腐/ 切りそろえる  

⑪ごまをすって醤油などの味をつけたごまダレ  



⑫肉を湯がいて取っただし汁  

①蒸したもち米にあんこをまぶした甘い団子  

③見事な房のボタン/ ④食べ盛りの/ 握りこぶし  

⑤黄粉
き な こ

/ ⑥ばら売りする/ ⑦遺伝子組み換え食品  

⑧彼岸
ひ が ん

（２０字前後の韓国語で説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本㉑アニメ 

アニメの原点 

①インターネット動画でアニメを楽しみ、また同人誌を作ったり登場人物になりきったり

する、いわゆるコスプレ 

②これほど人々の受けがよい（好評を博した）理由はなんだろう。 

③アニメの歴史をふりかえり/ ひも解きながらその人気の秘密を解き明かそう。 

④玉虫の羽で飾った仏壇（＝玉虫の厨子） 

⑤お門違い/ 順序違い 

⑥絵巻物 

⑦挿絵という形式 

⑧登場人物の形を切り抜いた絵を指にはめたり、竹につけたりしてつくったものを明かり

に映す/ かざす影絵遊び。 

 

漫画からアニメへ 

①「低俗な/ くだらない」アニメは一日三十分以上見させぬようにしていた。 

②時には腹を抱えて笑い、時にはいじらしさ/ 切なさ/ やるせなさに胸打たれ、 

③漫画の裾野の広がり（層の厚さ・幅広い層） 

④主人公が運動部に入部してきて、泣いたり笑ったりしながらもチームワークを固めて、

勝利に導く作品  

⑤野球選手に憧れる少年が大リーグ選手と対決するために辛抱強く練習する様子と、父親

との間のいざこざを描いた「巨人の星」 

⑥各地にバッティングセンターがたち、球/ ボールを打つ少年たちで込み合うほどだった。 

⑦お菓子のオマケとしてついたアニメの登場人物がかかれたメンコでメンコ遊びをするの

が流行り、 

⑧現在もＴＶコマーシャルにでるほど 

⑨小学校の時「巨人の星」をみて感動しましてね。 

⑩足腰を鍛えるために行ううさぎ跳びは、かえって体を壊すと言って、 

⑪両親もついに自分のやりたいようにやれと許してくれました。 

⑫白馬の王子様に対する片思い 

⑬バレーボール世界大会に出場するためにあらゆる逆境を乗り越える（克服する/ 打ち勝

つ）少女の話 



⑭立て続けに/ 次から次へと大ヒットを収めたが 

⑮怒涛の勢いで（うなぎのぼりに）増えた。 

⑯地球を宇宙人の侵略から守るために繰り広げられる宇宙戦争 

⑰興行/ プロモーションをねらって封切られ（公開された）同名の映画もより幅広い層にア

ピールするようになった。 

⑱拳銃や青みがかった刀/ 白刃を身につけた泥棒一味が、時には人目をくらませてこっそり

お宝を頂戴する「ルパン三世」 

⑲そのように「子供向け」とみるのは現代日本ではナンセンスで、会社役員や政治家たち

までみな楽しんでいる。 

⑳アライグマ 

21ロボットが赤点ばかり取っている少年を助け、意地悪なガキ大将や皮肉屋の/ 嫌味な少年

たちと友達になる作品 

 

世界に受け入れられた日本アニメ 

①国際的な映画賞を総なめ（独占）し、授賞式で注目を浴びた「千と千尋の神隠し」 

②全世界に日本アニメの熱狂的なファン（オタク）が現れ始めた。 

③あやとりしかできない/ 取り柄がない、頼りない（情けない）少年を助けるロボット「ド

ラえもん」 

④中国の歴史小説「水滸伝」、「西遊記」に基づき描いた 「ドラゴンボール」 

⑤幼心（子供心）に深い印象を与え、 ディズニーにつぐ知名度がある。 

⑥海賊版が堂々と/ ぬけぬけと出回るほど普及している。 

⑦最近では著作権という概念も普及し、高くはあるがそれなりに正規版が売られだした。 

⑧日本の外貨準備高にかなり大きな割合を占め、日本にとっては「金のなる木」ともいえ

るのだ。 

 

アニメーターの存在 

①アニメ制作の裏方の（を陰で支える/ を下支えする）アニメーターたち 

②アトリエには、映画の資料や絵筆、描きかけの下絵などの散らばっている机が置いてあ

り、宮崎監督がアイディアをひねる（しぼる）のに悩む姿がうかがえる/ 垣間見られる。 

③日本の「ワーキングプアー」の代名詞ともいえるほどで、働きアリのように仕事をする

一方、その収入は生計がたてられ（暮らして/ 食べていけ）ないほど少ない。 

④督促を受けてばかりの下請け零細企業 



⑤縁あって 

⑥ごちゃごちゃ（雑然と）した事務所で仕事をしていたアニメーター 

⑦初対面の人は私がたくさん稼いでいると誤解されることが多いんです。 

⑧私のような者にとって光栄なことですが、 

⑨出勤時間や退勤時間などという概念 

⑩締め切り前には事務所に缶詰めになって描くことも日常茶飯事なので 

⑪ハローワーク（職安）に行って求職活動したりする人も多いんです。 

⑫興味本位に軽い気で飛び込むと生活も食うのに困るようになり（食うや食わずになり） 

⑬ファンたちの期待に応えることこそ、 

⑭誰がなんといっても（とにかく）ものすごくアニメが大好きなんです。 

 

秋葉原探訪 

① フィーリング/ 気が合う人同士付き合い、 

②自分はオタクだとおおっぴらに言う（カミングアウトできぬ）ような雰囲気だった。 

③「隔世の感」といおうか、いつの間にやらマイナス/ ネガティブなイメージの代名詞だっ

たオタクたちが作った大衆文化が、産学連携/ 共同で経済効果をうんだり、政府とタイアッ

プ/ 提携してクールジャパンキャンペーンの代表格になったりしたので 

④見かけだけはオタク文化だが 

⑤？マークを探した 

⑥ウィンドウショッピングできるというので「探検」してみたところ、懐かしくなるもの

をたくさん見た。 

⑦ゼンマイ仕掛けのミニカー、そして少年時代に見たアニメキャラの消しゴムやぬいぐる

み、カレンダー、また精巧なフィギュアなど、まるで「幼馴染」にあうかのように懐かし

く、おもわずにやけてしまう/ 口元がゆるむ。 

⑧ジャンルを問わず三百ほどのガチャガチャ（ガチャポン）が並んでおり、 

⑨ダウンロードすれば 

⑩おでんを缶詰としてコンパクトにし自販機で販売するのもその例だ。 

⑪可愛い（可憐な/ いじらしい）メイドたちに会って萌える/ 胸がときめく男性客も少なく

ない。 

⑫おかえりなさいませ、ご主人様（お嬢様） 

⑬ちらちら覗き込んで観察すると 

⑭おまじないを唱えるとジュース/ 飲みものがおいしくなる 



⑮ご主人様のリクエストで 

⑯やさしくかわいらしい話し方で話しかけてくれる彼女らは男性客の憧れ（夢）で、萌え

てしまった客の中には 

⑰カフェの成功はみなメイドの人気のおかげである/ メイドの功績によるところが大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本㉑アニメ単語表現帳 氏名        

①動画/ コスプレ/ ②受けがよい/   

③秘密を探る/ ④玉虫/ 仏壇/ ⑤お門違い  

⑥絵巻物/ ⑦挿絵/ ⑧形を切り抜く/ 影絵遊び  

①くだらないアニメは見させぬようにする  

②腹を抱えて笑う/ いじらしさに胸打たれる  

③広い裾野/ ④運動部/ チームワークを固める  

⑤野球選手に憧れる/ 大リーグ/ いざこざ  

⑥バッティングセンター/ ⑦菓子のオマケ  

⑦メンコ遊び/ ⑧TVコマーシャル/   

⑨感動する/ ⑩足腰を鍛える/ うさぎ跳び  

⑪自分のやりたいようにやれ/ ⑫片思い  

⑬バレーボール世界大会に出場する  

⑬逆境を乗り越える/ ⑭立て続けに  

⑮うなぎのぼりに増えた/ ⑯宇宙人/   

⑰ヒットを狙って封切られる/ アピール  

⑱青みがかった刀を身につけた泥棒一味  

⑱こっそり人目をくらませお宝を頂戴する  

⑲子供向け/ ナンセンス/ 会社役員  

⑳アライグマ/ ㉑赤点/ 意地悪なガキ大将  

㉑皮肉屋の少年  



①映画賞を総なめする/ ②熱狂的なファン  

③あや取り/ 頼りない/ ④水滸伝/ ⑤幼心  

⑤ディズニーに次ぐ知名度/ ⑥堂々出回る  

⑦高くはあるがそれなりに正規版が売られる。  

⑧外貨準備高/ 金のなる木  

①裏方/ ②アトリエ/ 絵筆/ 描きかけの下絵  

②アイディアをひねる姿がうかがわれる  

③働きアリ/ 収入は食べていけぬほど少ない  

④督促/ 下請け零細企業/ ⑤縁あって  

⑥ごちゃごちゃした事務所/ ⑦初対面  

⑧光栄だ/ ⑩締切り前は事務所に缶詰めになる  

⑪職安/ ⑫興味本位に軽い気で飛び込む  

⑬期待に応える⑭誰が何と言っても  

①フィーリングが合う/ ②公言する  

③隔世の感/ いつの間にやら/ マイナスイメー

ジ 

 

③タイアップ/ ④見かけ/ ⑤？マーク/   

⑥ウィンドウショッピング/ 探検  

⑥懐かしくなるもの/ ⑦ゼンマイ/ 消しゴム  

⑦ぬいぐるみ/ 精巧なフィギュア/   

⑦幼馴染
おさななじみ

に会うかのように懐かしい  

⑦ニヤける/ ⑧ガチャガチャ/   



⑨ダウンロードする/ ⑩缶詰/   

⑪可憐なメイドに会って萌える男性客  

⑬ちらちら覗き込む/ ⑭おまじないを唱える  

⑮リクエスト/ ⑯やさしくかわいい話し方  

⑯男性客の憧れ/ 萌える/   

⑰カフェの成功はみなメイドの人気のおかげ

だ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験 韓国語で学ぶ日本㉒環境 

日本環境問題史 

ᵑ 今更始まったことではない。 

②足尾銅山の坑道/ 間歩から流れ出た鉱毒が、洪水のため村人たちに被害をもたらした事件 

③「知らぬが仏」とばかりに真相を究明する気/ つもりなどなくそのままになっていた。 

④鉱毒の危険性が浮き彫りになり 

⑤農民たちはついに決起することになった。 

⑥大学の工学部と工業団地 

⑦高度経済成長の副産物（落とし子/ マイナス面）として工場から排出された窒素化合物に

よる酸性雨 

⑧安全性は眼中になかった。 

⑨アホウドリやコウノトリなど 

⑩「泥棒を見て縄をなう」（後手に回る）ようなものかもしれないが、遅ればせながらも

1971年に 

⑪懸案事項/ 難題に関する激論 

⑫ごみの分別収集の徹底化 

⑬燃えるごみ、燃えないごみ、粗大ごみという分別はそれ以前からもあったが、生ごみや

リサイクル( 資源) ごみなども分別する地域が増えた。 

⑭理科の授業にも 

⑮省エネという概念が一般化した（広まった）近ごろはエコカーが人気を集めていて、 

⑯このような傾向( 勢い/ 流れ) が続き、二酸化炭素削減に功を奏すれば/ 成果を出せば、い

ずれ（遅かれ早かれ）環境にやさしいシステムに変わっていくことだろう。 

 

中国の砂漠化問題と日本 

①大気中１㎥当たりの PM2.5が急増したため、視界が 200ｍ以下になり 

②干ばつ/ 日照りのため汲んで使う水がないのはもちろん、サボテンすら生息できないほど

の荒れ果てた土壌が広がる。 

③緑地をよみがえらせる活動をする NGO 

④中国の環境問題を憂慮（懸念）する T 事務局長が、志を抱いて湾岸戦争が終わった 1992

年に活動を始めた。 

⑤灌漑しにくい土地 



⑥手にクワやシャベルを持ち丘に植林をしたりなどの活動を展開している。 

⑦努力/ 苦労した甲斐も虚しくそれこそ「骨折り損のくたびれもうけ( 長年の努力が水の

泡) 」になってしまうこともありました。 

⑧やみくも/ むやみに植えまくるのではなく、長い目（スパン）で見ていく必要があります。 

⑨天下りでやってきた担当者が私腹を肥やそうとおおっぴらに袖の下を要求してきて 

⑩更迭されないからか知らないがそれこそ「盗人猛々しい」でした。（図々しいにもほどが

あります 

⑪日本からの資金を横領しようとする部下たち  

⑫そんなことを職場でやっていいはずがないじゃないですか。 

⑬理想が大きかっただけに失望も大きく、早く引き継ぎを終えて帰国したかったです。 

⑭東京本部あてに帰国要望書を送ったこともありましたが、 

⑮目くそ鼻くそを笑う・どっちもどっち・五十歩百歩 

⑯環境問題の「真犯人」 

 

風の谷のナウシカ 

①人間のエゴイズムや環境問題など現代社会の問題点に焦点/ フォーカス/ スポットをあて

た作品 

②汚染された海から吹き出てくる有毒ガスとそこに住む巨大な幼虫が人間の生を脅かし、

人々は防毒マスクなしに近づくことさえできなかった。 

③カビの森 

④「かもめ」とよぶグライダーを巧みに操り、風の流れが読める賢い少女だ。 

⑤また、人々が恐れる幼虫と心を通わせることができる力も持っている。 

⑥ただ手をこまねいているのではなく、復讐するために巨大な幼虫を軍事大国の軍人が駐

屯する風の谷におびき寄せた。 

⑦幼虫の群れは、あらゆるものを巻き込むほどの勢いで激しく/ 大暴れしながら風の谷に向

かったが、その前にナウシカは自分を犠牲にして彼らの怒りを鎮めるのだ。 

⑧触角を伸ばして神秘的な力によって死んだナウシカを生き返らせ（よみがえらせ）、 

⑨時代を見越して制作されたこの一本の映画 

⑩諸悪の根源 

⑪便利さ/ 利便性優先なのであり、自然との調和がとれた生活などは問題にならないのだ。 

⑫桃源郷/ ユートピア 

 



福島原発事故と環境意識の変化 

ᵒ 福島原発事故問題の解決にせまる糸口 

ᵒ 冷害、地滑り（土砂崩れ）、豪雪など天災に備える日本人の生活には「備えあれば憂い

なし/ 転ばぬ先の杖」という故事成語が根付いている。 

③ずさん/ お粗末な避難訓練 

④ウィルスのように目に見えぬ放射物が拡散しても日本政府は態度をはっきりさせず、思

い切った/ 断固たる措置をとれないでいた。 

⑤ことが事だけに、状況が極めて錯綜していたため、国会においても論議が空転するだけ

で、らちがあかなかった/ 結論が出なかった。 

⑥日増しに/ 日がたつにつれ色々なうわさが広まり、人々、いや、菅直人元首相さえデマ/

風評に振り回された/ 踊らされた。 

⑦このような環境で生きていくのは並大抵の苦労ではないにもかかわらず、これといった

案/ 名案が浮かばぬ政府の方針はころころと変わる（二転三転する/ 朝令暮改だ）し、 

⑧「言論操作」とも取れる、見え透いた/ 茶番のような気休めの言葉 

⑨政府の答弁は場当たり的で/ 二転三転し、被災者たちは怒り心頭に達し、直接被害を受け

なかった国民たちもかんかんに怒った。 

⑩何を言っても信じてもらえない/ 疑心暗鬼になるほどまで  

⑪十年ひと昔というが、 

⑫保守メディアのジャーナリストやニュースキャスターを中心に 

⑬箝口令を敷く/ 口止めする原発推進派 

⑭「またお得意の儲け話か」と、顔をしかめる反対派 

⑮対立を引き起こすこと 

 

自然の力と神道 

①身の回りの暮らし/ 身近なところから地球にやさしい暮らし/ エコライフを実行/ 実践す

るため、買い物に行くときは買い物袋/ エコバッグ/ マイバッグを持参し、 

②減少の一途にあるガソリン 

③東京で使いまくる/ 湯水のように使う電力の裏/ 陰には犠牲者がいるという事実を見て見

ぬふり/ 知らんぷりできず、何か罪悪感を感じた。 

④方向が未だ定まらぬのを見て、一大決心し/ 清水の舞台から飛び降りる気で 

⑤一長一短/ メリット, デメリット 

⑥場所をあまりとらぬ発電システム 



⑦助成金申請手続き 

⑧筆者のような計算高い/ 打算的な人間 は何年で元が取れるか 

⑨実益がある 

⑩日の光に対する感じ方が大きく変わった。 

⑪夏にはカブトムシやクワガタ、秋にはオニヤンマなどが飛んでくるし、また家のそばの

畑で草むしりをすると虫にかまれる。 

⑫畑には風車をさしておき、風が吹きそれが回ればその振動によって土の中のモグラが逃

げる 

⑬山に柴刈りに行き枯れた木の枝を薪としてたき口に入れ火をつけ、 

⑭自然というものが我々の暮らしのプラス/ 足しになるということ 

⑮上京してさびしくなることの一つが 

⑯その恩恵を目に見える形で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本 単語表現帳㉒環境 氏名      

①今更始まったことではない/ ②銅山/ 坑道  

②被害をもたらす/ ③知らぬが仏/   

③究明するつもりはない/ ④浮き彫りになる  

⑤決起する/ ⑥工学部/ 工業団地/ ⑦窒素化合物  

⑦酸性雨/ ⑨アホウドリ/ コウノトリ/ ⑩後手に回る  

⑩遅ればせながらも/ ⑪賛否両論の懸案事項  

⑫ごみの分別収集/ ⑬燃えないゴミ/ 粗大ごみ  

⑬生ごみ/ リサイクルごみ/ ⑭理科の授業/   

⑮省エネという概念が一般化する/ エコカー  

⑯このような勢いが続く/ 功を奏する/ いずれ  

①1 ㎥当たりの PM2.5/視界が 200m以下になる  

②干ばつ/ サボテン/ 荒れ果てた土壌/   

③緑地をよみがえらせる/NGO/④懸念する  

④志を抱く/ 湾岸戦争/ ⑤灌漑
かんがい

/ ⑥シャベル  

⑥植林/ ⑦苦労した甲斐も虚しく/ 骨折り損  

⑧むやみに木を植える/ 長い目で見る/   

⑨天下り/ 私腹を肥やす/ おおっぴらに/ 袖の下  

⑩更迭
こうてつ

される/ 盗人
ぬすっと

猛々
たけだけ

しい/ ⑪横領  

⑫そんなことやっていいはずがないだろう。  

⑬引き継ぎ/ ⑭本部あてに/ ⑮どっちもどっちだ  

⑯真犯人  



①焦点を当てる/ ②生を脅かす/ 防毒マスク  

③カビ/ ④カモメ/ 巧みに扱う/ 賢い少女  

⑤心を通わす/ ⑥手をこまねいて見る/ 駐屯  

⑥おびき寄せる/ ⑦あらゆるものを巻き込む勢い  

⑦自らを犠牲にする/ ⑧触角を伸ばす/   

⑧生き返らせる/ ⑨時代を見越して制作する  

⑨一本の映画/ ⑩諸悪の根源/ 調和がとれた生活  

⑫桃源郷  

①原発/ 糸口/ ②冷害/ 土砂崩れ/   

②備えあれば憂いなし/ ③ずさんな避難訓練  

④ウィルス/ 思い切った措置
そ ち

/ ⑤ことが事だけに  

⑤状況が錯綜
さくそう

する/ ⑥日増しに/ 元首相/   

⑥デマに振り回される/ ⑦これといった案も浮かば

ぬ 

 

⑦方針がころころかわる/ ⑧言論操作/   

⑧見え透いた気休めの言葉/ ⑨場当たり的  

⑨被災者たちは怒り心頭に達した/   

⑩疑心暗鬼になるまで/ ⑪十年一昔  

⑫保守メディア/ ニュースキャスター/   

⑬口止めする/ ⑭またいつもの儲け話か  

⑭顔をしかめる/ ⑮対立を引き起こす  

①身の回りの暮らし/ マイバッグ/   

②減少の一途をたどるガソリン/  

③湯水のように使う 

 



③見て見ぬふりする/ 罪悪感/ ④方向が定まる  

⑤清水の舞台から飛び降りる気で/ ⑥一長一短  

⑦助成金申請手続き/ ⑧計算高い人間/ 元を取る  

⑨実益ある/ ⑪カブトムシ/ クワガタ/ オニヤンマ  

⑪畑で草むしりすると虫にかまれる/ ⑫風 車
かざぐるま

  

⑫モグラ/ 柴刈
し ば か

りに行く/ 薪
たきぎ

としてたき口に入れる  

⑮上京して寂しくなる/ ⑯目に見える形で  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通訳案内士試験 韓国語で学ぶ日本㉓技術 

戦後の自動車生産史 

①ドライバーがいくらアクセルを力いっぱい踏んでもスピードメーターはピクリともせず、

スムーズ/ なめらかな変速/ ギアチェンジもできず、高速でとばす車の流れにのれなかった 

②周りの車がトヨタを追い越すのは朝飯前（わけもないこと/ 楽勝）だった。 

③ハンドルがガタガタし 

④そうしていると、突然なにかがドライバーの視界をさえぎった( ふさいだ) 。 

⑤どこかのねじでも緩んだのか、ひどいゆれでボンネットのフックがはずれ、自動車のフ

ロントガラスを覆ってしまったため、もう少しで( 危うく) 玉突き事故になるところだった。 

⑥交通事故が起きなかっただけでもまだ良かった/ ラッキーだったとはいえ 

⑦日本車はアメリカのポンコツ車にも劣る、それこそクズ鉄のかたまり/ スクラップ車にめ

っきをしただけであり、「使い捨て自動車」、というあだ名さえつけられた。 

⑧ノロノロ運転している車両や路肩でジャッキを使って車を持ち上げ、パンクしたタイヤ

を交換している車両 

⑨レッカー車にひかれる車 

⑩ドングリの背くらべ/ 似たり寄ったり 

⑪車検 

⑫唯一の長所はスピード違反で切符を切られることがないということぐらいだったよ。 

⑬決して見通しは明るくなかったが、日本の自動車会社は失敗の苦い経験をもとに、真摯

に小型車の弱点を改善し始めた。 

⑭昼夜を問わず（昼も夜も）研究し、再三実験を繰り返した。 

⑮試行錯誤を経て 

⑯性能において引けをとらない小型車 

⑰真心は天に通じる 

⑱これを妨げる/ はばむ（この妨げになる）要因を忍耐強く一つ一つ解決していくこと 

⑲「釈迦に説法」のような気がして、おもはゆかった/ 気恥ずかしかったけれど、わが社を

評価していただき、身の置き所もない/ 恐縮なほどでした。 

 

歩留まり 100 

①仕事が山ほどあり、工員たちはノンストップで/ 休みなく、それこそ骨身おしまず働いた。 

②工場労働を腰かけ仕事/ その場しのぎの職場とみる人を解雇し 



③総生産量に対する優良品の割合を「歩留まり」というが、うちの工場の究極の目標は欠

陥品ゼロにすること 

④研修生たちは怖気づいた/ 恐れをなした。 

⑤一見些細なことに見えてもおろそか/ 雑にせず真心を込めれば込めるほど 

⑥手になじみ/ 使い慣れてよく切れるはさみ 

⑦半導体チップのような最先端技術 

⑧質の良い製品が作られるという説もうなずける（納得がいく）。 

⑨このような習慣が新製品開発では裏目に出たり（逆効果になったり）する。 

 

宇宙開発に使われる日本の技術 

①初の宇宙飛行士として名をはせた/ とどろかせた人物 

②宇宙で惑星探査をするために 

③宇宙食の味の改善や日用品の改良など、宇宙で快適に過ごすための技術 

④沸点と融点が地球と異なるため、 

⑤下見もできない宇宙空間のような分野では、きめ細かい（几帳面な）日本人の感性によ

る製品が活用されていると思います。 

⑥そのためにはこれからの将来を担う若い人材を育てる場( 拠点) が必要です。 

⑦ここではこれから宇宙で何ができるようになるか、その可能性を模索し/ 探り、見識／知

見を広げることができます。 

⑧人材の輩出が楽しみです。 

 

地雷原を畑に―世界平和に貢献する日本の技術 

①「悲しい残骸・爪痕( 負の遺産) 」 

②同病相憐れむ ・人ごととは思えない 

③技術協力の切実な要請を受け（懇願され）、 

④地雷原は長い歳月が流れて荒地になっていたり、かん木などが生い茂っていたりする場

所が多く、地雷除去作業員たちも怯えてしまう/ 足がすくむ/ 恐れをなすものだ。 

⑤地雷原を肥沃な農地に変えようと思うようになった。 

⑥補足説明すると、 

⑦粉々（こっぱみじん）に砕いて土起こしをする/ 土地を耕すのだ。 

⑧刃が甘く/ 鈍く（切れ味が悪く）ならない性質を持つ超合金カッターの刃 

⑨この機械が耕した/ 開墾したカンボジアの畑は、いまやひまわり畑となっている。 



ロボットは友達 

①日本の産業用ロボットは世界シェアの 7 割を占める。 

②人体の関節の動きと形態を把握する/ 知るために医学書を参考にしながら 

③ホンダは体長 120cm、体重 52kgの二足歩行ロボット ASIMOを開発するに至った。 

④その安定した足取りに多くの研究者たちが一瞬息を呑んだ 

⑤腕力も強く、しりもちをついても自分で起き上がることができる 

⑥人間に言われるままに動く奴隷のような存在、あるいはフランケンシュタインのように

人間に反逆する（刃向かう）裏切り者と考えた。 

⑦思いやりがあり/ 優しく人間のことを分かってくれる存在 

⑧人間型ロボットはアシスタント/ ヘルパーとして仕事ができるように設計された。 

⑨髪の毛一本まで本物みたいにかわいらしく、またはりりしい（さっそう/ きりっとした）

「美少女ロボット」 

⑩子供が寝付けないときには子守唄を歌ってくれたり、年をとって体が不自由になれば介

護してくれたりする家族のような存在になるだろう。 

⑪一緒に住むことで家族と同じように親しみがわいてきて、 

 

多言語ロボット/ 通訳ロボット 

①筆者はとても気になった/ 興味津々だった。 

②語学留学もしてきた筆者としてはアクトロイドは侮ることのできぬライバル 

③多言語ロボットが人間に勝った/ 上回ったら、 

④その「手ごわい敵」に会うことになった。 

⑤賢そうな顔 

⑥第一印象はいまいち好感が持てなかった。 

⑦わからなければ口パクでぎこちなく/ もたもた答えたり、きょとんとこちらを見たりする

ので、気まずくもあった。 

⑧「整形美人」 

⑨よりによってその日は 

⑩土壇場で敵に逃げられたような感じ 

⑪すらすら/ さくさくやってのけるソフトも出てきた。 

⑫言い切れる/ きっぱりと言えるのか。 



⑬代用品として 

⑭相手の心中を推し量り、本音をみなまで表さない日本式コミュニケーションをロボット

がくみ取り/ 察し 

⑮顧客と信頼を築けることだ。 

⑯時には徹夜で一心に備え 

⑰たった一言で/ ものは言いようで印象が変わる/ ことが有利に運ぶ 

⑱今後の成り行き/ 動向が注目され/ 見守られる分野である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本㉓技術 単語表現帳 氏名      

/    

①変速がスムーズにいかぬ/ 高速でとばす  

/ /   

④視界を塞ぐ/ ⑤どこかのねじでもゆるんだのか  

⑤フロントガラス/  

危うく玉突き事故になるとこだった 

 

⑥事故が起きなかっただけでもまだよかった  

/ / /   

⑧ノロノロ運転/ 路肩
ろ か た

/ ジャッキ/ パンクする 
 

/   

⑩似たり寄ったり/ ⑪車検/ ⑫見通しが明るい  

/ /  
 

/ /   

/ /  
 

  

/ /  
 

/  
 

/ /   

/   

/ / / /   



/ /   

  

/ /   

/ /  
  

/ /   

  

/ /   

/ /   

  

/ /  
 

  

  

/ /   

/ /   

/ /   

/ / /   

/ /   

/ /   

/   

/   

 



通訳案内士試験 韓国語で学ぶ日本㉔福祉 

    育児と福祉 

①ベビーベッドやベビー服、おむつ（おしめ）、おくるみやだっこ紐/ おんぶ紐、そし

てガラガラなどのおもちゃまで 

②「お父さん似だ」とみながニコニコ顔で（満面に笑みを浮かべ）お祝いする。 

③体は離れているものの心はそばにいるという意味で、切ったへその緒を桐の小箱に

保管して、赤ちゃんと母親の絆として大切にする習慣 

④「母子手帳」に出産後の授乳に関する記録や小児科の診察記録など、様々な記録を

つけるのだ。 

⑤出生届をだせば、 

⑥育児/ 子育てというのは片手間に少しずつできるものではないので、全力/ 全エネル

ギーを注ぐ（精魂傾ける）お母さんも少なくない。 

⑦おっぱいをほしがっておぎゃあおぎゃあ泣く、生まれたばかりの赤ちゃんをあやし

たり、屈託のない/ 無邪気であどけない顔で眠る赤ちゃんに添い寝するとき 

⑧疲労困憊する（へとへと/ くたくた）になる生活  

⑨乳歯が生えだして、はいはいをするようになる  

⑩両親はなきわめく赤ちゃんを保育園にあずける。 

⑪すくすく育つ育ち盛りの子供たちは、屋外では砂遊びや泥遊びをしたり、滑り台や

ジャングルジムのような遊具で遊んだりもする。 

⑫室内ではお手玉や積み木遊び、ビー玉（おはじき）遊びなどをしたりもし、 

⑬風車や竹の水鉄砲の作りかたも学ぶ 

⑭知育の発達を目的に、しりとりやなぞなぞをすることも多い。 

⑮英才教育をし（賢い/ 頭の良い子に育て）ようと、赤ちゃんに英語や美術、楽器など

まで学ばせるいわゆる「教育ママ（お受験に熱心な母親）」は日本にもいる。 

⑯4，5 歳の子が塾で計算や漢字の小テストを受ける場面 

⑰成長した（すっかり大きくなった）子から子離れできない人も多い。 

⑱子どもを甘やかしすぎたたため、親の顔が見てみたいというような子供も少なくな

い。 

 

少子化と結婚しない若者たち 

①公園で鬼ごっこやかくれんぼをして遊ぶ子供たちや、父親に肩車をしてもらう子供



たち、母親が押すベビーカーで寝る赤ちゃんたちは以前に比べ減った。 

②共働き/ 共稼ぎしているため、子供をかまってやれない/ に目が届かない両親も増え、

このような状況を見て結婚生活と独身生活を天秤/ はかりにかける独身者も急増して

いる。 

③嫁いびりにあう/ 姑にいじめられる 

④極端な場合、 

⑤「タダより高いものはない」 

⑥同棲するカップル 

⑦あるラジオ放送の「リスナーからのお便り」コーナーで紹介されていたが、いわゆ

る「できちゃった婚/ 授かり婚」も結婚したカップルの四分の一であり、 

⑧職場の大黒柱としての仕事/ ポストは少なくなり、若年層の就職率も低下した。 

⑨生活基盤が脆弱になると同時に、軟弱で/ なよなよして内気/ 奥手な男性も増えたこ

とも 

⑩その年の新卒（卒業見込み）の学生 

⑪ころころ転職する（職を転々とする）人は忍耐力にかけ 

⑫しばらく求職している人たち 

⑬ひどい場合、若いのにホームレスになる若年層も急増している。 

⑭薄よごれた服を着て歩き回るホームレスになるのも時間の問題といえよう。 

⑮どんなに空腹に悩まされたとはいえ、物乞いをすることはないのだが、 

⑯婚礼招待状は誰に送るか、着物や「チョクトゥリ」にあたる角隠し（綿帽子）など

新婦の衣装はどうするか、仲人は誰に頼むかなどはもちろん、ご祝儀の予測や引き出

物/ お返しの予約も大切だ。 

⑰郊外のニュータウンのマンションなのか、一戸建てなのかはもちろん、耐震構造と

シックハウス症候群についても考える必要がある 。 

⑱流し台（シンク）にまでこだわる場合も多い。 

⑲どのようにして頭金を工面する/ そろえるかもどんぶり勘定ではなく正確に計算せ

ねばならない。 

 

ニート生活 30年だったおじ 

①伯父（父の兄）と伯母（父の兄の妻）、叔父（父の弟）と叔母（父の妹）とその主人、

そして母とおじ（母方のいとこ）まで 

②子だくさんの母親が多かった 



③「老いてますます盛ん」で、おいくつになったのか言い当てにくいお年寄りたちが多

い。 

④嫁の来手がなかった人 

⑤ついこの間まで適齢期になるとお見合いし、釣り合う（ぴったりの）人があれば親戚

や上司、友達など周りの人たちが男性側にプロポーズするよう促した/ 勧めたからだ。 

⑥女性側もみんながそういうから大きな問題がない限りプロポーズを受け入れるのも

暗黙の了解だった。 

⑦かりに「年相応のことができない/ いい年をしても結婚できないのは両親にも肩身が

狭かった/ あわせる顔がなかった。 

⑧嫁は少々小言を言われても姑や舅の世話をよくして可愛がられ、そうしておけば子供

が生まれてから暇な年寄りが子供の世話をして（面倒を見て）くれた。 

⑨将来が楽しみだ/ 嘱望される 

⑩ぶらぶらしていたのだが帰郷して、だらけた毎日を送ることになった。 

⑪有給休暇が少ないだの、福利厚生がよくないだの、 

⑫就職できる兆しが見えぬ気の毒なおじは町では堂々と/ 胸を張って表を歩けぬように

なり、焦り/ いらいらしながらも落ち込む日々を送ることになった。 

⑬年老いた両親、すなわち大叔父夫婦はため息をつきながらも息子を就職させ、結婚

させたがっていた。 

⑭両親は厳しい詰め込み式の教育で有名な中学校の教諭だったが、その「愛のムチ」も

子供には適用外だった。 

⑮大叔父が前立腺がんと診断され、余命 3 か月と宣告され、痛みを和らげる/ 緩和する

ホスピスに入居してからだ。 

⑯筆者がお見舞いに行った時も、大叔父は点滴をしながら「お迎えが来る前に自分のこ

とも自分で出来なかった息子が面倒がらずに仕事を始めてうれしい」と言っていた。 

⑰病は好転/ 回復せず、 

 

育メン修行？ 

①長い間ほしがっていた/ 待ち望んでいた/ 授かりたかった子供 

②二言目には/ ことあるごとに/ いちいちがみがみ言われ 

③偶然にも学生時代の友人が三時間だけ子守を募集しているとのことだった。 

④育児なんて到底できないと意識があった 

⑤男は男、女は女 



⑥何が起こるか分からないので 

⑦年子の子供たち 

⑧弟はベビー服/ カバーオール/ ロンパースを着せて、おしゃぶりをくわえたまま寝て

いた。 

⑨一日中激論を交わしていたしていた仲だ。 

⑩もう教師歴/ 生活 20年だ。 

⑪（口を開けば/ ことあるごとに）話す言葉が赤ちゃん言葉だった。 

⑫「お乳」、「ブーブー」、「まんま」、「にぎにぎ」、「メッ」といった幼児語 

⑬一歳の弟をおんぶしながら、二歳の子にお菓子を食べさせ、歯磨きもさせ、おしっ

こまでさせた。 

⑭ミルク離れしたばかりの弟 

⑮同い年の友の姿をみて、ある種の敗北感を感じた。 

⑯ぐずる/ むずがる一歳の弟に「痛いの痛いの飛んでけ」「いないいないばー」「あっか

んべー」などをしようとしたが、なぜか友の前では気恥ずかしく/ 照れくさくて 

⑰それに越したことはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本 単語表現帳㉔福祉 氏名      
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⑰ニュータウン/ シックハウス症候群  
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通訳案内士試験道場 韓国語で学ぶ日本㉕観光実務 

空港から都心へ①初対面の挨拶と注意事項 

①あ、あ、ただいまマイクのテスト中。  

②後部座席の男性のお客様、いかがでしょうか？  

③ご用がありましたらなんなりと添乗員（ツアーコンダクター）の金東明さんか、私をお

呼びいただければ幸いです。 

④至らぬ点も多々ありますが、ツアー中なにか/ お困りのこと等ございましたら随時（その

都度）ご遠慮なくお声かけください。 

⑤スケジュールが若干つまっております（タイト/ 過密です）が、趣旨に沿えるよう、また

楽しいご旅行になるよう努めます。 

⑥シートベルトをご着用ください。 

⑦そのような場合はなにとぞご理解お願いいたします。 

⑧今一度/ 改めてご確認ください。 

⑨紙幣の額面 

⑩変動為替相場のため、毎日少しずつレートが異なります。 

⑪オプショナルツアー 

⑫各種特典もございますので、ご興味/ ご関心/ ご希望があれば 

⑬払い戻し/ ご返金は致しかねますので 

⑭さきほど空港で配布（お配り）いたしましたバッジを分かりやすい/ 目につくように服や

帽子におつけくださいませ。 

⑮旅のしおりには日程表以外にも役立つ（参考になる）ことが色々書かれていますので、 

⑯時間と距離の併用制/ 合算性ですので、夜十時以降は二割の深夜料金が加算/ プラス/ 上乗

せされます。 

⑰空車の場合、漢字で「空車」（「くう」は「から」の「くう」）というサインがあり、また

タクシーのドアは運転手がリモコンで操作するため 

⑱私鉄 

⑲ホームと車両の間が離れている所がございますので、 

⑳通りでたばこの吸い殻を捨てられると 

 

空港から都心へ②車窓の説明－ホテル到着前のご案内 

①田んぼの田 

②一つ一つ数え上げればきりがありません。 



③どのぐらいあるか、見当がつきますでしょうか。 

④なんと 20万以上あるとのことです。 

⑤オードブル、すなわち前菜や食前酒が出そろいましたら、金団長に乾杯の音頭をお願い

いたします。 

⑥客室に関する注意事項は以下/ 次の通りです。 

⑦４は死に通ずるとして、気にする/ お気に召さないお客様もいらっしゃいますので、縁起

を担いで 

⑧そこにカードを差し込み、灯りをつけてください。 

⑨部屋のドアはオートロックで締まるようになっておりますので、 

⑩ドアの留め具（チェーン） 

⑪ソフトドリンク/ お飲み物をご利用になった場合は翌朝フロントで各自精算お願いいた

します。 

⑫シェーバー/ 電気カミソリ 

⑬♯シャープ印 

⑭天気予報によると明日は曇り所により雨とのことです。 

⑮背もたれとフットレストをもとの位置にお戻し下さい。 

⑯置き忘れのないようあらかじめご準備くださいませ。 

⑰重ね重ね恐れ入りますが、お出しになったお荷物を歩道にそのまま置かれますと通行人

の邪魔/ ご迷惑になりますので  

 

翌朝のご案内－東京観光（皇居/ 浅草/ ショッピング） 

①毎日ご確認いただくことをお勧めいたします 

②そちらに隣接するアウトレット「パレットタウン」にご案内いたします。 

③本日はスケジュールが若干タイト/ 慌ただしいですが、 

④様々な姿をよりたくさんご覧いただけるよう、最善を尽くします。 

⑤この辺りは交通がすいている（流れがよい/ スムーズな）方ですが、場合によっては交通

渋滞が見込まれます。 

⑥慌ただしくて/ 急がせるようで恐縮ですが、ご協力お願いいたします。 

⑦皆様、あちらに超高層ビルが見えますね？ 

⑧一院制ではなく二（両）院制を採用し、 

⑨候補者たちが一騎打ちで争い 

⑩政府の主要省庁（官庁）が集まっている霞が関で、ソウルでいうなら世宗路を思わせる



地区です。 

⑪堀と石垣が見えますね。 

⑫徳川将軍が幕府、すなわち将軍/ 武士による政権を置いてからというもの 

⑬ナンバープレート（車番） 

⑭現在地の見当をつけるための基準になります。 

⑮名実ともに「江戸（東京）っ子」たちの自慢の種になりました。 

⑯本体価格に 8％の消費税が上乗せ/ プラス/ 加算された料金 

⑰一桁間違って計算される方 

⑱マージン/ リベート/ キックバックを取る違法ガイド 

⑲店の販売員にお尋ねになってもグルですので 

⑳ちなみに家電販売店やドラッグストアでポイントカードをもらえば、その日にポイント

がご利用いただけます。 

㉑もうこんな時間になったのかというほど 

 

成田空港到着前のご案内 

①すぐに搭乗手続きをしなければなりませんが 

②“JL”とは “Japan Airline ”のイニシャルです。 

③僭越ながら、 

④このような心構えは全てのガイドが肝に銘じるべきこと/ モットーです。 

⑤この度の旅行が実り多いものになればと願っております。 

⑥ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国語で学ぶ日本㉕観光実務単語表現帳 氏名      
①あ、あ、ただいまマイクのテスト中/ ②後部座席  

③ご用がございましたらなんなりと/ 添乗員/ ④至らぬ点  

④お困りのことなどありましたらご遠慮なくお声掛けくだ

さい 

 

⑤スケジュールが詰まっている/ 趣旨に沿えるよう  

⑥シートベルト/ ⑦何とぞご理解いただければ幸いです  

⑧改めてご確認ください/ ⑨額面/ ⑩変動為替相場  

⑩レート/ ⑫各種特典/ ご興味あれば/ ⑬払い戻し  

⑭お配りしたバッジを分かりやすいようおつけ下さい  

⑮旅のしおりに役立つことがかかれている/   

⑯割増料金が加算される⑰タクシー運転手/ ⑱私鉄/   

⑲ホームと車両の間が離れている/ ⑳吸い殻  

①田んぼの田/ ③見当がつく/ ④なんと 20万以上ある  

⑤オードブル/ 乾杯の音頭/ ⑥以下の通りです/   

⑦縁起を担いで/ ⑧カードを差し込み、明かりをつける  

⑨ドアはオートロックで閉まる/ ⑩ドアチェーン  

⑪お飲み物をご利用になった場合/ ⑫シェーバー  

⑬♯印/ ⑭曇り所により雨/ ⑮背もたれ/ フットレスト  

⑮元の位置にお戻しください/ ⑰重ね重ね恐れ入ります  

⑰歩道にそのまま置かれると邪魔になる  

①お勧めいたします/ ②アウトレット/ ③タイトだ  



④最善を尽くす/ ⑤交通がすいている/ 渋滞/   

⑥急がせるようで恐縮ですが/ ⑧一院制/ 二院制  

⑨一騎打ちで争う/ ⑩主要省庁/ ⑪堀/ 石垣/   

⑬プレートナンバー/ ⑭現在地の見当をつける  

⑮名実ともに⑯本体価格に消費税が上乗せされた料金  

⑰一桁
ひとけた

間違って計算する/ ⑱マージンを取る/ ⑲グル  

⑳ちなみに/ ポイントカード/ ㉑もうこんな時間か  

①搭乗手続き/ ②イニシャル/ ③僭越
せんえつ

ながら/ ④心構え  

④肝に命じねばならぬモットー/ ⑤実り多い旅行になる  

⑥ご清 聴
せいちょう

ありがとうございました  

 

 

 


